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(57)【要約】
　肥満を治療する装置は、少なくとも2つの部分によっ
て形成されるボリューム・フィリング装置から成り、装
置は、内側胃量を減らすために患者の胃壁に埋め込まれ
、それによって、患者の食欲を減少させる。

【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
人体、あるいは哺乳動物の肥満を治療するための装置で、
二つかそれ以上のボリューム・フィリング装置部分が移植可能なボリューム・フィリング
装置を形成するために適応させた装置から成り、そこにおいてボリューム・フィリング装
置は、少なくとも実質的に患者の胃壁部分に納められるよう調整され、胃壁に載置されて
いる装置の外面によって配置され、ボリューム・フィリング装置が胃壁において収められ
るときに、食品空腔量が大きさにおいて実質的にボリューム・フィリング装置の量を上回
る体積を減少するように形成され、ボリューム・フィリング装置が胃壁において収められ
るときに、また、ボリューム・フィリング装置がその植設された収められた胃ポジション
から離れる場合、前記ボリューム・フィリング装置はパーツに分解できるよう形成され、
胃内部でポジションを保持するために胃壁を突き通ることを含み、胃内部で位置するよう
になる胃壁を不注意に突き通り、そこにおいて、前記ボリューム・フィリング装置部分は
、ばらばらにに食品通路を通過し、それによって患者の腸の障害／腸閉塞を引き起こすた
めの危険率を低下させる、人体、あるいは哺乳動物の肥満を治療するための装置。
【請求項２】
　ボリューム・フィリング装置が少なくとも１５ミリメートルの最小限の円周を有する、
請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　装置セグメントを満たしている体積は、生体親和性材料を含んでいる外面の少なくとも
１部を有する、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　腹腔への前記ボリューム・フィリング装置の組立体および移植のために、ボリューム・
フィリング装置部分は、トロカールを通過するために適応する、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　ボリューム・フィリング装置部分は、トロカールを通過するために適応する柔軟な外側
の形状を有する、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　植設されるときに、ボリューム・フィリング装置部分はそれらが前記ボリューム・フィ
リング装置に組み立てられることができている形状を有するために適応する、請求項１に
記載の装置。
【請求項７】
　ボリューム・フィリング装置部分は、柔軟な外面によって中空である、請求項１に記載
の装置。
【請求項８】
　ボリューム・フィリング装置部分は、ゲルまたは固形物質に固まる流体のうち、少なく
ともひとつの流体によって満たされる、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　ボリューム・フィリング装置部分は固形である、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　　　装置セグメントが間に合わせに適応することを満たしている体積は、それらの組み
立てられたポジションを保っている、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　　ボリューム・フィリング装置部分は、収められた胃壁によって永久にそれらの組み立
てられたポジションを保つために適応する、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　装置セグメントが間に合わせに適応することを満たしている体積は、接着剤によってそ
れらの組み立てられたポジションを保っている、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　パーツは、胃腸系を自由に通過できるサイズである、請求項１に記載の装置。
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【請求項１４】
　各部分が他の部分の少なくとも一つの組立体要素、適切な組立体要素による部分によっ
て十分に適合する少なくとも一つの組立体要素を備えていることで、移植可能なボリュー
ム・フィリング装置に組み立てられることができる、請求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　パーツ部分は、中心的な一部および複数の外側のパーツから成る、請求項１４に記載の
装置。
【請求項１６】
　組立体要素は、十分に適切なフランジおよび切れ込みの中で選択される、請求項１４に
記載の装置。
【請求項１７】
　中心的な一部は、移植可能なボリューム・フィリング装置に外側の要素を受信して、組
み立てるよう形成される、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　ボリューム・フィリング装置を組み立てるときに、中心的な一部は外側のパーツの対応
する組立体フランジを受けるために適応する組立体切れ込みを有する、請求項１７に記載
の装置。
【請求項１９】
　切れ込みは、中心的な一部の外側の周縁領域周辺に配布される、請求項１８に記載の装
置。
【請求項２０】
　少なくとも一つの組立体要素は第１の平面に沿って中心的な一部に各々のボリューム・
フィリング装置部分を固定する、そして、部分および核が分けるボリューム・フィリング
装置は第２の組立体要素から更に成る。そして、前記部分および核の組立体後のそれは分
かれて、各部分を固定して、前記第１の平面に角度の第２の平面に沿って一部を中心から
切り離す、請求項１４～１９のいずれかに記載の装置。
【請求項２１】
　装置は、移植可能なボリューム・フィリング装置にボリューム・フィリング装置部分を
組み立てるために操作可能な案内装置から更に成る、請求項１～２０のいずれかに記載の
装置。
【請求項２２】
　そこにおいて、案内装置は、使用可能な状態で部分に接続している動作導線である、請
求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　そこにおいて、動作導線は、ボリューム・フィリング装置の分解をその部分に入れるた
めに腹腔の体液と接触して生物分解可能である素材でできている、請求項２１に記載の装
置。
【請求項２４】
　動作導線はどこで中心的な一部に、そして、外側の一部に接続している。そして、外側
の一部はボリューム・フィリング装置を組み立てるために中心的な一部に順次組み立てら
れることができる、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　動作導線は、外側の一部の組立体フランジに接続している、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　そこにおいて、中心的な一部は、動作導線を受けるための少なくとも一つの動作チャネ
ルを備えている、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　　各々外側の一部は、動作導線によって二つ動作チャネルに接続している、請求項２６
に記載の装置。
【請求項２８】
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　第１の動作チャネルは中心的な一部の端面の第１の開口部を有し、第一の第２の開口部
が中心的な一部の中で切り開かれ、前記端面からの方向の前記第１の動作チャネルにおい
て受け取られる動作導線を置換するときに、第１の外側の部分は前記中心的な一部に組み
立てられる、請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　第２の動作チャネルは、中心的な一部の第２の切れ込みの二つ開口部を有し、動作導線
を置換することが中で第１の動作燭炭に接続するとき、向けた端面から、第２の外側の一
部は、前記中心的な一部に組み立てられる、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記中心的な一部の各指定された切れ込みの開口部を有する動作チャネルによる動作導
線を有する中心的な一部の指定された切れ込みに組み立てられる３つ以上の外側のパーツ
を有する、請求項２９に記載の装置。
【請求項３１】
　動作導線は第一チャンネル開口部から突出するので、前記動作導線および第１の外側の
元素を置換すること器具で作用されることができ、その組立体フランジは、コアエレメン
トに、そして、移植可能なボリューム・フィリング装置を組み立てるために残りの外側の
元素を置換して同様に予め定められたシーケンス切り開かれるその指定された第１の組立
体に適合する、請求項２９に記載の装置。
【請求項３２】
　３つ以上のボリューム・フィリング装置部分から成る、請求項１に記載の装置。
【請求項３３】
　そこにおいて、少なくとも３０ミリメートルの最大円周を有するボリューム・フィリン
グ装置、請求項１に記載の装置。
【請求項３４】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置の少なくとも１部は膨張された状態に膨張
可能であるか拡張可能である、そして、ボリューム・フィリング装置部分の一つ以上は膨
張された状態に膨張可能であるか拡張可能である、請求項１に記載の装置。
【請求項３５】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つは、流体また
はゲルのためのインレットポートを有して、胃鏡検査の器具に接続しているために適応す
る、請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　インレットポートは、膨張可能な装置および胃鏡検査の器具を相互接続するために適応
する流体接続管から成る、請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　リューム・フィリング装置および／またはボリューム・フィリング装置部分の一つ以上
は、細長い形状を有する、請求項１に記載の装置。
【請求項３８】
　ボリューム・フィリング装置および／またはボリューム・フィリング装置部分の一つ以
上は、丸い形状を有する、請求項３７に記載の装置。
【請求項３９】
　ボリューム・フィリング装置は、傾向または湾曲形状を有する、請求項３８に記載の装
置。
【請求項４０】
　ボリューム・フィリング装置部分の一つ以上は、弾性体から成る、請求項１に記載の装
置。
【請求項４１】
　ボリューム・フィリング装置の少なくとも１部は、生体親和性材料から成る、請求項１
に記載の装置。
【請求項４２】
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　少なくとも１部のボリューム・フィリング装置およびボリューム・フィリング装置部分
の一つ以上は、シリコーンから成る、請求項１に記載の装置。
【請求項４３】
　少なくとも１部のボリューム・フィリング装置およびボリューム・フィリング装置部分
の一つ以上は、少なくとも一つの層を備えている請求項１に記載の装置。
【請求項４４】
　少なくとも一つの層は、パリレン層である、請求項４３に記載の装置。
【請求項４５】
　そこにおいて、少なくとも一つの層は、ポリテトラフルオロエチレン層である、請求項
４３に記載の装置。
【請求項４６】
　少なくとも一つの層は、ポリウレタン層である、請求項４３に記載の装置。
【請求項４７】
　少なくとも一つの層に、シリコン層が設けられている、請求項４３に記載の装置。
【請求項４８】
　少なくとも一つの層に、金属層が設けられている、請求項４３に記載の装置。
【請求項４９】
　ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つは、流体から成る、請求項１
に記載の装置。
【請求項５０】
　流体は、固形状態または定型に変わるために適応する、請求項４９に記載の装置。
【請求項５１】
　そこにおいて、流体は、液体ポリウレタンである請求項４９に記載の装置。
【請求項５２】
　そこにおいて、流体は、等張性である請求項４９に記載の装置。
【請求項５３】
　そこにおいて、流体は、拡散を防止するために、大きな分子から成る請求項４９に記載
の装置。
【請求項５４】
　そこにおいて、流体は、ヨウ素分子から成る請求項４９に記載の装置。
【請求項５５】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つは、同種の素
材から成る請求項１に記載の装置。
【請求項５６】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つは、固体であ
る請求項１に記載の装置。
【請求項５７】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つは、室を定め
ているエンクロージャ壁から成る請求項１に記載の装置。
【請求項５８】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つは、剛性外面
から成る請求項１に記載の装置。
【請求項５９】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つは、弾力的な
外面から成る請求項１に記載の装置。
【請求項６０】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つは、柔軟な外
面から成る請求項１に記載の装置。
【請求項６１】
　そこにおいて、少なくとも３０ミリメートルの最大円周としてのボリューム・フィリン
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グ装置請求項３３に記載の装置。
【請求項６２】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は、少なくとも８０ミリメートルの円周を
有する請求項６１に記載の装置。
【請求項６３】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は、０．００００１～０．００１のｍ３の
量を有する請求項１に記載の装置。
【請求項６４】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は、０．００００１～０．０００２のｍ３
の量を有する請求項６３に記載の装置。
【請求項６５】
　　そこにおいて、腹腔鏡トロカールに挿入されるために、ボリューム・フィリング装置
部分は、最大直径に変形可能である請求項３３に記載の装置。
【請求項６６】
　植設されて、組み立てられるときに、そこにおいて、ボリューム・フィリング装置部分
は胃壁の装置を収めるために適所に胃に対する胃縫合またはステープルのそばに置いてお
かれるために適応する請求項３３に記載の装置。
【請求項６７】
　そこにおいて、胃に対する胃縫合またはステープルは、胃壁に取り付けられるボリュー
ム・フィリング装置の長期配置を固定するために人体の組織の中で成長を中で促進するた
めに胃壁と接触してあるために適応する構造を呈している固定部を備えている請求項６６
に記載の装置。
【請求項６８】
　そこにおいて、構造は、構造のようなネットから成る請求項６７に記載の装置。
【請求項６９】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は、手術後に非侵襲的に調節可能であるた
めに適応する請求項１に記載の装置。
【請求項７０】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は、患者の胃壁において収められて適切に
保たれるためによりよく適応するために、様々な円周を有する請求項３３に記載の装置。
【請求項７１】
　胃壁の外に配置されて、伸びるために適応するストレッチング装置から成る、胃の１部
は、このことにより患者の食欲に影響を及ぼして、ストレッチング装置およびボリューム
・フィリング装置を相互接続している流体接続管から更に成っている装置を壁で囲う請求
項１に記載の装置。
【請求項７２】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は、胃鏡検査の器具を介して胃壁の外に配
置されるために適応する請求項７１に記載の装置。
【請求項７３】
　そこにおいて、装置の少なくとも２つのインター接続可能な部分として装置およびスト
レッチング装置を満たしている体積は、別々の部分として胃壁の外に配置されるために適
応する請求項７１に記載の装置。
【請求項７４】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置の少なくとも１部は、ポリウレタン、テフ
ロンまたはＰＴＦＥの外面層またはそれらの組み合わせから成る請求項１に記載の装置。
【請求項７５】
　そこにおいて、装置セグメントを満たしている体積は、酸、好ましくは塩酸によって破
壊可能である請求項１に記載の装置。
【請求項７６】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置の少なくとも１部は、ゲルから成る請求項
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１に記載の装置。
【請求項７７】
　そこにおいて、ゲルは、１５未満の岸値を有する請求項７６に記載の装置。
【請求項７８】
　そこにおいて、装置セグメントを満たしている体積は、握持器具と協力するために適応
する取付装置から成る請求項１に記載の装置。
【請求項７９】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は、患者の胃壁によって完全に収められる
ために適応する請求項１に記載の装置。
【請求項８０】
　固定している装置から成ることはボリューム・フィリング装置を適切に保つために胃壁
にボリューム・フィリング装置またはその部分を固定させるために適応させた。そのとき
、ボリューム・フィリング装置は植設される請求項１に記載の装置。
【請求項８１】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は、０．０００２未満のｍ３の量を有する
請求項６３に記載の装置。
【請求項８２】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は、０．０００１～０．００１のｍ３の量
を有する請求項６３に記載の装置。
【請求項８３】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置の少なくとも１部は、酸によって破壊可能
でない素材でできている請求項１に記載の装置。
【請求項８４】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は、少なくとも７０ｍｍの円周を有する請
求項６１に記載の装置。
【請求項８５】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は、少なくとも１１１０ｍｍの円周を有す
る請求項６１に記載の装置。
【請求項８６】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は、少なくとも１６０ｍｍの円周を有する
請求項６１に記載の装。
【請求項８７】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は、少なくとも２２０ｍｍの円周を有する
請求項６１に記載の装置。
【請求項８８】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つは、可撓性弾
性のない素材から成る請求項１に記載の装置。
【請求項８９】
　固定装置から更に成ることは、胃壁にボリューム・フィリング装置の固定に関与してい
るために適応させた請求項１に記載の装置。
【請求項９０】
　二つかそれ以上の固定装置から更に成ることは、胃壁にボリューム・フィリング装置の
固定に関与しているために適応させた請求項１に記載の装置。
【請求項９１】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つを含むボリュ
ーム・フィリング装置は、器具によって保持されて、装置の移植を単純化するために適応
する保持装置から成る請求項１に記載の装置。
【請求項９２】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は、器具によって保持されて、装置の移植
を単純化するために適応する二つかそれ以上の保持装置から成る請求項９１に記載の装置
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。
【請求項９３】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つは、室に流体
を供給する装置に接続している少なくとも一つの管から更に成っている膨張式チャンバか
ら成る請求項１に記載の装置。
【請求項９４】
　管で接続可能な注入ポートから更に成る請求項９３に記載の装置。
【請求項９５】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は装置による軸と直角をなす平面に示すよ
うに最大円周を有する、そして、最大円周から方向の前記軸に沿って見られるように、前
記軸と直角をなす他の平面に示すように装置の円周は最大円周に等しいかまたは減少する
請求項１に記載の装置。
【請求項９６】
　そこにおいて、平面が前記軸に沿って位置がずれるにつれて、装置による軸と直角をな
す平面に示すようにボリューム・フィリング装置の円周は少なくとも２回増減するか、ま
たは平面が前記軸に沿って位置がずれるにつれて、減少して、少なくとも一つの時間を増
加させる請求項１に記載の装置。
【請求項９７】
　そこにおいて、金属層は、金、銀およびチタンのいずれかまたはそれらの組み合わせか
ら成る請求項４８に記載の装置。
【請求項９８】
　少なくとも１つがどこで階層化しているかに、テフロン層が設けられている請求項４３
に記載の装置。
【請求項９９】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は、複数の層を備えている請求項４３に記
載の装置。
【請求項１００】
　そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は、ポリウレタン、テフロンまたはポリテ
トラフルオロエチレン、パリレン、シリコーン、金属またはそれらの組み合わせの外面層
から成る請求項９９に記載の装置。
【請求項１０１】
　ボリューム・フィリング装置は、肥満患者において移植可能で、一部の患者の胃壁を伸
びるために適応する少なくとも一つの操作可能なストレッチング装置と；
範囲に胃壁部分を植設されるときに、ストレッチング装置を作動する動作装置から成る、
請求項１に従って肥満を治療する装置。
【請求項１０２】
　　ボリューム・フィリング装置は、操作可能なストレッチング装置を自動制御するため
の植込み型制御装置から成り、
制御装置およびストレッチング装置が挿入されるときに、伸びるために、この種のその満
腹感を食べている患者と関連した胃壁部分がつくられる、請求項１０１に従って肥満を治
療する装置。
【請求項１０３】
　そこにおいて、拡張可能な伸びている貯蔵部から前記ストレッチング装置を含み、
そこにおいて、ボリューム・フィリング装置は、膨張可能な、そして、前記伸びている貯
蔵部を有する流体接続があり、
前記動作装置は、前記主要漕間のポンピング流体のためのポンプと伸縮性前記胃壁部分へ
の前記伸縮性の貯蔵部とを備えている、請求項１０１に従って肥満を治療する装置。
【請求項１０４】
　前記ポンプを含んでいる制御前記ストレッチング装置用の制御デバイスから成る請求項
１０３に従って肥満を治療する装置。
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【請求項１０５】
　ワイヤレス遠隔制御装置から成っているそこにおいて、前記制御デバイスは、患者の体
の外側からストレッチング装置を制御するために適応させた請求項１０４に従って肥満を
治療する装置。
【請求項１０６】
　皮下に配置されたスイッチまたは貯蔵部から成っているそこにおいて、前記制御デバイ
スは、患者の体の外側からストレッチング装置を制御するために適応させた請求項１０４
に従って肥満を治療する装置。
【請求項１０７】
　前記制御デバイスが、制御前記ストレッチング装置用の植込み型制御装置かを含む、請
求項１０４に従って肥満を治療する装置。
【請求項１０８】
　本体患者の体内に植設されるために適応するセンサまたは検出装置から成り、そこにお
いて、植込み型制御装置が、前記センサまたは検出装置からの情報を用いて、患者の体内
からストレッチング装置を制御するよう形成され、直接的または間接的に、患者の食物摂
取を検出するよう形成された、請求項１０７に記載の装置。
【請求項１０９】
　ボリューム・フィリング装置が、主要容量満たしている貯蔵部から成り、
肥満患者において移植可能で、一部の患者の胃壁を伸びるために適応する少なくとも一つ
の操作可能なストレッチング装置で、
拡張可能な貯蔵部から成っているそこにおいて、前記伸びているおり、
胃の、患者が立っている膨張可能なメインのボリューム・フィリング装置より上の上部で
胃壁において収められるために適応し、
ボリューム・フィリング装置が、膨張可能な、そして、前記伸びている貯蔵部を有する流
体接続があり、
食物摂取に関連した胃壁の中で正常な収縮前記伸びている貯蔵部に伸びさせるために適応
する胃壁上により低く配置される前記収められた主要容量満たしている貯蔵部から流れる
流体をる、前記胃は、部分を壁で囲う、請求項１に従って肥満を治療する装置。
【請求項１１０】
  メインのボリューム・フィリング装置貯蔵部および伸びている貯蔵部の間の流体接続管
は、一方向性弁から成る請求項１０９に従って肥満を治療する装置。
【請求項１１１】
　メインのボリューム・フィリング装置貯蔵部および伸びている貯蔵部の間の流体接続管
は、成る解除するメインのボリューム・フィリング装置貯蔵部へ伸びている貯蔵部の体積
を解除するために適応する機能を有する請求項１０９に従って肥満を治療する装置。
【請求項１１２】
　前記解放機能に、前記流体接続管より実質的に小さい領域の流体復帰接続、が設けられ
、胃壁部分の中で前記に伸びることを解除するために伸びている貯蔵部から前記メインの
ボリューム・フィリング装置貯蔵部にゆっくり後ろの流体を解除する請求項１０９に従っ
て肥満を治療する装置。
【請求項１１３】
　手動制御デバイスから成り、皮下に配置された貯蔵部から成ることは、患者の体の外側
からのストレッチング装置を胃壁部分を伸びるために更にストレッチング装置に影響を及
ぼすために制御するために適応させた請求項１０９に従って肥満を治療する装置。
【請求項１１４】
　ボリューム・フィリング装置は、膨張可能であるために適応するメインのボリューム・
フィリング装置貯蔵部から成り、更に、装置が胃壁に収められるときに、膨張するために
適応する拡張可能構造体から成る装置を含み、植設されるときに、蛇腹から成っているそ
こにおいて、前記構造は装置を囲んでいる線維形成を考慮するために適応させた。そうす
ると、蛇腹の変化は前記線維形成で実質的に影響を受けない請求項１に記載の装置。
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ボリューム・フィリング装置は、膨張可能であるために適応するメインのボリューム・フ
ィリング装置貯蔵部から成り、更に、装置が胃壁に収められるときに、膨張するために適
応する拡張可能構造体から成る装置を含み、植設されるときに、蛇腹から成っているそこ
において、前記構造は装置を囲んでいる線維形成を考慮するために適応させた。そうする
と、蛇腹の変化は前記線維形成で実質的に影響を受けない請求項１に記載の装置。
【請求項１１５】
　ボリューム・フィリング装置は、どこで肥満患者において植込み型少なくとも一つの操
作可能なストレッチング装置から成って、一部の患者の胃壁を伸びるために適応させ、
拡張可能構造体から成っているストレッチング装置は、膨張して、胃壁部分を伸びるため
に適応し、ボリューム・フィリング装置存在が胃壁において入るときに、前記構造が、装
置を囲んでいる線維形成を考慮するために適応する特別な蛇腹を含み、植設されるときに
、蛇腹の変化は前記線維形成で実質的に影響を受けない請求項１に従って肥満を治療する
装置。
【請求項１１６】
　満腹感が作成されるように、胃壁部分を伸びるために植設されるときに、ストレッチン
グ装置を作動する動作装置から成る請求項１１５に従って肥満を治療する装置。
【請求項１１７】
　ボリューム・フィリング装置は、操作可能なストレッチング装置を自動制御するための
植込み型制御装置から成り、制御装置およびストレッチング装置が挿入されるときに、伸
びるために、この種のその満腹感を食べている患者と関連した胃壁部分はつくられる請求
項１１５に従って肥満を治療する装置。
【請求項１１８】
　ボリューム・フィリング装置が、ストレッチング装置から成り、肥満患者において移植
可能で、一部の患者の胃壁を範囲に適応する少なくとも一つの操作可能なストレッチング
装置から成る請求項１に従って肥満を治療する装置。
【請求項１１９】
　ワイヤレス遠隔制御装置から成り、前記制御デバイスが、患者の体の外側からストレッ
チング装置を制御するために適応させた請求項１１８に従って肥満を治療する装置。
【請求項１２０】
　皮下に配置されたスイッチまたは貯蔵部から成っているそこにおいて、前記制御デバイ
スは、患者の体の外側からストレッチング装置を制御するために適応させた請求項１１８
に従って肥満を治療する装置。
【請求項１２１】
　制御前記ストレッチング装置用の植込み型制御装置から成る前記制御デバイスで、請求
項１１８に従って肥満を治療する装置。
【請求項１２２】
　本体患者の体内に植設されるために適応するセンサまたは検出装置から成り、植込み型
制御装置は、どこで患者の体内を用いている情報からストレッチング装置を制御に適応す
る前記センサまたは検出装置で、直接的または間接的で、患者の食物摂取を検出するため
に適応する請求項１２１のいずれかに記載の装置。
【請求項１２３】
　ボリューム・フィリング装置は、胃壁の異なる一部に係合する３つ以上の機械式パーツ
から成っているストレッチング装置から更に成り、それぞれ１部、前記係合が胃を有する
胃壁パートの機械の部分を胃縫合に縫合するかまたは胃壁または入ることにステープルで
留めることを含み、機械の３部以上、３つの異なる壁部分を伸びるために適応して各々に
関して移動するために適応し、更に、前記壁部分を有することに適応するストレッチング
装置は、胃壁部分を伸びるために用いられる力に関して、各々からそれぞれに伸び、時間
と同様に伸縮性のものは、適用される、請求項１に従って肥満を治療する装置。
【請求項１２４】
　より深いボリューム・フィリング装置に、胃壁（それぞれ１部）の異なる一部に係合す
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る二つかそれ以上の液圧一部から成っている伸縮性の装置が設けられ、前記係合は、どこ
で、胃縫合に対する胃によって、胃壁パートの油圧部分を縫合するかまたは胃壁入ること
に油圧部分にステープルで留めることを含むか、二つかそれ以上の油圧パーツは、３つの
異なる壁部分を伸びるために適応して各々に関して移動するために適応し、更に、前記壁
部分を有することに適応するストレッチング装置は、胃壁部分を伸びるために用いられる
力に関して、各々からそれぞれに伸び、同じく、伸縮性のものはそうである時間は適用し
た、そして、伸縮性のものはある時は適用した請求項１に従って肥満を治療する装置。
【請求項１２５】
　ボリューム・フィリング装置は、胃壁の一部に係合するストレッチング装置から更に成
り、ストレッチング装置を胃壁に縫合するかまたはステープルで留めることを含むかまた
は胃壁パートのストレッチング装置を収め（胃縫合に対する胃を有する）、ストレッチン
グ装置は、胃壁部分を伸びるために用いられる力を制御している胃壁部分を伸びるために
適応し、同じく、伸縮性のものはそうである時間は、適用した、そして、伸縮性のものは
ある時は適用した請求項１に従って肥満を治療する装置。
【請求項１２６】
　ボリューム・フィリング装置は、どこで、胃壁（それぞれ１部）の異なる一部に係合す
る二つパーツから成っているストレッチング装置から成り、
前記係合は、どこで、一部を胃壁または入ることに縫合するかまたはステープルで留める
ことを含む胃の一部が、一部（胃縫合に対する胃によって）を壁で囲い、
そこにおいて、異なる壁部分を有するために更に適応するストレッチング装置は、胃壁部
分を伸びるために用いられる各他の制御力から、それぞれに伸びた、
時間と同様に、伸縮性のものは適用される、そして、伸縮性のものはある時は適用した請
求項１に従って肥満を治療する装置。
【請求項１２７】
ボリューム・フィリング装置は、患者の体の外側からボリューム・フィリング装置を制御
するための外部制御装置から更に成る請求項１に従って肥満を治療する装置。
【請求項１２８】
　外部のものはどこで装置を制御するかに、患者の体の外側から装置を制御するために適
応するワイヤレス遠隔制御装置が設けられている請求項１２７に記載の装置。
【請求項１２９】
　外部のものはどこで装置を制御するかに、患者の体の外側から装置を制御するために適
応する皮下に配置されたスイッチまたは貯蔵部が設けられている請求項１２７に記載の装
置。
【請求項１３０】
　ボリューム・フィリング装置は、本体患者の体内に植設されるために適応するセンサま
たは検出装置から成り、植込み型制御装置は、どこで患者の体内を用いている情報から装
置を制御に適応する前記センサまたは検出装置で、直接的または間接的で、患者の食物摂
取を検出するために適応する請求項１に従って肥満を治療する装置。
【請求項１３１】
　ボリューム・フィリング装置が、患者の、そして、生体親和性材料を含む外面を有する
胃壁部分によって少なくとも実質的に収められるよう形成され、ボリューム・フィリング
装置は胃壁の内部に載置されているボリューム・フィリング装置の外面を有する胃に置か
れるために適応する。そうすると、食品空腔量は大きさにおいて、少なくとも３０ミリメ
ートルの最大円周を有するボリューム・フィリング装置の量を上回っている体積減少する
請求項１に従って肥満を治療する装置。
【請求項１３２】
　ボリューム・フィリング装置は、胃鏡を有する胃に置かれるために適応する請求項１３
１に記載の装置。
【請求項１３３】
　ボリューム・フィリング装置は、生体親和性材料の外面を有する患者の胃壁部分によっ
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て少なくとも実質的に収められるために適応し、そこにおいて、ボリューム・フィリング
装置は、胃壁の外に載置されているボリューム・フィリング装置の外面を有する胃壁の外
に配置され、食品空腔量が大きさにおいて実質的にボリューム・フィリング装置（少なく
とも３０ミリメートルの最大円周を有するボリューム・フィリング装置）の量を上回って
いる体積減少するようである請求項１に従って肥満を治療する装置。
【請求項１３４】
サイズおよび／またはボリューム・フィリング装置の形状を調整する調整装置およびそれ
のうちの少なくとも１つの部分から成る請求項１に記載の装置。
【請求項１３５】
　ボリューム・フィリング装置のサイズは、油圧で調節可能であり、調整装置は、患者に
植設されるときに、ボリューム・フィリング装置部分のうちの１つに少なくとも接続され
る油圧流体リザーバから成り、ボリューム・フィリング装置のサイズは、貯蔵部から移動
によって少なくともボリューム・フィリング装置部分の１つに作動液を非侵襲的に調整さ
れ、これにより、ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つのサイズに調
整される請求項１３４に記載の装置。
【請求項１３６】
　患者に植設されるときに、ボリューム・フィリング装置を有する患者の胃壁において収
められて、ボリューム・フィリング装置に接続している少なくとも一つの室から成ってい
る油圧標準の装置から更に成り、
ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つに含まれる作動液の量は、流体
貯蔵部および少なくとも一つの室の間に流体を分注することによって、非侵襲的に調整さ
れる請求項１３５に記載の装置。
【請求項１３７】
　患者に植設されるときに、少なくとも１つの室において、ポンプを用いて貯蔵部を作動
液で満たして基底部壁を伸ばし、満腹感を作成する請求項１３６に記載の装置。
【請求項１３８】
　調整装置が、作動液を有する３つの調節可能な貯蔵部を備え、更に逆サーボモータを備
え、そこにおいて、第１の貯蔵部の流体の少ない体積が皮下に配置されて、第２の貯蔵部
を含む初めての閉鎖系の一部であることは、作動液の少ない量を移動するための領域装置
につき、高い力によって圧縮され、第２の貯蔵部はどこで第３の貯蔵部の作動液のよりか
なりの量に影響を及ぼす、第３は前記第１の貯蔵部よりかなりの体積を有する第２の閉鎖
系の一部であることを貯蔵所にたくわえ、このことにより、領域装置につきより少ない力
を有する作動液のよりかなりの総数の変化を引き起こす請求項１３４に記載の装置。
【請求項１３９】
ワイヤレス遠隔制御装置を備え、患者に植設されるときに、ボリューム・フィリング装置
はワイヤレス遠隔制御装置によって非侵襲的に制御される請求項１３４に記載の装置。
【請求項１４０】
　患者に植設されるときに、エネルギー源から更に成ることは調節可能なボリューム・フ
ィリング装置を非常に駆動する請求項１３４に記載の装置。
【請求項１４１】
　エネルギー源は、患者において移植可能な内部エネルギー源から成る請求項１４０に記
載の装置。
【請求項１４２】
　エネルギー源は、無線エネルギーを伝導している外部のエネルギー源から成る請求項１
４０に記載の装置。
【請求項１４３】
　それ患者の体内に移植可能な内部エネルギー源から更に成ることは。そのとき、患者に
植設されて、外部のエネルギー源によって伝導される無線エネルギーによって充電可能で
ある請求項１４２に記載の装置。
【請求項１４４】
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　ワイヤレス遠隔制御装置は、少なくとも一つの外部信号送信機およびレシーバを備え、
更に外部信号送信機によって送られる信号を受信して、フィードバック信号を遠隔制御に
送り返すための患者において植込み型内部信号受信器および送信機を備える請求項１３９
に記載の装置。
【請求項１４５】
　無線制御信号が、電気的であるか磁気分野または複合起電物体と磁場とを具備している
請求項１３９に記載の装置。
【請求項１４６】
　非侵襲的にエネルギー・サプルメントを必要とする装置のいかなる部分にも付勢するた
めのワイヤレス・エネルギー送信機から成る請求項１または１３４に記載の装置。
【請求項１４７】
　エネルギー送信機は、少なくとも一つの無線エネルギー信号によってエネルギーを伝動
する請求項１４６に記載の装置。
【請求項１４８】
　無線エネルギーは、波信号または分野から成る請求項１４７に記載の装置。
【請求項１４９】
　波信号は、音波信号、超音波信号、電磁波信号、赤外線の光信号、可視光信号、紫外光
信号、レーザー光信号、ミクロ波信号、電波信号、Ｘ線放射線信号およびガンマ放射線信
号のグループから選択される請求項１４８に記載の装置。
【請求項１５０】
　無線エネルギー信号は、電気的であるか磁気分野または合わせた電気的で磁気フィール
ドから成る請求項１４８に記載の装置。
【請求項１５１】
　電力量に植込み型アキュムレータおよびエネルギー変換装置を変えている無線エネルギ
ーから成り、電力量は、アキュムレータに充電するために、部分的に少なくとも用いられ
る請求項１４８に記載の装置。
【請求項１５２】
　パラメータを検出しているセンサか成る請求項１または１３４による装置。
【請求項１５３】
　パラメータは、機能的なパラメータである請求項１５２に記載の装置。
【請求項１５４】
　そこにおいて、機能的なパラメータは、患者において移植可能な内部エネルギー源に託
すためのエネルギーの無線移転と相関している請求項１５３に記載の装置。
【請求項１５５】
　患者に植設されるとき、外部に患者の体内部でからフィードバック情報を送るフィード
バック装置を備え、フィードバック情報は機能的なパラメータに関わる請求項１５３また
は１５４による装置。
【請求項１５６】
　機能的なパラメータを検出しているセンサに応答してボリューム・フィリング装置を制
御するための植込み型内蔵制御装置から成る請求項１５３に記載の装置。
【請求項１５７】
　パラメータは、患者の物理的なパラメータである請求項１５２に記載の装置。
【請求項１５８】
　物理的なパラメータを検出するためのセンサは、圧力センサである請求項１５７に記載
の装置。
【請求項１５９】
　そこにおいて、物理的なパラメータを検出するためのセンサは、運動性センサである請
求項１５７に記載の装置。
【請求項１６０】
　物理的なパラメータを検出しているセンサに応答してボリューム・フィリング装置を制
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御するための植込み型内蔵制御装置から成る請求項１５７に記載の装置。
【請求項１６１】
　そのサイズおよび／または形状を制御するためにボリューム・フィリング装置を作動す
る動作装置から更に成る請求項１または１３４による装置。
【請求項１６２】
　動作装置は、モーターまたはポンプから成る請求項１６１に記載の装置。
【請求項１６３】
　ボリューム・フィリング装置は、更に無線エネルギーを受信し、
無線エネルギーは、ボリューム・フィリング装置の動作のための運動エネルギーをつくる
ための動作装置を駆動するために用いられる請求項１または１３４による装置。
【請求項１６４】
　無線エネルギーがエネルギー－トランスミッション装置によって送信されているとき、
無線エネルギーは、ボリューム・フィリング装置の動作のための運動エネルギーをつくる
ために直接動作装置を駆動するために用いられる請求項１６３に記載の装置。
【請求項１６５】
　無線エネルギーが、音波信号、超音波信号、電磁波信号、赤外線の光信号、可視光信号
、紫外光信号、レーザー光信号、ミクロ波信号、電波信号、Ｘ線放射線信号およびガンマ
放射線信号のグループから選択される波信号から成る請求項１６３に記載の装置。
【請求項１６６】
　無線エネルギー信号は、電気的であるか磁気分野または合わせた電気的で磁気フィール
ドから成る請求項１６３に記載の装置。
【請求項１６７】
　少なくとも一つの電圧レベル・ガードを含んでいる植込み型電気的コンポーネントから
更に成る請求項１または１３４による装置。
【請求項１６８】
　少なくとも一つの定電流源ガードを含んでいる植込み型電気的コンポーネントから成る
請求項１または１３４による装置。
【請求項１６９】
　電力量に無線エネルギーを変換するためのエネルギー変換装置を備え、、無線エネルギ
ーがエネルギー－トランスミッション装置によって伝動されているとき、電力量は、ボリ
ューム・フィリング装置の動作のための運動エネルギーをつくるために直接動作装置を駆
動するために用いられる請求項１６４に記載の装置。
【請求項１７０】
　ボリューム・フィリング装置が、本体による軸と直角をなす平面に示すように、円周を
有し、そこにおいて、前記軸の第１の終点から最大を有する中間の位置まで前記軸を進め
るときに、円周は常に増加するかまたは一定のままで、前記中間の位置から前記軸の第２
の終点へ移動するときに、円周は常に減少するかまたは一定のままである請求項１に記載
の装置。
【請求項１７１】
　ボリューム・フィリング装置が、本体による軸と直角をなす平面に示すように、円周を
有し、前記軸の第１の終点から第１の最大を有する第１の中間の位置まで前記軸を進める
ときに、円周は常に増加するかまたは一定のままで、前記第１の中間の位置から第１の最
低限を有する第２の中間の位置へ移動するときに、円周は常に減少するかまたは一定のま
まで、
前記軸の前記第２の中間の先端から第２の最大を有する第３の中間の位置まで前記軸を進
めるときに、円周は常に増加するかまたは一定のままであり、そして、前記第３の中間の
位置から前記軸の第２の終点へ移動するときに、円周は常に減少するかまたは一定のまま
である請求項１に記載の装置。
【請求項１７２】
　第１の平面および第２の平面は、実質的に垂直である請求項２０に記載の装置。
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【請求項１７３】
　そこにおいて、第２の組立体要素は、ボリューム・フィリング装置部分および中心的な
一部に設けられているマッチしている突出および凹部を有する嵌合要素である請求項１７
２に記載の装置。
【請求項１７４】
　少なくとも一つの組立体要素は、突出および凹部から更に成る請求項１７３に記載の装
置。
【請求項１７５】
　少なくとも一つの組立体要素は、中心的な一部および部分の組立体フランジにおいて切
り開かれる組立体から成り、嵌合要素は、前記フランジの前記切れ込みおよび凹部の突出
を備え、あるいは、少なくとも一つの組立体要素は、部分との中心的な関係および組立体
切れ込みの組立体フランジから成り、そして嵌合要素が前記フランジの前記切れ込みおよ
び凹部の突出を備える請求項１７４に記載の装置。
【請求項１７６】
　ボリューム・フィリング装置は、ポリウレタン、テフロンまたはポリテトラフルオロエ
チレンの内面層、パリレン、シリコーン、金属、またはそれらの組み合わせから成る請求
項９９に記載の装置。
【請求項１７７】
　ボリューム・フィリング装置は、ポリテトラフルオロエチレンの内面層およびシリコー
ンの外部層から成る請求項９９に記載の装置。
【請求項１７８】
　ボリューム・フィリング装置は、ポリテトラフルオロエチレンの内面層、シリコーンの
中間層およびパリレンの外部層から成る請求項９９に記載の装置。
【請求項１７９】
ボリューム・フィリング装置は、ポリウレタンの内面層およびシリコーンの外部層から成
る請求項９９に記載の装置。
【請求項１８０】
　ボリューム・フィリング装置は、ポリウレタンの内面層、シリコーンの中間層およびパ
リレンの外部層から成る請求項９９に記載の装置。
【請求項１８１】
　ボリューム・フィリング装置は、生体親和性材料を含む外部層から成る請求項４３に記
載の装置。
【請求項１８２】
　ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つは、多面体の形状である請求
項１に記載の装置。
【請求項１８３】
　ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つは、四面体、六面体、八面体
、
【請求項１８４】
　摩擦を強化している素材から成る請求項１に記載の装置。
【請求項１８５】
　摩擦を強化している素材は、接着剤および粘着剤のいずれかである請求項１８４に記載
の装置。
【請求項１８６】
　ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つは、ＰＦからの頑丈なテクス
チャを有する表層を有する請求項１に記載の装置。
【請求項１８７】
　ボリューム・フィリング装置部分の外面は摩擦減衰材料から成る請求項１に記載の装置
。
【請求項１８８】
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　そこにおいて、摩擦減衰材料は、隣接するボリューム・フィリング装置部分との間に摩
擦を減らしている流体である請求項１８７に記載の装置。
【請求項１８９】
　第２のボリューム・フィリング装置部分と異なる二つかそれ以上の第１のボリューム・
フィリング装置部分を囲むための拡張可能な第２のボリューム・フィリング装置部分を備
え、第２のボリューム・フィリング装置部分および第１のボリューム・フィリング装置部
分は、共にボリューム・フィリング装置を形成する請求項１に記載の装置。
【請求項１９０】
　前記第２のボリューム・フィリング装置部分の内面が摩擦減衰材料から成り、植設され
るときに、摩擦減衰材料が第１のボリューム・フィリング装置部分と接触する請求項１８
９に記載の装置。
【請求項１９１】
　前記ボリューム・フィリング装置が胃壁において収められる時、ボリューム・フィリン
グ装置の形状が胃壁運動に適応させるように、前記第２のボリューム・フィリング装置部
分は隣接する第１のボリューム・フィリング装置部分との間に相互運動を許容するために
流体によって満たされるために適応する請求項１８９に記載の装置。
【請求項１９２】
　少なくとも、前記第２のボリューム・フィリング装置部分の壁部分は、可撓性である請
求項１８９に記載の装置。
【請求項１９３】
　少なくとも、壁部分前記２番ボリューム・フィリング装置部分壁は、伸ばすことができ
る請求項１８９に記載の装置。
【請求項１９４】
　前記流体は、等張性であるか、高緊張である請求項１９１に記載の装置。
【請求項１９５】
　ボリューム・フィリング装置部分は、患者の胃壁の一部によって形成されるポーチに挿
入されるために適応する請求項１－１９４のいずれかに記載の装置。
【請求項１９６】
　前記ボリューム・フィリング装置部分は、直接、または、間接的に、管状器具を介して
患者の胃壁の一部によって形成されるポーチに満たされるために適応する請求項１に記載
の装置。
【請求項１９７】
　ボリューム・フィリング装置は、凝固している液体から成る請求項１９５または１９６
による装置。
【請求項１９８】
　そこにおいて、前記装置に、前記導管による前記ポーチに前記凝固している流体を分配
するために適応する導管が設けられている請求項１９７に記載の装置。
【請求項１９９】
　前記複数のボリューム・フィリング装置部分は、ボリューム・フィリング装置を形成し
、相互接続するために適応し、前記複数のボリューム・フィリング装置部分の後、人体で
あるか人工袋に挿入された請求項１に記載の装置。
【請求項２００】
　ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つは、球面形状を有する請求項
１に記載の装置。
【請求項２０１】
　ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つは、少なくとも一つの平坦表
面を有する請求項１に記載の装置。
【請求項２０２】
　ボリューム・フィリング装置部分は、移植可能なボリューム・フィリング装置に組み立
てられるために適応させた請求項１に記載の装置。
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【請求項２０３】
　ボリューム・フィリング装置部分は、制御サイズの移植可能なボリューム・フィリング
装置を形成するために適応する請求項１に記載の装置。
【請求項２０４】
　前記方法に、以下の操作上の方法ステップの一つ以上が設けられている請求項１－２０
３のいずれかに記載の装置を用いる方法。
　・前記器具をのどにもたらすこと、
　・食道の下に通過すること、
　・噴門および横隔膜の高さの間に食道の部材を固定させることの交付のための砧骨また
は装置を配置すること（胃組織に食道の固定に係わるための）
　・胃に食道およびさらにより深いダウンの下に通過すること、
　・胃を膨張するために、ガスを有する胃を満たすこと、
　・流体を胃から吸うこと、
　・案内視野で、カメラから成っている前記器具がいつかについて確かめていること、
　・器具を胃に係合すること、
　・胃壁の少なくとも一つの袋をつくって、縫合すること、
　・流体および／またはボリューム・フィリング装置または二つかそれ以上のボリューム
・フィリング装置を有する前記少なくとも一つのポーチを満たすこと、
　・筒状部材による胃組織においてつくられる前記ポーチに、複数のボリューム・フィリ
ング装置を分配する、
　・前記器具を有する胃壁を通過すること、
　・胃壁の外上のボリューム・フィリング装置の配置のための前記器具を有する胃壁を通
過すること、
　・皮下の注入ポートの配置を可能にしている管の設置のための前記器具を有する胃壁を
通過すること、
　・皮下の注入ポートを配置すること、
　・その内部から食道まで胃壁を縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・胃壁を胃の内部からの胃壁に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・器具を食道に係合すること、
　・胃組織の１枚の層を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・２枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・３枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・４枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・胃組織の一つ以上の層を食道組織、食道センター軸を有する食道、更に、食道センタ
ー軸に関して放射状に伸びている内と外との実質的に円筒状表層を有している食道および
そこにおいて、胃組織上の二つかそれ以上のポジションに縫合するかまたはホチキスで留
めることは、放射状に、前記第１の食道面長軸から少し離れて、前記食道センター軸と実
質的に平行して、前記食道センター軸と実質的に平行して、そして、第２の食道面長軸に
沿った第２の位置で、第１の食道面長軸に沿って初めての位置に、両方とも食道組織に取
り付けられる、
　・前記器具に配置される装置によって部材を固定させることを分配すること、
　・胃組織の鋭い少なくとも一つの層および前記固定している部材を有する食道組織の１
枚の層、
　・前記接合より上に食道および胃との間にトンネルをつくるための胃食道接合より上に
、前記固定している部材を配置すること、
　・食道との食道関係および胃との胃関係を配置すること、
　・胃および食道パートの間に実質的に固定している部材を配置すること、
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　・噴門によるメインの胃腔への前記器具を嵌入していて、前記接合より上に前記装置の
ポジションに着く頭蓋指示の器具を導くのに適している、
　・実質的に無制限の収縮および前記接合（この種のトンネルがつくられた）に置かれる
噴門を閉じている括約筋の発散をトンネルに与えること。
【請求項２０５】
　前記方法に、以下の操作上の方法ステップの一つ以上が設けられている請求項１－２０
３のいずれかに記載の装置を用いる方法。
　・患者の皮膚を切ること
　・患者の腹壁にできた穴をつくること
　・前記器具を腹壁にできた前記穴による腹腔にもたらすこと、
　・器具を胃に係合すること、
　・胃壁の少なくとも一つの予め形のポーチをつくるための胃壁に、ダウンを引っ張るこ
と、
　・胃壁の少なくとも一つの予め形のポーチをつくるための胃壁を固定すること、
　・胃壁の少なくとも一つの袋を縫合するかまたはステープルで留めること、
　・流体および／またはボリューム・フィリング装置または二つかそれ以上のボリューム
・フィリング装置を有する前記少なくとも一つのポーチを満たすこと、
　・筒状部材による胃組織においてつくられる前記ポーチに、複数のボリューム・フィリ
ング装置を分配する、
　・前記器具を有する胃に、胃壁を通過すること、
　・胃壁の内部上のボリューム・フィリング装置の配置のための前記器具を有する胃壁を
通過すること、
　・食道壁に胃壁を縫合するための前記器具を有する胃壁を通過すること、
　・ボリューム・フィリング装置を胃壁の外に配置すること、
　・胃壁の前記ボリューム・フィリング装置を収めること
　・皮下の注入ポートを配置すること、
　・胃壁を胃の外側からの胃壁に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・胃壁を粘膜を透過することのない胃の外側からの胃壁に縫合するかまたはホチキスで
留めること、
　・胃壁の二つ層を１、２の層の胃壁に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・器具を食道に係合すること、
　・固定する行われて両方とも胃組織に１つの層の食道壁を固定させるための食道の中で
側、
　・固定する行われて両方とも食道および１、２の層の胃組織に１つの層の食道壁を固定
させるための胃底部壁の中で側、
　・管または胃鏡検査の器具をアンビル部材から成っている食道または胃に食道の固定を
中で含んでいる固定している配達部材にもたらすこと、
　・食道周辺で型締している前記器具に、食道内部でアンビル部材または固定している配
達部材のポジションを調整すること、
　・胃組織の１枚の層を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・２枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・３枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・４枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・ホッチキス列の異なるポジションで異なるステープルで留めている深さのホッチキス
を用いることをステープルで留めること、
　・胃を１つの第１のホッチキス深さを有する食道にステープルで留めて、胃を１秒より
小ホッチキス深さを有する胃にステープルで留めること、
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　・胃を有するポーチを前記ホッチキス列の一部として含まれるよりかなりの深さのホッ
チキスを有する食道をステープルで留めることから更に成っているホッチキス列の胃縫合
にステープルで留めること、
　・胃組織の一つ以上の層を食道組織、食道センター軸を有する食道、更に、食道センタ
ー軸に関して放射状に伸びている内と外との実質的に円筒状表層を有している食道および
そこにおいて、胃組織上の二つかそれ以上のポジションに縫合するかまたはホチキスで留
めることは、放射状に、前記第１の食道面長軸から少し離れて、前記食道センター軸と実
質的に平行して、前記食道センター軸と実質的に平行して、そして、第２の食道面長軸に
沿った第２の位置で、第１の食道面長軸に沿って初めての位置に、両方とも食道組織に取
り付けられる、
　・前記器具に配置される装置によって部材を固定させることを分配すること、
　・胃組織の鋭い少なくとも一つの層および前記固定している部材を有する食道組織の１
枚の層、
　・前記接合より上に食道および胃との間にトンネルをつくるための胃食道接合より上に
、前記固定している部材を配置すること、
　・実質的に無制限の収縮および前記接合（この種のトンネルがつくられた）に置かれる
噴門を閉じている括約筋の発散をトンネルに与えること、
　・胃腔にはじめにを介して食道との食道関係および胃との胃関係を配置すること、
　・胃および食道パートの間に実質的に固定している部材を配置すること、
　・前記接合の下のメインの胃腔への前記器具を嵌入していて、前記接合より上に前記装
置のポジションに着く頭蓋指示の器具を導くのに適している、
　・前記器具に成られるジョイントを作動すること（前記器具が前記接合より上に食道の
装置の前記部分のポジションに着く指示の前記ジョイントを曲げているメインの胃腔に嵌
入されることを可能にするための）。
【請求項２０６】
　前記方法に、以下の腹腔鏡操作上の方法ステップの一つ以上が設けられている請求項１
－２０３のいずれか記載の装置を用いる方法。
　・患者の皮膚を切ること
　・腹壁による管を導くこと、
　・腹腔に流体またはガスを満たすこと、
　・二つかそれ以上のトロカールを腹腔にもたらすこと、
　・カメラをトロカールのうちの１つによる腹腔にもたらすこと、
　・前記器具をトロカールによる腹腔にもたらすこと、
　・器具を胃に係合すること、
　・胃壁の少なくとも一つの予め形のポーチをつくるための胃壁に、ダウンを引っ張るこ
と、
　・胃壁の少なくとも一つの予め形のポーチをつくるための胃壁を固定すること、
　・胃壁の少なくとも一つの袋を縫合するかまたはステープルで留めること、
　・流体および／またはボリューム・フィリング装置を有する前記少なくとも一つのポー
チまたは二つかそれ以上のボリューム・フィリング装置を満たすこと、
　・筒状部材による胃組織においてつくられる前記ポーチに、複数のボリューム・フィリ
ング装置を分配する、
　・前記器具を有する胃に、胃壁を通過すること、
　・胃壁の内部上のボリューム・フィリング装置の配置のための前記器具を有する胃壁を
通過すること、
　・食道壁に胃壁を縫合するための前記器具を有する胃壁を通過すること、
　・ボリューム・フィリング装置を胃壁の外に配置すること、
　・胃壁の前記ボリューム・フィリング装置を収めること
　・皮下の注入ポートを配置すること、
　・胃壁を胃の外側からの胃壁に縫合するかまたはホチキスで留めること、
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　・胃壁の二つ層を１、２の層の胃壁に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・胃壁を粘膜を透過することのない胃の外側からの胃壁に縫合するかまたはホチキスで
留めること、
　・器具を食道に係合すること、
　・固定する行われて両方とも胃組織に１つの層の食道壁を固定させるための食道の中で
側、
　・固定する行われて両方とも食道および１、２の層の胃組織に１つの層の食道壁を固定
させるための胃底部壁の中で側、
　・管または胃鏡検査の器具をアンビル部材から成っている食道または胃に食道の固定を
中で含んでいる固定している配達部材にもたらすこと、
　・食道周辺で型締している前記器具に、食道内部でアンビル部材または固定している配
達部材のポジションを調整すること、
　・胃組織の１枚の層を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・２枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・３枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・４枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・ホッチキス列の異なるポジションで異なるステープルで留めている深さのホッチキス
を用いることをステープルで留めること、
　・胃を１つの第１のホッチキス深さを有する食道にステープルで留めて、胃を１秒より
小ホッチキス深さを有する胃にステープルで留めること、
　・胃を有するポーチを前記ホッチキス列の一部として含まれるよりかなりの深さのホッ
チキスを有する食道をステープルで留めることから更に成っているホッチキス列の胃縫合
にステープルで留めること、
　・胃組織の一つ以上の層を食道組織、食道センター軸を有する食道、更に、食道センタ
ー軸に関して放射状に伸びている内と外との実質的に円筒状表層を有している食道および
そこにおいて、胃組織上の二つかそれ以上のポジションに縫合するかまたはホチキスで留
めることは、放射状に、前記第１の食道面長軸から少し離れて、前記食道センター軸と実
質的に平行して、前記食道センター軸と実質的に平行して、そして、第２の食道面長軸に
沿った第２の位置で、第１の食道面長軸に沿って初めての位置に、両方とも食道組織に取
り付けられる、
　・前記器具に配置される装置によって部材を固定させることを分配すること、
　・胃組織の鋭い少なくとも一つの層および前記固定している部材を有する食道組織の１
枚の層、
　・前記接合より上に食道および胃との間にトンネルをつくるための胃食道接合より上に
、前記固定している部材を配置すること、
　・実質的に無制限の収縮および前記接合（この種のトンネルがつくられた）に置かれる
噴門を閉じている括約筋の発散をトンネルに与えること、
　・胃腔にはじめにを介して食道との食道関係および胃との胃関係を配置すること、
　・胃および食道パートの間に実質的に固定している部材を配置すること、
　・前記接合の下のメインの胃腔への前記器具を嵌入していて、前記接合より上に前記装
置のポジションに着く頭蓋指示の器具を導くのに適している、
　・前記器具に成られるジョイントを作動すること（前記器具が前記接合より上に食道の
装置の前記部分のポジションに着く指示の前記ジョイントを曲げているメインの胃腔に嵌
入されることを可能にするための）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は肥満症を治療するための装置、システムそして方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　胃のバンディングによって、ストーマ（限定された開口）を発生させるために、胃周辺
で位置付けられるバンドを処理し、バンドの下でまで食品のフローを限定することによっ
て、肥満は治療されてきた。また、胃壁の電気刺激作用は、患者に満腹を感知させるため
に使用された　。
【０００３】
　胃が拡張されるときに、患者は胃が満たされているという感覚がある。
【０００４】
　処理肥満症の他の従来の技術方法は、バルーンのようなオブジェクトを患者の胃に挿入
することである。このような方法で、　食べるときに、患者はずっと急速に満腹の感覚を
与えられる　そして、食品の過剰な摂取量を防止する。しかしながら、これらの従来の技
術バルーンのような物質は、胃酸によって、２、３か月のうちには崩壊する。処理肥満症
のための従来の技術膨張可能な胃のデバイスの例は、バーソンに与えられた米国特許第４
，２４６，８９３号において開示された。この文書において、膨張可能バルーンが胃に隣
接して患者の腹腔に外科的に埋め込まれた調節ポートは皮下に提供される。そして、患者
の表皮による皮下針を調節ポートに挿入して、圧力の下でパスのためのポートにバルーン
に上の方の腹部を拡張するために流体を導入して、バルーンは膨らまされ、胃を圧縮して
、このことにより満腹を感じさせる。　
【発明の概要】
【０００５】
　肥満症処置装置、システムおよび方法を提供する本発明の目的は、長期性質を改良した
。
【０００６】
　このオブジェクトおよび他は、添付の請求の範囲に記載される装置によって、得られる
。
一般に、本発明は、適している２つ以上の体積充填装置セグメントから成っているヒトで
あるか動物性の哺乳類患者の肥満症を治療するための移植可能な体積充填デバイスを、好
ましくは制御サイズの中で形成する装置に関する。　ボリューム・フィリング装置が胃壁
において収められるときに、充填装置が最も少なく実質的にあるのに適している体積は食
品空腔量が大きさにおいて実質的にボリューム・フィリング装置量を上回っている体積減
少するように、患者（前記ボリューム・フィリング装置が胃壁に載置されている装置の外
面によって配置されるのに適している）の胃壁部分によって収められる。装置がその植設
された収められた胃位置を去って、胃内部で位置を保持するために胃壁を透過することを
含む胃に位置するために不注意に胃壁に侵入する場合、ボリューム・フィリング装置は装
置セグメントにあふれているそのボリュームに分解するのに適している。そこにおいて、
前記ボリューム・フィリング装置セグメントは別に食品を通過するのに適している。それ
によって、患者腸の障害／腸閉塞を引き起こすための危険率を低下させる。好ましくは、
ボリューム・フィリング装置は、少なくとも１５ミリメートルの、そして、より好ましく
は、少なくとも３０ミリメートルの最大円周を有する。好ましくは、装置セグメントにあ
ふれているボリュームは、少なくとも、生体親和性材料を含んでいる外面の一部を有する
。その外側上の胃壁によってボリューム・フィリング装置を収めることによって、この装
置は、胃酸から保護されていて、このように、非常に長い間機能しているままである。
【０００７】
　１つの変形例によれば、ボリューム・フィリング装置は胃壁の内部に載置されているボ
リューム・フィリング装置の外面を有する胃に置かれるのに適している。そうすると、食
品空腔量は大きさにおいて、ボリューム・フィリング装置量を上回っている体積減少する
。ボリューム・フィリング装置は、胃鏡を有する胃に置かれるのに好ましくは適している
。
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【０００８】
　他の変形例によれば、ボリューム・フィリング装置は胃壁の外に載置されているボリュ
ーム・フィリング装置の外面を有する胃壁の外に配置されるのに適している。そうすると
、食品空腔量は大きさにおいて、実質的にボリューム・フィリング装置量を上回っている
体積減少する。好ましくは、ボリューム・フィリング装置は、患者の胃壁によって完全に
収められて、胃鏡検査の計測器を介して胃壁の外に配置されるのに適している。
【０００９】
　この末端にボリューム・フィリング装置セグメントは、握持計測器と協力するのに適し
ている取付装置を含むことができる。最適に、手術後に非侵襲的に調節可能であるのに適
している。
【００１０】
　充填装置が好ましくは、それが去る場合、その部分に分解するのに適している量その胃
壁に載置されている装置の外面によって配置する、すなわちその最後の部分的に収められ
た位置に植設する。部分は別に食品通過方法を通過するのに好ましくは適している。それ
によって、患者の腸の障害／腸閉塞を引き起こす危険を減らす。腹腔への前記ボリューム
・フィリング装置のアセンブリおよび移植のために、装置セグメントにあふれているボリ
ュームは、トロカールを通過するのに適していることがありえる。装置セグメントにあふ
れているボリュームは、トロカールを通過するのに適している柔軟な外側の形状を有する
ことができる。植設されるときに、装置セグメントにあふれているボリュームはそれらが
集まられることができている形状を有するかまたはボリューム・フィリング装置を形成す
るのに適していることがありえる。装置セグメントにあふれているボリュームは、トロカ
ールを通過するのに適している柔軟な外側の形状を有することができる。植設されるとき
に、装置セグメントにあふれているボリュームはそれらが集まられることができている形
状を有するかまたはボリューム・フィリング装置を形成するのに適していることがありえ
る。実施例において、装置セグメントにあふれているボリュームのうちの少なくとも１つ
は、柔軟な外面を有する。一実施例において、ボリューム・フィリング装置セグメントの
うちの少なくとも１つは、剛性外面を含む。一実施例において、ボリューム・フィリング
装置セグメントのうちの少なくとも１つは、柔軟な外面によってくぼんでいる。一実施例
において、ボリューム・フィリング装置セグメントのうちの少なくとも１つは、室を定め
ているエンクロージャ壁を含む。装置セグメントにあふれているボリュームのうちの少な
くとも１つは、固体材料に堅くなる流体、フォーム、ゲルまたは流体のうちの少なくとも
１つで満たされるのに適していることがありえる。一実施例において、装置セグメントに
あふれているボリュームは、同種のおよび／または固体材料（例えば固体）から成る。一
実施例において少なくとも前記部分は、可撓性、弾性のない材料から成る。一実施例にお
いて、少なくとも前記部分の中で、室に流体のサプルメントのためにそれに対して接続さ
れる膨張式チャンバおよび少なくとも一つの管から成る。ボリューム・フィリング装置セ
グメントが間に合わせに適していることが好ましい、それらの、好ましくは収められた胃
壁のそばの、あるいは、接着剤によってアセンブルされた位置を保つ。
【００１１】
　そのアセンブリについて、ボリューム・フィリング装置は他の部分の少なくとも一つの
組立て要素で十分に適合する少なくとも一つの組立て部材を備えているので、組立て部材
を嵌合することによる部分は植込み型ボリューム・フィリング装置にアセンブルされるこ
とができる。　好ましくは、この目的のための部分は中心的な一部および複数の外側のパ
ーツから成る、そして、好ましくは、少なくとも一つの組立て部材は十分に適切なフラン
ジおよび切れ込みの中で選択される。中心的な一部は植込み型ボリューム・フィリング装
置に外側の要素を受けて、組み立てるのに適している、そして、好ましくは、ボリューム
・フィリング装置を組み立てるときに、中心的な一部は外側のパーツの対応する組立てフ
ランジを受けるのに適している組立て切れ込みを有する。一実施例において、切れ込みは
、中心的な一部の外側の周縁領域周辺に配布される。外側のパーツは、それから、装置を
組み立てるために切れ込みに十分にマッチしているフランジを備えている。もう一つの実
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施例では、少なくとも一つの組立て部材は、第１の平面に沿って中心的な一部に装置セグ
メントにあふれている各々のボリュームを固定し、そして、装置セグメントおよび中心的
な一部を満たしている体積は第２の組立て部材から更に成る。そして、前記部分および核
のアセンブリ後のそれは分かれて、各部分を固定して、前記第１の平面に角度の第２の平
面に沿って一部を中心から切り離す。例えば、第１の平面および第２の平面は、実質的に
垂直でありえる。第２の組立て部材に、好ましくはボリューム・フィリング装置セグメン
トおよび中心的な一部に設けられ、マッチしている突出および凹部を有する嵌合要素が設
けられており、更なる少なくとも一つの組立て部材は、突出と凹部とを具備している。好
ましくは、少なくとも一つの組立て部材は、組立て切れ込みを中心的な一部および部分の
組立てフランジに含み、そして、嵌合要素は、突出を前記フランジの前記切れ込みおよび
凹部に含む。または、あるいは、少なくとも一つの組立て部材は、組立てフランジを中心
的な一部および部分の組立て切れ込みに含み、嵌合要素は、前記スリットの凸部および前
記フランジの凹部から成る。
【００１２】
　ある特定の実施例では、装置は、好ましくは、更に植込み型ボリューム・フィリング装
置に装置セグメントにあふれているボリュームをアセンブルするために操作可能な案内装
置から成る。好ましくは、案内装置は、使用可能な状態で部分に接続している動作導線で
ある。
【００１３】
　動作導線は、その部分にボリューム・フィリング装置の分解を容易にするために腹腔の
体液と接触して生物分解可能である材料でできていることがありえる。組立て手順によっ
て援助するために、各部分は他の部分の少なくとも一つの組立て要素で十分に適合する少
なくとも一つの組立て部材を備えていることができるので、組立て部材を嵌合することに
よる部分は集まられることができるかまたは植込み型ボリューム・フィリング装置を形成
することができる。一実施例において、部分は、中心的な一部および外側のパーツの、そ
して、組立て部材が十分に適切なフランジおよび切れ込みの中で選択される一実施例の複
数から成る。中心的な一部は、好ましくは、植込み型ボリューム・フィリング装置に外側
の要素を受けて、組み立てるのに適している。ボリューム・フィリング装置を組み立てる
ときに、一実施例において、中心的な一部は外側のパーツの対応する組立てフランジを受
けるのに適している組立て切れ込みを有する。好ましくは、切れ込みは、中心的な一部の
外側の周縁領域周辺に配布される。切れ込みおよびフランジは、適しているゆるい適合に
ボリューム・フィリング装置として一緒に部分を保たせるように設計されていてもよいで
その植設された位置する、援助以外のを有するそれが不注意に、例えば胃腔に、この種の
位置を去る場合、装置を分解する。この種のイベントにおいて案内装置の性能低下も設計
される部分にボリューム・フィリング装置を分解すると共に援助すること原因あらゆる障
害、または、他のいかなる形でも、患者に損傷を与える。
【００１４】
　部分を組み立てるために、外側のパーツがボリューム・フィリング装置を組み立てるた
めに中心的な一部に順次組み立てられることができるように、動作導線は中心的な一部に
、そして、外側のパーツに接続している。この目的のために、動作導線は好ましくは外側
の一部の組立てフランジに接続している、そして、好ましくは、中心的な一部は動作導線
を受けるための少なくとも一つの動作チャネルを備えている。好ましくは、各外側の一部
は、動作導線によって２本の動作チャネルに接続している。一実施例において、第１の動
作チャネルは、中心的な一部の第１の切れ込みとの中心的な関係および第２の開口部の端
面の第１の開口部を有し、それで、前記端面からの方向の前記第１の動作チャネルにおい
て受け取られる動作導線を置換するときに、第１の外側の部分は前記中心的な一部に組み
立てられる。　第２の動作チャネルは、中心的な一部の第２の切れ込みの２つの開口部を
有し、　そのように動作導線を置換することは中で第１の動作チャネルにつながった目的
とする端面から、第２の外側の一部は前記中心的な一部に組み立てられる。好ましくは、
案内導線は、第一チャンネル開口部から突出し、それによって案内導線および第１の外側
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の元素を置換すること計測器で作用されることができ、その組立てフランジがコアエレメ
ントに切り開かれるその指定された第１のアセンブリで適合し、そして、同じ方法の予め
定められたシーケンスにおいて、植込み型ボリューム・フィリング装置を組み立てるため
に残りの外側の元素を置換することである。部分は、前記中心的な一部の各指定された切
れ込みの開口部を有する動作チャネルによる案内導線を有する中心的な一部の指定された
切れ込みに組み立てられる３つ以上の外側のパーツから成ることができる。一実施例にお
いて、ボリューム・フィリング装置は、１つの中心的な部分および４つの外側のパーツか
ら成る。しかしながら、現在の概念の中でその部分を設計する他の方法は、技術者による
と可能であるとのことだ。そうして組み立てられたボリューム・フィリング装置は、一般
に球面形を保持することができるが、後述するように、後の他の形状および追加論理素子
は、本発明の一部になる。
【００１５】
　装置は、２またはより多くの胃壁にボリュームを丁度よく満たしている装置の固定に関
与するのに適している固定装置から成る。その部分のうちの少なくとも１つを含むボリュ
ーム・フィリング装置は計測器、最適に２またはより保持装置によって保持されるのに適
している保持装置から成ることができる。そして、装置の移植を単純化する。
【００１６】
　ボリューム・フィリング装置の少なくとも１部は、胃酸によって破壊可能でない材料で
できていることになる。ボリューム・フィリング装置は、酸、例えば塩酸によって破壊可
能であることになる。
【００１７】
　実施例において、その部分のうちの少なくとも１つを含むボリューム・フィリング装置
は拡張された状態に膨張可能で、室を定めているエンクロージャ壁から成る。そこにおい
て、ボリューム・フィリング装置は室に供給されるゲルまたは流体によってふくらまされ
る。少なくとも一つの管は、室にゲルまたは流体を供給するボリューム・フィリング装置
に接続していることになる。管で接続可能な注入ポートは、設けられていることになる。
あるいは、ボリュームを満たしている部材は、胃鏡検査の計測器に流体のための入口また
は接続可能なゲルを備えていることになり、そこに、入口が膨張可能な装置を相互接続す
るのに適している流体接続管と胃鏡検査の計測器とを具備している。
【００１８】
　ボリューム・フィリング装置は、同種の材料、例えば１５未満の岸値を有するゲルを含
む場合もある。装置は、固体である場合もある。
【００１９】
　その部分のうちの少なくとも１つを含むボリューム・フィリング装置は、剛性であるか
、弾力的であるか、柔軟な外面から成ることになる。外面が堅い場合、胃運動によってつ
くられる力に対して、非変形を維持する堅さということになる。ボリューム・フィリング
装置は、可撓性弾性のない材料から成ることになる。
【００２０】
　ボリューム・フィリング装置の第１の一般の設計によれば、装置は、装置による軸と直
角をなす平面に示すように、最大円周を有する。最大円周から方向の前記軸に沿って見ら
れるように、前記軸と直角をなす他の平面に示すように装置の円周は最大円周に等しいか
または減少する。例えば、球状に形づくられるか、またはインデントされた中間のセクシ
ョンを有する卵のように、または曲がった卵のような形で、装置は、実質的に卵型である
ことになる。
【００２１】
　装置の第２の一般の設計に従って、平面が前記軸に沿って位置がずれるにつれて、装置
による軸と直角をなす平面に示すように装置の円周は少なくとも２回増減するか、または
平面が前記軸に沿って位置がずれるにつれて、減少して、少なくとも一つの時間を増加さ
せる。例えば、装置は、腎臓のように実質的に形づくられることになる。
【００２２】
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　さらにもう一つの実施例のボリューム・フィリング装置は、本体による軸と直角をなす
平面に示すように、円周を有し、そして、前記軸の第１の終点から最大を有する中間の位
置まで前記軸を進めるときに、円周は常に増加するかまたは一定のままで、そして、前記
中間の位置から前記軸の第２の終点へ移動するときに、円周は常に減少するかまたは一定
のままである。
【００２３】
　さらにもう一つの実施例のボリューム・フィリング装置は、本体による軸と直角をなす
平面に示すように、円周を有し、そして、前記軸の第１の終点から第１の最大を有する第
１の中間の位置まで前記軸を進めるときに、円周は常に増加するかまたは一定のままで、
前記第１の中間の位置から第１の最低限を有する第２の中間の位置へ移動するときに、円
周は常に減少するかまたは一定のままであり、前記軸の前記第２の中間の先端から第２の
最大を有する第３の中間の位置まで前記軸を進めるときに、円周は常に増加するかまたは
一定のままで、そして、前記第３の中間の位置から前記軸の第２の終点へ移動するときに
、円周は常に減少するかまたは一定のままである。
【００２４】
　より多くの実施例は、後述する。
【００２５】
　ボリューム・フィリング装置および／またはボリューム・フィリング装置セグメントの
一つ以上は、細長い、丸い、曲がったおよび／または、カーブする形状を有することにな
る。
【００２６】
　ボリューム・フィリング装置は、少なくとも３０、５０、８０　１２０、１５０、１８
０または２２０ｍｍの円周を有する。
【００２７】
　ボリューム・フィリング装置は、０．０００１～０．００１のｍ３の範囲の体積または
０．００１のｍ３または０．００００１～０．０００２のｍ３に対する０．００００１を
有する。ボリューム・フィリング装置量は、さらにもう一つの実施例において、０．００
０２未満のｍ３の量を有する。
【００２８】
　ボリューム・フィリング装置は、別々の部分として胃に置かれるのに適している少なく
とも２つのインター接続可能な部分から成ることになる。
【００２９】
　その部分のうちの少なくとも１つを含むボリューム・フィリング装置は、弾性体、生体
親和性材料および／またはシリコーンから成ることになる。
【００３０】
　最適に、ボリューム・フィリング装置は、少なくとも一つの層を備えている。例えば、
金属層、パリレン層、ポリテトラフルオロエチレン層またはポリウレタン層などが挙げら
れる。層は、いかなる序列もの複数の層から成ることになる。層のうちの１枚は、金属、
シリコンまたはＰＴＦＥでできていることが好ましい。ボリューム・フィリング装置は、
シリコーン、ポリウレタン、テフロン（登録商標）、またはポリテトラフルオロエチレン
、金属、パリレン、ＰＴＦＥまたはそれらの組み合わせの外面層から成ることになる。ボ
リューム・フィリング装置は、シリコーン、ポリウレタン、テフロン、またはポリテトラ
フルオロエチレン、金属、パリレン、ＰＴＦＥまたはそれらの組み合わせの内面層から成
ることになる。他の組合せは、ポリテトラフルオロエチレンおよびシリコーンの外部層の
内面層、ポリテトラフルオロエチレンの内面層、シリコーンの中間層およびパリレン、ポ
リウレタンおよびシリコーンの外部層の内面層およびポリウレタン、シリコーンの中間層
およびパリレンの外部層の内面層の外部層を含む。
【００３１】
　その部分のうちの少なくとも１つを含むボリューム・フィリング装置は、固体の状態ま
たは定型に変わるのに適している流体から成ることになる。この種の流体は、液体のポリ
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ウレタンであることになるか、等張性であることになる。流体は、拡散を防止するために
、例えばヨウ素分子など、大きな分子を含む。
【００３２】
　ボリューム・フィリング装置は、最低でも５０ミリメートル、好ましくは少なくとも８
０ミリメートルの最大円周を有することになる。最適な形で腹腔鏡トロカールに挿入可能
できるように、ボリューム・フィリング装置は、最大直径に変形可能である。
【００３３】
　好ましくは、ボリューム・フィリング装置は、胃壁の装置を収めるために胃に対する胃
縫合または要素によって適当に保たれるのに適している。都合のよいことに、ボリューム
・フィリング装置は、患者の胃壁において収められてよりよく適当に保たれる様々な円周
を有する。胃に対する胃縫合または要素は、胃壁に取り付けられるボリューム・フィリン
グ装置の長期設置を固定するために人間の組織の中で成長を中で促進するために胃壁と接
触してあるのに適している構造を呈している固定部を備えていることになる。構造は、ネ
ットのような構造から成ることになる。
【００３４】
　本発明の実施例において、装置は胃壁の外に配置されて、一部の胃壁を引っ張るのに適
している伸縮性の装置から成る。それによって、患者の食欲に影響を及ぼす。その部分の
うちの少なくとも１つを含むボリューム・フィリング装置が膨張可能であり、装置は、伸
縮性の装置およびボリューム・フィリング装置を相互接続している流体接続管から成るこ
とになる。
【００３５】
　実施例において、装置は、肥満患者において植込み型で一部の患者の胃壁を引っ張るの
に適している少なくとも一つの操作可能な伸縮性の装置と、飽満が作成されるように、範
囲に胃壁部分を植設するときに、伸縮性の装置を作動する動作装置から成る。
【００３６】
　実施例において、装置は、患者において植込み型で一部の患者の胃壁を引っ張るのに適
している少なくとも一つの操作可能な伸縮性の装置と、操作可能な伸縮性の装置を自動制
御するための植込み型制御装置から成り、胃壁部分を伸ばすために、制御装置および伸縮
性の装置が挿入され、患者の食事に関連して、満腹が形成される。
【００３７】
　実施例において、装置は、肥満患者において植込み型で一部の患者の胃壁を引っ張るの
に適している少なくとも一つの操作可能な伸縮性の装置から成り、そこにおいて、拡張可
能な伸縮性の貯蔵部から成っている前記伸縮性の装置および胃壁部分を引っ張るために植
設されるときに、伸縮性の装置を作動する動作装置、ボリューム・フィリング装置は膨張
可能である、そして、前記伸縮性の貯蔵部を有する流体接続で。そこにおいて、飽満が作
成されるように、前記動作装置は前記胃壁部分を引っ張るために前記主要漕および前記伸
縮性の貯蔵部との間にポンピング流体のためのポンプから成る。制御デバイスは、前記ポ
ンプを含み、前記伸縮性の装置を制御して提供されることになる。制御デバイスは、患者
の体の外側または制御前記伸縮性の装置用の植込み型制御装置から伸縮性の装置を制御す
るのに適しているワイヤレス遠隔制御装置から成ることになる。あるいは、制御デバイス
は、患者の体の外側から伸縮性の装置を制御するのに適している皮下に配置されたスイッ
チまたは貯蔵部から成ることになる。患者体に挿入されるセンサまたは検出装置が設けら
れ、そこにおいて、植込み型制御装置は、患者の本体を使用している情報の内部から、伸
縮性の装置を制御に適している前記センサまたは検出装置が、直接的であれ間接的であれ
、患者の食物摂取を検出するために構成される。
【００３８】
　実施例において、ボリューム・フィリング装置は、肥満患者において植込み型で一部の
患者の胃壁を引っ張るのに適している少なくとも一つの操作可能な伸縮性の装置から成る
、伸縮性の装置である主要容量を満たしている貯蔵部から成る。そこにおいて、拡張可能
な貯蔵部から成っている前記伸縮性の装置は、患者が直立時に、胃の上部で胃壁に収まる
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よう、メインのボリューム・フィリング装置より高い位置に収まるよう調整され、そこに
おいて、ボリューム・フィリング装置は、膨張可能な、そして、前記伸縮性の貯蔵部を有
する流体接続があり、食物摂取に関連して、胃壁が通常に収縮し、飽満が作成されるよう
に、流体に前記伸縮性の貯蔵部に前記胃壁部分を引っ張らせるために適応する胃壁上によ
り低く配置される前記収められた主要容量を満たしている貯蔵部から流れさせる。主要容
量を満たしている装置貯蔵部および伸縮性の貯蔵部の間の流体接続管に、一方向性弁が設
けられている。主要容量を満たしている装置貯蔵部および伸縮性の貯蔵部の間の流体接続
管には、後ろに伸縮性の貯蔵部の体積をリリースするのに適している解放機能が設けられ
て、装置貯蔵部を充填している主要容量ように構成されている。前記解放機能は、前記流
体接続管より実質的に小さい領域の流体復帰接続から成り、胃壁部分の中で前記に伸びる
ことをリリースするために伸縮性の貯蔵部から装置貯蔵部を充填している前記主要容量に
ゆっくり後ろの流体を放出する。患者の体の外側から伸縮性の装置を制御するのに適して
いる皮下に配置された貯蔵部から成っている更に手動制御デバイスは、胃壁部分を引っ張
るために更に伸縮性の装置に影響を及ぼすために設けられていることになる。
【００３９】
　実施例において、膨張可能であるために適応するメインのボリューム・フィリング装置
貯蔵部が設けられ、ボリューム・フィリング装置は、装置が胃壁において収められる時、
膨張するする拡張可能構造体を含み、蛇腹の変化が前記線維形成で実質的に影響を受けな
いようにする。
【００４０】
　実施例において、装置は、肥満患者において植込み型少なくとも一つの操作可能な伸縮
性の装置から成っていて、一部の患者の胃壁を引っ張るために適応する伸縮性の装置から
成り、また、膨張、胃壁部分を引っ張るために適応する装置が胃壁に収められるときに。
拡張可能構造体から成る伸縮性の装置と、そこにおいて、蛇腹の変化が前記線維形成で実
質的に影響を受けないように、特別な蛇腹から成ることが植設されるときに、装置を囲ん
でいる線維形成を考慮するために適応させた前記構造から成る。満腹感が作成されるよう
に、伸縮性の装置を作動する動作装置は胃壁部分を引っ張るために設けられる。装置は、
制御装置および伸縮性の装置が挿入され、食べている患者に関して胃壁部分を引っ張り、
満腹感を与えるための、操作可能な伸縮性の装置を自動制御するための植込み型制御装置
から成る。
【００４１】
　実施例において、満腹感が作成されるように、装置は肥満患者において植込み型少なく
とも一つの操作可能な伸縮性の装置から成っている伸縮性の装置から成って、一部の患者
の胃壁を範囲に適応させた。制御デバイスは、患者の体の外側または制御前記伸縮性の装
置用の植込み型制御装置から伸縮性の装置を制御するために適応するワイヤレス遠隔制御
装置から成ることになる。あるいは、前記制御デバイスは、患者の体の外側から伸縮性の
装置を制御するために適応する皮下に配置されたスイッチまたは貯蔵部から成ることにな
る。患者の本体に植設されるために適応するセンサまたは検出装置が設けられる。そこに
おいて、植込み型制御装置は前記センサあるいは直接的または間接的に、患者の食物摂取
を検出するための検出装置から情報を使用し、患者の体の内部から伸縮性の装置を制御す
るために適応する。
【００４２】
　実施例において、装置は、胃壁の異なる位置に係合する３つ以上の機械式パーツから成
る伸縮性の装置で、それぞれの位置にパーツ１つを配置し、前記係合は、胃を有する胃壁
パートの機械の部分を胃縫合に縫合するかまたは胃壁または入ることにステープルで留め
ることを含み、そこにおいて、３つ以上の機械式パーツは、３つの異なる壁部分を引っ張
るために適応する各々、更に、同じく胃壁部分を引っ張るために使用する力に関して各々
両方からそれぞれに引っ張られる前記壁部分を有することに適応する伸縮性の装置、広げ
ることがそうである期間が適用しされたという時および広げることが適用される時に関し
て移動に適応する。
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【００４３】
　実施例において、装置は、胃壁の異なる位置に係合する２つ以上の流体圧パーツから成
る伸縮性の装置で、前記係合は、どこで、胃縫合に対する胃によって、胃壁パートの流体
圧部分を縫合するかまたは胃壁入ることに流体圧部分にステープルで留めるかを含み、そ
こにおいて、２つ以上の流体圧パーツは、３つの異なる壁部分を引っ張るために適応する
各々、更に、同じく胃壁部分を引っ張るために使用する力に関して各々両方からそれぞれ
に引っ張られる前記壁部分を有することに適応する伸縮性の装置、広げることがそうであ
る期間が適用したという時および広げることが適用される時に関して移動するために適応
する。
【００４４】
　実施例において、装置は、伸縮性の装置から更に成る伸縮性の装置を胃壁に縫合するか
またはステープルで留めることを含む胃壁の一部を有する係合される、または、胃縫合に
対する胃によって、胃壁パートの伸縮性の装置を含み、そこにおいて、伸縮性の装置は、
同じく胃壁部分を引っ張るために使用する力を制御している胃壁部分、広げることがそう
である期間があてはまったという時および広げることが適用される時を伸ばすために、更
に適応する。
【００４５】
　実施例において、装置は、胃壁の異なる位置に係合する２つのパーツから成る伸縮性の
装置で、前記係合は、一部を胃壁に縫合するかまたはステープルで留めること、または、
胃に対する胃縫合により胃壁パートの一部を収めることを含み、そこにおいて、異なる壁
部分を有するために更に適応する伸びている装置は、同じく胃壁部分を伸びるために使用
する互いに制御力から、それぞれに伸び、伸びる時間が適用される。
【００４６】
　実施例において、装置は、逆流症の処置のためにも採用される。この目的で、それは、
患者の胃底部壁によって少なくとも部分的に収められるために適応して、生体親和性材料
を含む外面を有している植込み型ボリューム・フィリング装置から成り、そこにおいて、
患者の隔膜の方の患者の胃の心臓切欠きの変化が制限されるように、充填装置がそうであ
る体積の外面の相当な一部が、患者の隔膜との間に、そして、収められた胃底部壁の最も
少なく一部の低い部分で位置の後者を傷つけることのない胃壁に対して、残りに適応させ
、このことにより噴門が患者の胸部に通じている患者の隔膜によって摺動するのを防止す
るためにボリューム・フィリング装置が収められるときに、患者の腹部から及ぶ患者の噴
門括約筋の力に対する支持圧力を維持するために、ボリューム・フィリング装置は、少な
くとも１２５ｍｍ3、少なくとも１５ｍｍの円周を有する。
【００４７】
　もう一つの実施例では、装置は、逆流症の処置のためにも採用される。この目的で、そ
れは、生体親和性材料を含んでいる外面を有する植込み型ボリューム・フィリング装置か
ら成り、運動規制装置が、患者の隔膜および基底部壁間の位置において、患者の胃底部壁
に対してその外面の少なくとも１部を有する残りに適応し、患者の隔膜に向けての患者の
胃の噴門切込みの変化が制限されるようにし、運動規制装置が、このことにより噴門が患
者の胸部に通じている患者の隔膜によって摺動するのを防止するために患者に植設される
ときに、患者の腹部から及ぶ患者の噴門括約筋の力に対する支持圧力を維持するために、
ボリューム・フィリング装置は、少なくとも１２５ｍｍ3、少なくとも１５ｍｍの円周を
有する。そして、ボリューム・フィリング装置が挿入される時、前記位置にボリューム・
フィリング装置を固定するために用いる固定装置を有する。
【００４８】
　もう一つの実施例では、装置は、逆流症の処置のためにも採用される。この目的で、そ
れは、患者の胃底部壁によって少なくとも部分的に収められるために適応して、生体親和
性材料を含む外面を有している植込み型運動規制装置から成り、そこにおいて、運動規制
装置の外面の相当な一部は、患者の隔膜および少なくとも収められた胃底部壁の一部の低
い部分との間に位置の後者を傷つけることのない胃壁に載置されるために適応し、患者の
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隔膜に向けての患者の胃の噴門切込みの変化が制限されるようにし、運動規制装置が、こ
のことにより噴門が患者の胸部に通じている患者の隔膜によって摺動するのを防止するた
めに患者に植設されるときに、患者の腹部から及ぶ患者の噴門括約筋の力に対する支持圧
力を維持するために、運動規制装置は、少なくとも１２５ｍｍ3、少なくとも１５ｍｍの
円周を有し、そして、満腹感が得られるよう、患者の胃壁の一部が伸びるように適応され
る。
【００４９】
　もう一つの実施例では、装置は、逆流症の処置のためにも採用される。この目的で、そ
れは、生体親和性材料を含んでいる外面を有する植込み型運動規制装置から成り、運動規
制装置が、噴門が患者の胸部に通じている患者の隔膜によって摺動するのを防止し、患者
の隔膜および基底部壁間の位置の胃底部壁の、その外面の少なくとも一部に接し、患者の
隔膜の方の患者の胃の噴門切込みの変化が制限されるように、運動規制装置が患者に植設
されるときに、患者の腹部から及ぶ患者の噴門括約筋の力に対する支持圧力を維持するた
めに、運動規制装置は、少なくとも１２５ｍｍ3、少なくとも１５ｍｍの円周を有し、運
動規制装置が挿入されるときに、前記位置の運動規制装置を固定するために適応する固定
装置を有し、肥満患者の体内に埋め込み可能な少なくとも一つの操作可能な伸縮装置から
成り、そして、満腹感が得られるよう、患者の胃壁の一部が伸びるように適応される。
【００５０】
　実施例において、装置は、患者の体の外側からボリュームを満たしている装置を制御す
るための外部制御装置から成る。外部制御装置は、患者の体の外側から装置を制御するた
めに適応するワイヤレス遠隔制御装置から成る。あるいは、外部制御装置は、患者の体の
外側から装置を制御するために適応する皮下に配置されたスイッチまたは貯蔵部から成る
。
【００５１】
　実施例において、装置は、患者の体に植設されるセンサまたは検出装置から成り、植込
み型制御装置が患者の体内から装置を制御し、前記センサまたは検出装置からの情報を使
用し、直接的または間接的な、患者の食物摂取を検出する。
【００５２】
　本発明の別の態様に従って、食品空腔を有する胃を有する肥満患者の肥満を治療する装
置が設けられており、患者の胃壁部分によって少なくとも実質的に収められるために適応
する少なくとも一つのボリューム・フィリング装置と生体親和性材料を含む外面を有して
いる装置から成っており、そこにおいて、ボリュームを満たしている装置は、胃壁の内部
に載置されているボリュームを満たしている装置の外面を有する胃に置かれるために適応
し、食品空腔の量が大きさにおいて実質的に、少なくとも３０ミリメートルの最大円周を
有するボリューム・フィリング装置を上回って体積減少する。
【００５３】
　好ましい実施例において、装置は、患者の体内に埋め込み可能な、手動で、非侵襲的に
ボリューム・フィリング装置を制御する、少なくとも一つのスイッチを有する。
【００５４】
　他の好ましい例として、装置は、非侵襲的にボリューム・フィリング装置を制御するた
めのワイヤレス遠隔制御装置から成る。
【００５５】
　好ましい実施例において、装置は、ボリューム・フィリング装置を作動する流体圧動作
装置から成る。
【００５６】
　一実施例において、装置は、モーターまたはボリューム・フィリング装置を作動するた
めのポンプから成る。
【００５７】
　一実施例において、装置は、サイズおよび／またはその部分のうちの少なくとも１つを
含むボリューム・フィリング装置の形状を調整する調整装置から成る。ボリューム・フィ
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リング装置のサイズは、流体圧で調節可能であり、そして、調整装置は、流体圧流体リザ
ーバから成り、ボリューム・フィリング装置のサイズは流体圧で調節可能で、調整装置は
流体圧流体リザーバから成り、それは患者に植設されるときに、ボリューム・フィリング
装置部分の少なくとも１つに接続しており、ボリューム・フィリング装置のサイズは貯蔵
部から少なくとも一つのボリューム・フィリング装置部分まで作動液を移動することによ
って非侵襲的に調整される。それによって、ボリューム・フィリング装置の少なくとも一
つの部分のサイズを調整する。患者に植設されるときに、装置は少なくとも、ボリューム
・フィリング装置を有する患者の胃壁において、それとともに接続される際に収められる
一つの室から成る流体圧標準の装置から成り、そして、ボリューム・フィリング装置部分
のうちの少なくとも１つに含まれる作動液の量は、流体貯蔵部および少なくとも一つの室
の間に流体を分注することによって、非侵襲的に調整される。好ましくは、患者に植設さ
れるときに、少なくとも一つの室は貯蔵部のポンプを使用して作動液を充填し、患者の体
内で基底部壁を延ばし、満腹感を感じさせる。
さらに、調整装置は、作動液を有する３つの調節可能な貯蔵部から成っている逆サーボモ
ータから成り、そこにおいて、少ない第１の貯蔵部の流体量が皮下に配置されて、第１の
閉鎖系の一部は、第２の貯蔵部を含み、作動液の少ない量を移動するための領域装置につ
き、高い力によって圧縮され、そして、第２の貯蔵部は、第３の貯蔵部の作動液のよりか
なりの量に影響を及ぼす、第３は、前記第１の貯蔵部よりかなりの体積を有する第２の閉
鎖系の一部であることを貯蔵所にたくわえ、このことにより、領域装置につきより少ない
力を有する作動液のよりかなりの総数の変化を引き起こす。述べられた実施例の装置は、
ワイヤレス遠隔制御装置を有することも可能で、そこにおいて、患者に植設されるときに
、ボリューム・フィリング装置はワイヤレス遠隔制御装置によって非侵襲的に制御される
。述べられた実施例の装置は、患者に植設されるときに、調節可能なボリューム・フィリ
ング装置に電力を供給するエネルギー源を有することも可能である。エネルギー源に、患
者の体内に移植可能な内部エネルギー源が設けられることが好ましい。エネルギー源は、
無線エネルギーを伝導している外部のエネルギー源から成ることもできる。内部エネルギ
ー源、中に植設されるときに、患者は外部のエネルギー源によって伝導される無線エネル
ギーによって請求可能でありえる。患者に植設されるときに、内部エネルギー源は外部の
エネルギー源によって伝導される無線エネルギーによって充電可能にもできる。ワイヤレ
ス遠隔制御装置は、少なくとも一つの外部信号送信機およびレシーバから成ることができ
、さらに、外部信号送信機によって送られる信号を受信して、フィードバック信号を遠隔
制御に送り返すために、患者の体内に埋め込み可能な内部信号受信器および送信機を有す
る。無線制御信号は、電気あるいは磁気、または電気と磁気の組み合わせを含むことが可
能である。
【００５８】
　実施例において、装置は、非侵襲的にエネルギー・サプルメントを必要とする装置のい
かなる部分にも付勢するためのワイヤレス・エネルギー送信機から成る。エネルギー送信
機は、少なくとも一つの無線エネルギー信号によって好ましくはエネルギーを伝動する。
好ましくは、無線エネルギーは波信号または分野から成る、または、無線エネルギー信号
は電気的であるか磁気分野または合わせた電気的で磁気フィールドから成る。波信号は、
好ましくは下記のグループから選択される：
音波信号、超音波信号、電磁波信号、赤外線の光信号、可視光信号、紫外光信号、レーザ
ー光信号、ミクロ波信号、電波信号、Ｘ線放射線信号およびガンマ放射線信号。
この実施例の装置は、更に、電力量に無線エネルギーを変換している植込み型アキュムレ
ータおよびエネルギー変換装置から成り、そこにおいて電力量は、少なくとも部分的にア
キュムレータに充電するために使われ、また、エネルギー変換装置に直結している装置の
エネルギーを消費するいかなるパートを動かすために使われる。
【００５９】
　実施例において、装置は、患者のパラメータ、機能的なパラメータまたは物理的なパラ
メータを検出しているセンサから成る。機能的なパラメータは、患者において移植可能な
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内部エネルギー源に託すためのエネルギーの無線移転と相関している。患者に植設される
ときに、装置はその外側に患者の体内部から、フィードバック情報を送るフィードバック
装置を有し、機能的なパラメータに関するフィードバック情報を送る。
装置は、機能的なパラメータを検出しているセンサに応答してボリューム・フィリング装
置を制御するための植込み型内蔵制御装置を有することも可能である。物理的なパラメー
タを検出するためのセンサは、圧力センサまたは運動性センサである。植込み型内蔵制御
装置は、物理的なパラメータを検出しているセンサに応答して、装置のボリューム・フィ
リング装置を制御することができる。
【００６０】
　実施例において、装置は、そのサイズおよび／または形状を制御するためにボリューム
・フィリング装置を作動する動作装置から成る。この目的のために、動作装置は、モータ
ーまたはポンプから成る。
【００６１】
　装置の一実施例において、ボリューム・フィリング装置は更に無線エネルギーを受信す
るために適応する。そこにおいて、無線エネルギーはボリューム・フィリング装置の動作
のための運動エネルギーを作り、動作装置を駆動するために用いる。
無線エネルギーは、エネルギー－トランスミッション装置によって伝動されているため、
無線エネルギーは、ボリューム・フィリング装置の動作のための運動エネルギーをつくる
ために直接動作装置を駆動するために例えば用いることができる。
ボリューム・フィリング装置は、無線エネルギー転送の間、または、エネルギー・アキュ
ムレータから、直接エネルギー変換装置からエネルギーを受け取るようにも調整され、無
線エネルギーおよびエネルギー変換装置によって再充電可能である。
無線エネルギーは、好ましくは、それがグループから選択される波信号から成る：
音波信号、超音波信号、電磁波信号、赤外線の光信号、可視光信号、紫外光信号、レーザ
ー光信号、ミクロ波信号、電波信号、Ｘ線放射線信号およびガンマ放射線信号。
無線エネルギー信号は電気的であるか磁気分野または合わせた電気的で磁気フィールドか
ら成る。
【００６２】
　装置の一実施例において、それは、少なくとも一つの電圧レベル・ガードまたは少なく
とも一つの定電流源ガードを含む植込み型電気的コンポーネントから更に成る。
【００６３】
　装置の一実施例において、ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つは
、少なくとも一つの平坦表面を有する。好ましくは、装置セグメントにあふれているボリ
ュームは、多面体、好ましくは以下の形状のうちの１つの様子を有する：
四面体、六面体、八面体、１２面体および二十面体。
【００６４】
　装置の一実施例において、摩擦を強化している材料は、設けられている。このことは隣
接するボリューム・フィリング装置部分との間に摩擦を増加させ、それによって、ボリュ
ーム・フィリング装置を安定させる。この摩擦を強化している材料は好ましくは接着剤ま
たは粘着剤である。あるいは、ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つ
は、頑丈なテクスチャを有する表層を有する。
【００６５】
　装置の一実施例において、ボリューム・フィリング装置部分のうちの少なくとも１つは
、球面形状を有する。あるいは、それは、少なくとも一つの平坦表面を有する。
【００６６】
　代替実施形態では、装置は、隣接するボリューム・フィリング装置部分との間に摩擦を
減らすための流体から成る。ボリューム・フィリング装置は、このことによりその形状を
患者の体の移動に、より容易に適応させることができる。
【００６７】
　装置は、ボリュームに出願している装置セグメントの外面上の摩擦減衰材料から実施例
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において、成ることになる。この摩擦減衰材料は、隣接するボリューム・フィリング装置
部分との間に摩擦を減らしている流体であることになる。
【００６８】
　装置は第２のボリューム・フィリング装置部分と異なる２つ以上の第１のボリューム・
フィリング装置部分を囲むための拡張可能な第２のボリューム・フィリング装置部分から
成る。そこにおいて、第２のボリューム・フィリング装置部分および第１のボリューム・
フィリング装置部分は一緒にボリューム・フィリング装置を形成する。１つの選択肢にお
いて、第２のボリューム・フィリング装置部分は、その内面上の摩擦減衰材料から成り、
植設されるときに、摩擦減衰材料は第１のボリューム・フィリング装置部分と接触する。
【００６９】
　第２のボリューム・フィリング装置部分は、隣接する第１のボリューム・フィリング装
置部分との間に相互運動を許容するために流体で満たされるよう形成され、前記ボリュー
ム・フィリング装置は胃壁において収められる際、ボリューム・フィリング装置の形状を
胃壁運動に適応させる。それゆえ、少なくとも、第２のボリューム・フィリング装置部分
の壁部分が可撓性であるか伸ばすことができることが好ましい。
【００７０】
　ボリューム・フィリング装置において設けられている流体は、等張性であることになる
か、高緊張であることになる。
【００７１】
　ボリューム・フィリング装置部分は、患者の胃壁の一部によって形成されるポーチに挿
入されるよう調整される。ボリューム・フィリング装置部分は、直接、または、間接的に
、管状計測器を介して患者の胃壁の一部によって形成されるポーチに満たされるよう調整
される。
【００７２】
　実施例において、ボリューム・フィリング装置は、凝固している液体から成る。
【００７３】
　この液体または流体は、導管によってポーチに供給されることになる。
【００７４】
　実施例において、複数のボリューム・フィリング装置部分は、前記複数のボリューム・
フィリング装置部分が、人体のあるいは人工の袋に嵌入された後、ボリューム・フィリン
グ装置を形成するよう、相互接続する。
【００７５】
　装置には、移植可能なボリューム・フィリング装置を形成するためのボリューム・フィ
リング装置部分が含まれる。
【００７６】
　ボリューム・フィリング装置部分は、制御サイズの移植可能なボリューム・フィリング
装置を形成するのが好ましい。一般に、本願明細書において記載されている実施例または
方法のいかなる特徴、または実施例が適用できる場合、ボリューム・フィリング装置、ボ
リューム・フィリングの両方のにあてはまる。
【００７７】
　操作上の方法は、この文書においてどこでも記載されている、いかなる装置や装置の一
部、システムやシステムの一部、あるいはクレームされた実施例を使用するいかなる形も
統合するものである。
【００７８】
　いかなる組合せにおいても使用されて、いかなる組合せのいかなる装置もまたは装置の
一部またはいかなる特徴も使用している方法または方法の一部が、以下の方法に適用され
る。そこにおいて、前記方法は以下の操作上の方法ステップの一つ以上から成ることにな
る：
　・計測器をのどにもたらすこと、
　・食道の下に通過すること、
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　・胃組織に食道の固定に係わるために、噴門および横隔膜の高さの間に食道の部材を固
定させることの交付のための砧骨または装置を配置すること、
　・胃に食道およびさらに更なるダウンの下に通過すること、
　・胃を膨張するために、胃をガスで満たすこと、
　・流体を胃から吸うこと、
　・案内視野で、カメラから成っている前記計測器がいつかについて確かめていること、
　・計測器を胃に係合すること、
　・胃壁の少なくとも一つの袋をつくって、縫合すること、
　・前記少なくとも一つのポーチを流体および／またはボリューム・フィリング装置また
は２つ以上のボリューム・フィリング装置で満たすこと、
　・筒状部材による胃組織においてつくられる前記ポーチに、複数のボリューム・フィリ
ング装置を分配する、
　・前記計測器を有する胃壁を通過すること、
　・胃壁の外上のボリューム・フィリング装置の配置に対する前記手段を有する胃壁を通
過すること、
　・皮下の注入ポートの配置を可能にしている管の設置に対する前記手段を有する胃壁を
通過すること、
　・皮下の注入ポートを配置すること、
　・その内部から食道まで胃壁を縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・胃壁を胃の内部からの胃壁に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・計測器を食道に係合すること、
　・胃組織の１枚の層を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・２枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・３枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・４枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・食道組織の２つ以上の位置に対する胃組織の一つ以上の層、食道センター軸を有する
食道、更に、食道センター軸に関して放射状に伸びている内と外との実質的に円筒状表層
を有している食道およびそこにおいて、胃組織を縫合するかまたはステープルで留めるこ
とは、第１の食道面長軸に沿った第１の位置に、両方とも食道組織に取り付けられる。そ
して、実質的に前記食道センター軸に、そして、第２の食道面長軸に沿った第２の位置で
平行の、実質的に前記食道センター軸と平行の、放射状に前記食道センター軸に関して、
前記第１の食道面長軸から少し離れている、
　・前記計測器に配置される装置によって部材を固定させることを分配すること、
　・胃組織の鋭い少なくとも一つの層および前記固定している部材を有する食道組織の１
枚の層、
　・前記接合より上に食道および胃との間にトンネルをつくるための胃食道接合より上に
、前記固定している部材を配置すること、
　・食道との食道関係および胃との胃関係を配置すること、
　・胃および食道パートの間に実質的に固定している部材を配置すること、
　・噴門によるメインの胃腔への前記計測器を嵌入していて、前記接合より上に前記装置
の位置に着く頭蓋指示の計測器を導くのに適している、
　・実質的に無制限の収縮および、この種のトンネルがつくられた前記接合に置かれる噴
門を閉じている括約筋の発散をトンネルに与えること。
【００７９】
　以下の方法ステップが適用できる所で、いかなる組合せにおいても用いられる方法また
は方法の一部で、いかなる組合せのいかなる装置もまたは装置の一部またはいかなる特徴
も用い、そこにおいて、前記方法は以下の操作上の方法ステップの一つ以上から成る：
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　・患者の皮膚を切ること
　・患者の腹壁にできた穴をつくること
　・前記計測器を腹壁にできた前記穴による腹腔にもたらすこと、
　・計測器を胃に係合すること、
　・胃壁の少なくとも一つの予め形のポーチをつくるための胃壁に、下って引くこと、
　・胃壁の少なくとも一つの予め形のポーチをつくるための胃壁を固定すること、
　・胃壁の少なくとも一つの袋を縫合するかまたはステープルで留めること、
　・前記少なくとも一つのポーチを流体および／またはボリューム・フィリング装置また
は２つ以上のボリューム・フィリング装置で満たすこと、
　・筒状部材による胃組織においてつくられる前記ポーチに、複数のボリューム・フィリ
ング装置を分配する、
　・前記計測器を有する胃に、胃壁を通過すること、
　・胃壁の内部上のボリューム・フィリング装置の配置に対する前記手段を有する胃壁を
通過すること、
　・食道壁に胃壁を縫合するための前記器具を有する胃壁を通過すること、
　・ボリューム・フィリング装置を胃壁の外に配置すること、
　・胃壁の前記ボリューム・フィリング装置を収めること
　・皮下の注入ポートを配置すること、
　・胃壁を胃の外側からの胃壁に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・胃壁を粘膜を透過することのない胃の外側からの胃壁に縫合するかまたはホチキスで
留めること、
　・２枚の層の胃壁を１、２の層の胃壁に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・計測器を食道に係合すること、
　・胃組織に１つの層の食道壁を固定させるため、食道両側を固定すること、
　・１、２の層の胃組織に食道壁の１枚の層を固定させるために、固定する食道の両側お
よび胃底部壁を固定すること、
　・管または胃鏡検査の計測器をアンビル部材から成っている食道または胃に食道の固定
を中で含んでいる固定している配達部材にもたらすこと、
　・食道周辺で型締している前記計測器に、食道内部でアンビル部材または固定している
配達部材の位置を調整すること、
　・胃組織の１枚の層を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・２枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・３枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・４枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・ホッチキス列の異なる位置で異なるステープルで留めている深さのホッチキスを使用
することをステープルで留めること、
　・胃を１つの第１のホッチキス深さを有する食道にステープルで留めて、胃を１秒より
小ホッチキス深さを有する胃にステープルで留めること、
　・胃を有するポーチを前記ホッチキス列の一部として含まれるよりかなりの深さのホッ
チキスを有する食道をステープルで留めることから更に成っているホッチキス列の胃縫合
にステープルで留めること、
　・食道組織の２つ以上の位置に対する胃組織の一つ以上の層、食道センター軸を有する
食道、更に、食道センター軸に関して放射状に伸びている内と外との実質的に円筒状表層
を有している食道およびそこにおいて、胃組織を縫合するかまたはステープルで留めるこ
とは、第１の食道面長軸に沿った第１の位置に、両方とも食道組織に取り付けられる。そ
して、実質的に前記食道センター軸に、そして、第２の食道面長軸に沿った第２の位置で
平行の、実質的に前記食道センター軸と平行の、放射状に前記食道センター軸に関して、
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前記第１の食道面長軸から少し離れている、
　・前記計測器に配置される装置によって部材を固定させることを分配すること、
　・胃組織の鋭い少なくとも一つの層および前記固定している部材を有する食道組織の１
枚の層、
　・前記接合より上に食道および胃との間にトンネルをつくるための胃食道接合より上に
、前記固定している部材を配置すること、
　・実質的に無制限の収縮およびこの種のトンネルがつくられた前記接合に置かれる噴門
を閉じている括約筋の発散をトンネルに与えること、
　・胃腔にはじめにを介して食道との食道関係および胃との胃関係を配置すること、
　・胃および食道パートの間に実質的に固定している部材を配置すること、
　・前記接合の下のメインの胃腔への前記計測器を嵌入していて、前記接合より上に前記
装置の位置に着く頭蓋指示の計測器を導くのに適している、
　・前記計測器に設けられたジョイントを、前記計測器が前記接合より上に食道の装置の
前記部分の位置に着く指示の前記ジョイントを曲げているメインの胃腔に嵌入されること
を可能にするために作動すること。
【００８０】
　以下の方法ステップが適用できる所で、いかなる組合せにおいても用いられる方法また
は方法の一部で、いかなる組合せのいかなる装置または装置の一部、またはいかなる特徴
も用い、そこにおいて、前記方法に、以下の腹腔鏡操作上の方法ステップの一つ以上が設
けられている。
　・患者の皮膚を切ること
　・腹壁による管を導くこと、
　・腹腔に流体またはガスを満たすこと、
　・２つ以上のトロカールを腹腔にもたらすこと、
　・カメラをトロカールのうちの１つによる腹腔にもたらすこと、
　・前記計測器をトロカールによる腹腔にもたらすこと、
　・計測器を胃に係合すること、
　・胃壁の少なくとも一つの予め形のポーチをつくるための胃壁に、下って引くこと、
　・胃壁の少なくとも一つの予め形のポーチをつくるための胃壁を固定すること、
　・胃壁の少なくとも一つの袋を縫合するかまたはステープルで留めること、
　・流体および／またはボリューム・フィリング装置を有する前記少なくとも一つのポー
チまたは２つ以上のボリューム・フィリング装置を満たすこと、
　・筒状部材による胃組織においてつくられる前記ポーチに、複数のボリューム・フィリ
ング装置を分配する、
　・前記計測器を有する胃に、胃壁を通過すること、
　・胃壁の内部上のボリューム・フィリング装置の配置に対する前記手段を有する胃壁を
通過すること、
　・食道壁に胃壁を縫合するための前記器具を有する胃壁を通過すること、
　・ボリューム・フィリング装置を胃壁の外に配置すること、
　・胃壁の前記ボリューム・フィリング装置を収めること
　・皮下の注入ポートを配置すること、
　・胃壁を胃の外側からの胃壁に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・２枚の層の胃壁を１、２の層の胃壁に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・胃壁を粘膜を透過することのない胃の外側からの胃壁に縫合するかまたはホチキスで
留めること、
　・計測器を食道に係合すること、
　・胃組織に１つの層の食道壁を固定させるため、食道両側を固定すること、
　・１、２の層の胃組織に食道壁の１枚の層を固定させるために、固定する食道の両側お
よび胃底部壁を固定すること、
　・管または胃鏡検査の計測器をアンビル部材から成っている食道または胃に食道の固定
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を中で含んでいる固定している配達部材にもたらすこと、
　・食道周辺で型締している前記計測器に、食道内部でアンビル部材または固定している
配達部材の位置を調整すること、
　・胃組織の１枚の層を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・２枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・３枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・４枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・ホッチキス列の異なる位置で異なるステープルで留めている深さのホッチキスを使用
することをステープルで留めること、
　・胃を１つの第１のホッチキス深さを有する食道にステープルで留めて、胃を１秒より
小ホッチキス深さを有する胃にステープルで留めること、
　・胃を有するポーチを前記ホッチキス列の一部として含まれるよりかなりの深さのホッ
チキスを有する食道をステープルで留めることから更に成っているホッチキス列の胃縫合
にステープルで留めること、
　・食道組織の２つ以上の位置に対する胃組織の一つ以上の層、食道センター軸を有する
食道、更に、食道センター軸に関して放射状に伸びている内と外との実質的に円筒状表層
を有している食道およびそこにおいて、胃組織を縫合するかまたはステープルで留めるこ
とは、第１の食道面長軸に沿った第１の位置に、両方とも食道組織に取り付けられる。そ
して、実質的に前記食道センター軸に、そして、第２の食道面長軸に沿った第２の位置で
平行の、実質的に前記食道センター軸と平行の、放射状に前記食道センター軸に関して、
前記第１の食道面長軸から少し離れている、
　・前記計測器に配置される装置によって部材を固定させることを分配すること、
　・胃組織の鋭い少なくとも一つの層および前記固定している部材を有する食道組織の１
枚の層、
　・前記接合より上に食道および胃との間にトンネルをつくるための胃食道接合より上に
、前記固定している部材を配置すること、
　・実質的に無制限の収縮およびこの種のトンネルがつくられた前記接合に置かれる噴門
を閉じている括約筋の発散をトンネルに与えること、
　・胃腔にはじめにを介して食道との食道関係および胃との胃関係を配置すること、
　・胃および食道パートの間に実質的に固定している部材を配置すること、
　・前記接合の下のメインの胃腔への前記計測器を嵌入していて、前記接合より上に前記
装置の位置に着く頭蓋指示の計測器を導くのに適している、
　・前記計測器に設けられたジョイントを、前記計測器が前記接合より上に食道の装置の
前記部分の位置に着く指示の前記ジョイントを曲げているメインの胃腔に嵌入されること
を可能にするために作動すること。
【００８１】
　いかなる実施例または実施例の一部、いかなる方法または方法の一部、いかなる装置ま
たは装置の一部、いかなる特徴または特徴の一部、いかなるシステムもシステムの一部、
いかなる図または図の一部が、いかなる適用できる方法にも組み込まれることができるこ
とに留意いただきたい。本願明細書において全ての実施例は、一般にいかなる形であれ組
み合わさる一般的説明、したがって候補者の一部として見られなければならない。
【００８２】
　熟練した人が、ステップを結合するポジションにおり、発明の努力をせず、説明および
請求項に記載の本発明の範囲を出ることなく、ステップの序列を変え、本発明の異なる実
施例の要素を結合したと理解される。
【図面の簡単な説明】
【００８３】
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　本発明は、現在非限定的な実施例として、そして、添付の図面に関して更に詳細に記載
されている：
【００８４】
【図１】胃の輪郭を示している患者の全体の図である。
【図２ａ】患者に植設される肥満を治療する装置の第１実施例の図である。
【図２ｂ】線ＩＩｂ―　図２ａのＩＩｂ―　に沿っての断面図である。
【図３ａ－３ｋ】本発明による装置に含まれるボリューム・フィリング装置の異なる形状
および特徴を示す。
【図３ｍ】本発明による装置に含まれるボリューム・フィリング装置の異なる形状および
特徴を示す。
【図３ｎ】本発明による装置に含まれるボリューム・フィリング装置の異なる形状および
特徴を示す。
【図３ｐ】本発明による装置に含まれるボリューム・フィリング装置の異なる形状および
特徴を示す。
【図４ａ－４ｄ】本発明による装置およびボリューム・フィリング装置を配置するための
器具に含まれる収縮する膨張可能なボリューム・フィリング装置を示す。
【図５ａ－５ｉ】患者の胃壁の外上の図４ａの膨張可能な装置を収める異なるステップを
例示する。
【図６ａ－６ｂ】ボリューム・フィリング装置が手術後に非侵襲的に調節可能であるため
に適応する別の実施例を示す。
【図７－８】ボリューム・フィリング装置が手術後に非侵襲的に調節可能であるために適
応する別の実施例を示す。
【図９－１０】ボリューム・フィリング装置が患者の胃の基底部部位において収められる
ために適応する実施例を示す。
【図１１ａ】還流処理装置が肥満を治療するために適応性が高い、複数の運動規制装置セ
グメントからも成る実施例を示す。
【図１１ｂ】複数の運動規制装置セグメントが、外部層を全く含まない胃壁の一部によっ
て形成されるポーチに設けられる、実施例を示す。
【図１１ｃ】図４９ｂに示されるものと類似の実施例を示すが、ここにおいて、合同の還
流は、そして、肥満治療装置という類似部分は、合同の還流および肥満治療装置の末梢部
と異なる構成を有する。
【図１２】還流を扱うために適応もするボリューム・フィリング装置が胃底部壁の伸びて
いる一部の伸びている装置と結合される実施例を示す。
【図１３－１６】ボリューム・フィリング装置および伸びている装置の組合せが使われる
別の実施例を示す。
【図１７ａ－１７ｂ】ボリューム・フィリング装置が胃壁の内部に設けられている実施例
を示す。
【図１８ａ－１８ｈ】患者の胃壁の内部上の図４ａの膨張可能な装置を収める異なるステ
ップを例示する。
【図１９ａ－１９ｊ】患者の胃壁の内部上の図４ａの膨張可能な装置を収める異なるステ
ップを例示する。
【図２０ａ－２０ｆ】患者の胃壁の内部上の図４ａの膨張可能な装置を収める異なるステ
ップを例示する。
【図２１ａ－２１ｂ】外科的に植込み型装置を適用するための器具を示す。
【図２２】肥満を治療する植設された装置を有する患者の全体の図である。
【図２３－４１】は、患者に植設される肥満を治療する装置を駆動するさまざまな方法を
示す。
【図４２－４５】患者に植設される肥満治療装置の、空気駆動あるいは流体圧駆動のさま
ざまなアレンジを示す。
【図４６ａ－４６ｃ】患者に植設される肥満治療装置の、空気駆動あるいは流体圧駆動の
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さまざまなアレンジを示す。
【図４７】患者に植設される肥満治療装置の、空気駆動あるいは流体圧駆動のさまざまな
アレンジを示す。
【図４８ａ－４８ｃ】患者に植設される肥満治療装置の、空気駆動あるいは流体圧駆動の
さまざまなアレンジを示す。
【図４９】装置を満たしている複数ボリュームの嵌入部を例示する。
【図５０】アセンブリの前に部分のボリューム・フィリング装置の実施例を示す。
【図５１】第１の一部および第二部品が組み立てられるボリューム・フィリング装置の実
施例を示す。
【図５２】図５１の第３および第４の部分が組み立てられるときの実施例を示す。
【図５３】図５２の最終的な部分を組み立てるときの実施例を示す。
【図５４】図５０－図５３の最後に組み立てられるときの実施例を示す。
【図５５】動作チャネルを有する図５０の実施例の中心的な一部を示す。
【図５５ｂ－５５ｆ】平面Ｉ～Ｉに従って、それぞれＩＩ～ＩＩ、ＩＩＩ～ＩＩＩ、ＩＶ
～ＩＶの図５５ａの中心的な一部の断面図を示す。
【図５６－５７】ボリューム・フィリング装置部分の異なる実施例を示す。
【図５８ａ－５８ｄ】計測器によって図５６に示されるボリューム・フィリング装置部分
の挿入を例示する。
【図５９ａ－５９ｃ】計測器を使用している胃壁に複数のボリューム・フィリング装置部
分を収める好適な方法を例示する。
【図６０】複数のボリューム・フィリング装置部分を収めるための代わりの器具を例示す
る。
【図６１ａ－６１ｅ】ボリューム・フィリング装置を形成するために複数のボリューム・
フィリング装置部分を使用する際の、ボリューム・フィリング装置の異なる形状を例示す
る。
【図６２】ボリューム・フィリング装置から成っている流体の断面図である。
【図６３】複数のボリューム・フィリング装置部分を定めているボリューム・フィリング
装置の断面図である。
【図６４】流体に含まれる複数のボリューム・フィリング装置部分から成っているボリュ
ーム・フィリング装置の図である。
【図６５】流体に含まれる複数のボリューム・フィリング装置部分を定めているボリュー
ム・フィリング装置の断面図である。
【００８５】
　以下、図面を参照して本発明の好ましい実施例について詳細に説明する。
【００８６】
　ここで使用しているように、用語「部分」は、何かが分けられることができるパーツの
いずれかを定めるために、広く解釈されなければならない。
【００８７】
　ボリューム・フィリング装置１０は、胃１２の内側体積－胃の食品空腔を減らし、患者
の食欲に影響を及ぼすように設けられている。図１は患者１を示す。そして、その人は肥
満の治療を受けている。このボリューム・フィリング装置の機能および動作は、以下おい
て詳細に記述および説明される。
【００８８】
　図２ａおよび図２ｂは、本発明により肥満を治療するための詳細な装置の第１実施例を
示しており、図２ａが、胃の側面図を示し、図２ｂは、図２ａのＩＩｂ－ＩＩｂに沿って
の断面図である。装置には、患者に植設されるボリューム・フィリング装置１０が設けら
れている。より詳しくは、図２ａの実施例で、ボリューム・フィリング装置１０は、胃壁
の外上の患者の胃１２の壁１２ａに収められる。ボリューム・フィリング装置１０の本体
は、延長されて、胃１２の壁１２ａに対して安静に合って、この壁に載置されるために、
更に適切な外面を有される。
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【００８９】
　胃壁の一部に、食品空腔のサイズのボリューム・フィリング装置１０を収めることによ
って、通常、図２ｂに示された１２ｂは減少し、食物摂取の後、結果として、より急速な
満腹感を得ることになる。
【００９０】
　ボリューム・フィリング装置１０は、弾性体、例えばシリコーンなどから成るのが好ま
しい。このような方法で、ボリューム・フィリング装置は、胃の動き、食物摂取の程度な
どに適応させることができる。
【００９１】
　生体親和性材料からボリューム・フィリング装置を提供することによって、インプラン
トに拒絶反応を示す患者の体の危険度は、かなりの程度減少する。
【００９２】
　ボリューム・フィリング装置１０は、多くの異なる方法の胃１２の壁１２ａに固定する
ことができる。図２ｂの図示した実施例において、ボリューム・フィリング装置１０は、
１２ａ、胃壁において収められる。嵌入部の後、多くの胃に対する胃縫合または要素１４
は、短期的に嵌入部を保つために適用される。これは人間の組織の成長を許容する。そし
て、長期的に嵌入部を保つ。
【００９３】
　ボリューム・フィリング装置１０は、胃壁に損傷を与えないよう、基本的に丸い形状が
好ましい。その実施例は図３ａに示される。そこにおいて、ボリューム・フィリング装置
は基本的に卵型である。他の好ましい例として、図３ｂの図示した実施例では、ボリュー
ム・フィリング装置は、わずかに曲線を描く。しかしながら、胃壁が強かったので、多く
の異なる形状、形および寸法が使われることになる。実施例において、ボリューム・フィ
リング装置は約４０ミリメートルの直径および約１２０ミリメートルの長さを有する。そ
して、患者の胃量の約半分である体積に結果としてなる。しかしながら、ボリューム・フ
ィリング装置の最大円周が少なくとも３０ミリメートル、より好ましくは、少なくとも５
０ミリメートルおよびさらにより好ましくは少なくとも８０ミリメートルであることが好
ましい。
【００９４】
　ボリューム・フィリング装置が延長されることは、必要でない。図３ｃの図示した実施
例において、ボリューム・フィリング装置１０は、基本的に球形であるか、球形である。
胃を満たし、患者の胃の食品空腔の所望の減少を成し遂げるため、二つかそれ以上のこの
種のボリューム・フィリング装置が、結合されることになる。
【００９５】
　ボリューム・フィリング装置は、胃に対する胃縫合またはステープルによって固定され
ると述べられた。更に固定を改良するために、ボリューム・フィリング装置に、ボリュー
ム・フィリング装置の最大直径より小さい直径を有するくびれ部分を備える。くびれ部分
１０ａを有するこの種のボリューム・フィリング装置は、図３ｄに示される。
【００９６】
　ボリューム・フィリング装置１０は、各部分が胃に、そして、更に胃壁の穴で挿入する
のがより容易であるように、少なくとも２つのインター接続可能な部分から成る。このよ
うに、図３ｅは、２つの多少球面下位パーツ１０ｂから成っているボリューム・フィリン
グ装置を示し、１０ｃが好ましくはより小直径を有する部分に相互接続することを示す。
より小直径を有する部分は、可逆性機能を有する相互接続手段から成り、相互接続した下
位パーツ、１０ｂ、１０ｃの以降の切り離しを許容する。図の１０ｄに示されるように、
この種の手段は差込みソケット、ネジ接続等から成る。あるいは、より小直径を有する部
分は、例えば、下位パーツ１０ｂ、１０ｃのうちの１つに設けられている強力な係止フッ
クのような、固定相互接続から成り、下位パーツ１０ｂ、１０ｃの他のものにおいて設け
られている穴の端を係合する。
【００９７】
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　ボリューム・フィリング装置１０の構成は、１０ａ．、１つのくびれ部分に限られてい
ない。図３ｆでは、このように二つくびれ部分を有するボリューム・フィリング装置が示
される。
【００９８】
　ボリューム・フィリング装置の位置決めを容易にするために、ハンドルの形のアタッチ
メント手段等が、ボリューム・フィリング装置の外面に設けられる。その１つの実施例は
図３ｇに示され、ハンドル１０ｅの詳細図も示される。好ましい実施例において、アタッ
チメント手段は、ボリューム・フィリング装置１０の末端部に取り付けられる。ボリュー
ム・フィリング装置１０の表層に突出する部分が出るのを回避するために、ハンドル１０
ｅは、ボリューム・フィリング装置１０の外面と同じ高さに設置され、凹部１０ｆは、把
持工具または計測器（図３ｇに示されない）がハンドル１０ｅ周辺で安定した握持を成し
遂げることができるために配置される。
【００９９】
　ボリューム・フィリング装置は、ボリューム・フィリング装置を流体またはゲルを満た
、また空にするための管を備える。ボリューム・フィリング装置１０に流体またはゲルを
注入することによって、後述するように、ボリューム・フィリング装置は、膨張状態にふ
くらまされる。ボリューム・フィリング装置のサイズは、そこから流体またはゲルを異な
る貯蔵部の方へ動かすことによって調整することもできる。
【０１００】
　これに適応するボリューム・フィリング装置１０は、図３ｈに示される。１０ｇ管は、
ボリューム・フィリング装置に固定的に取り付けられる。この管は適切な計測器（図示せ
ず）または注入ポートに取り付けられることができる。以下に詳細に説明する。
【０１０１】
　固定的に取付けられた管を備える代わりに、ボリューム・フィリング装置１０は、別々
の管（この図に示されない）の接続に適応するインレットポート１０ｈを備える。
【０１０２】
　植設されたボリューム・フィリング装置がそれが収められる胃壁において適切にしっか
りと保たれることは、重要である。この目的で、ボリューム・フィリング装置は、嵌入部
の固定のために使用する縫合または要素を受信するために適応する一つ以上の貫通孔を備
えることができる。この種の実施例は図３ｊに示される。ここで、ボリューム・フィリン
グ装置１０はボリューム・フィリング装置上の突出しているフランジのような突出に設け
られている穴１０ｉの列を備えている。本実施例において、穴の列は、ボリューム・フィ
リング装置の縦軸に沿って伸びる。
【０１０３】
　図３ｋは、縫合１４がどのように胃壁１２ａ、穴１０ｉを通り抜けるようかを示してい
る。このような方法で、ボリューム・フィリング装置は、胃壁からつくられるポーチの場
所に固定され、摺動が防止される。
【０１０４】
　複数の穴が図３ｊにおいて例示されるが、一つの穴がボリューム・フィリング装置１０
をより良く固定できるよう改良されることが望まれるのはいうまでもない。
【０１０５】
　図３ｍは、１０ｈ、入口を備えているボリューム・フィリング装置を例示する。ボリュ
ーム・フィリング装置は、胃壁において収められ、インレットポート１０ｈは、患者の腹
部領域から、管または同類への接続に使える。
【０１０６】
　図３ｎは、入口の代わりに、固定管が１０ｇ、患者の腹部領域に達する収められたボリ
ューム・フィリング装置を例示する。
【０１０７】
　図３ｐは、図３ｍと類似の図であるが、また、インレットポート１０ｈおよびボリュー
ム・フィリング装置１０との間の、胃壁の１０ｇ接続管のトンネリングを例示する
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【０１０８】
　ボリューム・フィリング装置の形状が多くの異なる形をとることができることが示され
た。いうまでもなく、ボリューム・フィリング装置の素材も、さまざまなものが使える。
ボリューム・フィリング装置が、パリレンのような、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴ
ＦＥ）、またはポリウレタン層、またはこの種のコーティングの組合せ、すなわち多層膜
コーティングといった、コーティングを備えていることが好ましい。このコーティングま
たは多層膜コーティングは、ボリューム・フィリング装置の、例えば設置の際の抵抗とい
った点を改善する。
【０１０９】
　実施例において、ボリューム・フィリング装置は、膨張された状態に拡張可能な膨張可
能な装置から成る。この場合、膨張可能な装置は、流体のためのインレットポートを備え
ていて、胃鏡検査の計測器に接続する。この実施例は、現在図４ａ－図４ｄに関して詳述
する。
【０１１０】
　非膨張状態の膨張可能なボリューム・フィリング装置は、図４ａに示される。それは、
基本的にインレットポート１０ｈを有する風船のような、空気を抜かれた装置１０である
。そして、図４ｂにおいて示されるように、この状態で、膨張可能な装置は最高でも２、
３ミリメートルの直径を有し、それが胃鏡検査の、管のような計測器６００によって患者
の食道による胃に嵌入されることができる。計測器は、外側スリーブ６００ａと外側スリ
ーブへの相対的に長手方向に位置がずれることができる内側スリーブ６００ｂとを備えて
いる。内側スリーブは、その末端で、最先端６１５の形でカッターを備えている。後述す
るように以下において詳細で、この切刃が、胃壁に穴をあけるために用いられる。
【０１１１】
　計測器が胃壁に着くとき、図４ｃが示すように、内側スリーブは、１２ａ、外側スリー
ブのその位置から、そして、胃壁と接触して前方に持ってこられる。内側スリーブの最先
端６１５は、それから胃壁に穴をあけ、図４ｄ参照のように、この穴に、ボリューム・フ
ィリング装置１０の挿入を引き続き行う。穴を通してボリューム・フィリング装置を押す
ために、ピストン６０２が器具に設けられている。このように器具は、内側スリーブのポ
ジションから収縮するボリューム・フィリング装置１０を押し出すために適応するピスト
ン６０２から成り、この内側スリーブの外側のポジションに対するこのポジションは図４
ｂに示され、これは図４ｄに示される。
【０１１２】
　収縮するボリューム・フィリング装置１０を内側スリーブの最先端６１５から保護する
ために、更なる保護スリーブ（図示せず）は、ボリューム・フィリング装置周辺に設けて
もよい。
【０１１３】
　胃壁１２ａの外側上のボリューム・フィリング装置１０を収める腔内の方法は、図５ａ
－ｉに記載されている。まず最初に、図５ａにあるように、計測器６００、好ましくは胃
鏡検査の計測器は患者の口に嵌入される。計測器には、患者の胃に流体か装置を噴射する
注入装置６０１、６０２が設けられている。更に、計測器６００には、計測器の動作を制
御するために適応する制御装置６０６が設けられている。このために、二つジョイスティ
ック６０３および二つ制御ボタン６０４の形の図の図示した実施例で、制御装置６０６は
、一つ以上の操縦装置から成る。図５ｅ－図５ｉに示すように、ディスプレイ６０５は、
長形部材６０７の外端部に配置されるカメラ（図示せず）などを使って、胃内部で視聴の
ための光デバイスによって設けられている画像を表示して提供される。カメラは、長形部
材に沿って伸びている電線に接続し、遠位に、胃の内部を照らすための長形部材に配置さ
れる光源（図示せず）によって補助される。光デバイスは、長形部材に沿って配置されて
、胃の内部の外部の視聴のための患者の体から外へリードしている光ファイバから成るこ
とにもなる。
【０１１４】
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　器具は、食道に、そして、患者の胃に更に嵌入される。図５ｂ参照。計測器６００によ
って、穴１２ｂは、胃１２の壁において作成される。この目的で、図４ａ－図４ｄに関し
て上記の方法の実施例のために、計測器は、その末端で、一つ以上のカッター６１５を備
えている。これらのカッターは、例えば、管のような器具の中心の軸について回転してい
るギザギザのドラム・カッターなど、異なる方法で設計されることができる。
【０１１５】
　胃壁に穴をあけた後、器具６００の末端は、穴１２ｂに挿入され、それが胃壁１２ａの
外側まで達するように通される。これを図５ｃに示され、胃１２の側面図を示す。図５ｄ
には、線Ｖｄ－Ｖｄに沿っての図５ｃの胃の断面図が示される。
【０１１６】
　計測器６００は、胃壁の穴１２ｂ周辺で胃１２の外側上の「ポケット」または「ポーチ
」をつくるために適応する。次に、この種の計測器およびポーチを提供する方法について
説明する。
【０１１７】
　図５ｅ－図５ｉは、ボリューム・フィリング装置が配置される胃壁１２ａ材料のポーチ
をつくることによって患者の胃壁１２ａのボリューム・フィリング装置１０を収めるため
の胃鏡検査であるか腹腔鏡器具を示す。計測器（通常、６００と称される）そして、いず
れが、図４ａ－図４ｄに関して上記の特徴から成ることになるか、以下から成る近端部を
有する長形部材６０７、そして、末端（患者の食道のそれ未満の直径を有していて、患者
ののどで最初にその末端を有する可撓性長形部材６０７の導入を許容するために、例えば
可撓性の長形部材６０７）食道、そして、胃に、胃に対する１２は、１２ａを壁で囲う。
【０１１８】
　胃浸透装置またはカッター６１５は胃壁１２ａの穴をつくるために胃壁１２ａを透過す
るためにその末梢部のエヌで長形部材６０７に設けられている。そして、穴による長形部
材６０７の導入を許容する。胃底部壁１２ａが透過されたあと、胃浸透装置６１５は前記
胃浸透装置６１５を格納するために操作可能であるために適応することができる、本体の
範囲内で更に組織に損傷を与えないために。更なる計測器には、近位の側上の長形部材６
０７に設けられている特別な保持装置６０９が設けられて、浸透装置６１５ように構成さ
れている。
【０１１９】
　長形部材は長形部材が胃壁１２ａを透過したあと、膨張されるために適応する膨張可能
部材６１１から更に成る、そして、このことにより、空腔またはポーチの作成の援助はボ
リューム・フィリング装置６１０を保つために適応させた。膨張可能部材６１１は、可撓
性長形部材６０７の末端部周辺で円周上に設けられている膨張可能な円形の気球から成る
ことになる。
【０１２０】
　ボリューム・フィリング装置を収める際の方法ステップを以下に詳述する。器具６００
が胃１２に嵌入されたあと、胃浸透装置６１５は胃壁１２ａと接触して配置される。図５
ｅを参照。胃浸透装置またはカッター６１５は、胃壁の穴１２ｂを作成するために持って
こられ、その後、少なくとも、膨張可能部材６１１は、胃壁の穴１２ｂを通される。特別
な保持装置６０９は、それが胃壁１２ａに基本的に円形の当付け面を形成するために放射
状に膨張する保持状態に至るこのステップである。図５ｆを参照。このような方法で、胃
浸透装置６１５および胃壁の穴１２ｂによる膨張可能部材６１１の挿入は、図５ｆに示さ
れる位置に限られている。
【０１２１】
　そして、膨張可能部材６１１が膨らまされる。膨張可能部材が風船等から成る場合には
、空気または他の流体はそれに注入される。
【０１２２】
　膨張可能部材６１１から成っている長形部材６０７の部分は、図５ｇの矢印によって示
されるように、それから近位方向において格納され、そして、特別な保持装置６０９によ
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って作成される構造のようなバスケットまたはカップに胃壁６１２を引っ張る。
【０１２３】
　長形部材６０７に接続している装置として、または、別々の計測器として、縫合してい
るかステープルで留めている装置６０８が設けられている。縫合しているかステープルで
留めている部材に、縫合しているかステープルで留めている末端６１３が設けられ、それ
は、胃縫合またはステープル１４に胃によって空腔またはポーチを閉じるよう調整される
。
【０１２４】
　更なるステップ（図５ｈにおいて例示される）において、膨張可能なボリューム・フィ
リング装置１０は、構造のようなカップのその収縮状態に置かれる。ボリューム・フィリ
ング装置１０はそれからそのふくらんだか膨張された状態にふくらまされる。図５ｉを参
照。ボリューム・フィリング装置１０のこの膨張は、収縮するボリューム・フィリング装
置に流体またはゲルを注入することによって達成されることができる。それは硬化するこ
とができる材料を注入することによって達成されることもできる。それによって、中実の
装置１０を形成する。このように、５ｈおよび５ｉ図に示されるボリューム・フィリング
装置１０は流体でその後満たされる風船のような装置かゲルを例示することができる、ま
たは、あるいは、単に構造のようなカップに注入される素材は胃壁１２ａによって生じた
。
【０１２５】
　ボリューム・フィリング装置１０を満たすために用いる流体は、膨張可能な装置１０（
例えば食塩水）を満たすために適切ないかなる適切な流体でもありえた。もう一つの実施
例では、この流体が固体の状態に変わるために適応する流体であるときに、流体は液体ポ
リウレタンでありえた。
【０１２６】
　流体が等張性で、漏出を最小化するかまたは完全に排除するために、すなわち、それは
、人間の体液と同じ浸透性を有する。拡散を防止する他の方法は、大きな分子（例えばヨ
ウ素分子）から成る流体を提供することである。
【０１２７】
　胃に対する胃縫合または要素は、胃壁に取り付けられるボリューム・フィリング装置の
長期配置を固定するために人間の組織の中で成長を中で促進するために胃壁と接触してあ
るために適応して構造（例えば構造のようなネット）を呈している固定部を、好ましくは
備えている。
【０１２８】
　膨張可能な装置１０がふくらまされたあと、部分的に、または、完全に、ボリューム・
フィリング装置１０のインレットポート１０ｈ（５ｈおよび５ｉ、図に示されない）は封
止され、そして、器具６００は器具６００によって例えば、穴１２ｂ（適切な方法でその
後閉じる）から格納される。計測器はそれから胃６００から取り外され、膨らんだ状態の
膨張可能な装置１０は胃壁の外上の患者の胃壁部分によって収められる。これによって内
側胃量が減らされ、それによって、患者の食欲に影響を及ぼす。
【０１２９】
　一つ以上の上記したステップの間、好ましくは胃鏡検査の計測器によって、胃は、ガス
によってふくらまされることになる。
【０１３０】
　図５ａ－図５ｉに関して上記のボリューム・フィリング装置１０は、膨張可能なボリュ
ーム・フィリング装置と言われた。
いうまでもなく、缶でもある弾力を有する弾力的なボリューム・フィリング装置が、胃鏡
検査の計測器に挿入されるために、圧縮を許容する、そして、それは、計測器を残した後
に、膨張された状態に膨張する。
【０１３１】
　肥満を治療する装置の別の実施例は現在図６ａおよび図６ｂに関して記載されている。
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そして、ボリューム・フィリング装置がボリューム・フィリング装置のサイズを調整する
システムと共にその外側上の胃壁において収められる胃の断面図を示す。ボリューム・フ
ィリング装置は、図５ａ－図５ｈに関して上記の通りの膨張可能な装置であって、このよ
うに流体から成る。膨張可能な装置１０はこのように流体室を形成する。そこにおいて、
流体は流れることができる。膨張可能な装置はこのことにより、それが胃壁において占め
る体積を変えることができる拡張可能な室を形成する。それによって、油圧で、または、
空気作用により、調整された膨張可能な装置を形成する。
【０１３２】
　図６ａにおいて、流体のための注入ポート１６は、管の形で導管１８によって膨張可能
なボリューム・フィリング装置１０に接続している。膨張可能な装置１０は、このことに
より、好ましくは非侵襲的に、注入ポート１６から膨張可能な装置によって形成される室
まで液体または空気を移動することによって調整されるために適応する。皮下注射針等を
用いて、膨張可能な装置１０の流体の量はこのように調整されることができる。それによ
って、調節可能な装置の寸法を調整する。注入ポート１６が、単にボリューム・フィリン
グ装置１０を補充するために使われることもできる。
【０１３３】
　標準の貯蔵部１７は、いくつかの点で調整されることができる。
代替実施形態では、標準の貯蔵部１７は、手動で標準の貯蔵部を押圧することによって調
整される。換言すれば、標準の貯蔵部は、貯蔵部の壁を移動することによって調整される
。標準の貯蔵部が皮下に配置されることはそれから好まれる、そして、非侵襲性の規則は
このことにより成し遂げられる。
【０１３４】
　類似の実施例は、図６ｂに示される。しかしながら、本実施例において、注入ポート１
６は、管１８を介してボリューム・フィリング装置１０と連結している流体の調節可能な
標準の貯蔵部１７と置き換えられた。標準の貯蔵部１７が押圧されるときに、その体積は
減少する、そして、作動液は貯蔵部から導管または管１８を介して膨張可能な装置１０に
よって形成される室まで移動する。そして、膨張可能な装置１０を増大するかまたは膨張
する。このような方法で、ボリューム・フィリング装置は、手術後に非侵襲的に調節可能
である。
【０１３５】
　いうまでもなく、液圧動作の代わりに、空気の動作が使われることができる。そこにお
いて、作動液の代わりに空気は膨張可能な装置１０によって形成される標準の貯蔵部およ
び室との間に移動する。患者がそれが好ましくは圧縮されて抑えて、再び押圧した後に発
表する貯蔵部を圧縮する場合、好ましい標準の貯蔵部は、それを所望の位置に保つために
、係止位置を有する。
【０１３６】
　いかなる種類もの作動溶液が、膨張可能な装置のために用いられることになる。作動溶
液は、機械的に両方ともによってドライブされることになって、同じく手動でいかなるモ
ーターまたはポンプで駆動されることになる。
【０１３７】
　もう一つの実施例では、図７に示されて、モーター４０は、標準の貯蔵部１７の壁を移
動するために適応する。駆動された標準の貯蔵部１７は、それから患者の腹部に、好まし
くは置かれる。本実施例における、外部エネルギー伝送装置３４の無線外部の遠隔制御ユ
ニットを形成しているパートが非侵襲性に実行するために設けられていることができるこ
と標準の本実施例の、エネルギーを消費している動作装置を供給するために適応するエネ
ルギー変換装置３０を経たモーターの中でモーター４０がエネルギーによって電力供給を
経て３２に線をひくこと。
【０１３８】
　遠隔制御はワイヤレス・エネルギー送信機から成ることになる。それによって、非侵襲
性の調節はエネルギー送信機によって実行される。標準のものは遠隔制御によって実行さ
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れるときに、調整している装置を駆動するための内部電力源は設けられている。内部エネ
ルギー源は、例えば充電可能な植設された電池またはコンデンサまたはエネルギーが患者
の身体の外側で伝えた無線を受信する装置でありえる。図２２－図４１を参照して膨張可
能な装置１０を調整することの異なる方法について下記説明する。
【０１３９】
　更に別の実施例（Ｆｉｇ．８に示される）において、肥満を治療する装置はポンプ４４
から成る。そこにおいて、貯蔵部は貯蔵部から膨張可能な装置によって形成される室まで
流体または空気をポンプでくんでいるポンプ４４によって制御される。図２２－図４１を
参照してこのポンプの異なる構成について下記説明する。
【０１４０】
　それでも、肥満を治療する装置の別の実施例は現在図９に関して記載されている。そし
て、それは肥満の治療を受ける患者の胃１２を示す。この実施例は図７に関して上記のも
のと類似している、そして、装置は患者の胃１２の壁１２ａにおいて収められる膨張可能
な装置１０の形でボリューム・フィリング装置から成る。しかしながら、この場合、嵌入
部は基底部（すなわち胃の上部）において実行された。ここで、胃壁のレセプタの数は大
きい、そして、膨張可能な装置は胃底部壁の一部の伸びている装置として機能する。
【０１４１】
　流体のための標準の貯蔵部１７は、管の形で導管１８によって膨張可能な装置に接続し
ている。膨張可能な装置１０は、このことにより、好ましくは非侵襲的に、標準の貯蔵部
１７から膨張可能な装置１０によって形成される室まで液体または空気を移動することに
よって調整されるために適応する。すなわち、膨張可能な装置１０で標準のものは好まし
くは逆転するサーボモータから成る。そして、少ない体積は患者の指によって例えば作用
される、そして、この少ない体積はよりかなりの体積（すなわち標準の貯蔵部１７）と関
連してある。
【０１４２】
　このように、膨張可能な装置１０は胃壁の外に配置されて、伸縮し胃底部壁の一部に適
応する。それによって、患者の食欲に影響を及ぼす。伸びている装置の寸法を増大するこ
とによって、膨張可能な伸びている装置１０の円周が増加したということで、膨張可能な
伸びている装置１０を囲んでいる胃底部壁１２ａが伸ばされる。伸びているこれによって
、胃壁のレセプタは胃が完全なことを示す。それによって、患者に満腹感の感覚を引き起
こす。対応して、伸びている装置１０が契約されるときに、レセプタは胃が完全でないこ
とを示す。それによって、空腹感の感覚を戻す。この実施例が胃食品空腔量を減らすこと
および胃壁の伸びている一部の効果を結合することはいうまでもない。それによって、処
理効果を増加させる。
【０１４３】
　伸びている装置１０の伸縮は、患者の直接の制御中で実行されることができる。あるい
は、伸縮は、予めプログラムされた予定通りに実行されることができる。
【０１４４】
　好ましい実施例において図１０に示されて、センサ１９は、適切な位置で、例えば食道
で設けられている。膨張可能な伸びている装置の形のボリューム・フィリング装置１０は
、図９に示されるものと類似している。一つ以上のセンサを提供することによって、膨張
可能な伸びている装置の形のボリューム・フィリング装置１０のサイズが胃の食品空腔に
入っている食品の量に応じて調整されるという点で、肥満を治療する装置は自動化される
ことができる。流体は、このことにより膨張可能なボリューム・フィリング装置１０およ
び流体リザーバ１５との間に移動する。
【０１４５】
　肥満を治療する装置は、還流を扱う更なる相関性を有することができる。この機能を有
する実施例は図１１ａに示される。そこにおいて、ボリューム・フィリング装置１０は胃
壁終わりにおいて収められる、そして、少なくとも部分的に上で、患者が立った姿勢にお
いてあって、固定（例えば縫合または要素１４ａ．）によって噴門域２６より上に位置に
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固定するときに、患者は噴門２６である。例えば、横隔膜の筋肉または他の筋組織に対す
る直接的または間接的な固定は、設けられていることになる。変形例として、Ｈｉｓの角
度より上の、そして、の近くの食道に対する直接的または間接的な固定は、設けられてい
ることができる。この別の実施例において、ボリューム・フィリング装置１０は植設され
るときに基底部の胃壁に対して位置で休む、そして、噴門が胸部腔（逆流症が防止される
それによって）にすべって転ぶのを防止されるように、それはまた、噴門および横隔膜の
筋肉との間に噴門域２６より上に体積を満たす。
【０１４６】
　この好ましい実施例において、逆流症および肥満を治療する装置は、運動規制装置３１
０を形成するために適応する２つ以上の運動規制装置セグメントから成る。本実施例にお
いて、複数の球状運動規制装置セグメントが外部層またはシェルの形で運動規制装置セグ
メントに含まれる小さいボールの形である。そして、それは好ましくは弾力的であるか可
撓性である。このような方法で、外部層は別々の一部として胃に挿入されることができる
。そして、それはその後複数の小さいか、好ましくは球状であるか、多面運動規制装置セ
グメントで満たされる。この方法は、図５９ａ－図５９ｃに関して下で説明される。
【０１４７】
　運動規制装置３１０に複数の運動規制装置セグメントを提供することによって、運動規
制装置３１０は、すぐに、それが収められる胃の動きに適応させる。
【０１４８】
　代替実施形態では、小さい運動規制装置セグメントは、嵌入されるかまたは以前いかな
る収集外部層もまたはシェルのない患者の胃壁の一部によってつくられるポーチに噴射さ
れる。この実施例は、図１１ｂにおいて例示されて、図５９ａ－図５９ｃに関して後述す
る方法に対応する。
【０１４９】
　近位のパート３１０フィートにおいてより安定である運動規制装置を提供するために、
この一部は、末梢部３１０フィートと異なる構成でできていることがありえる』。このよ
うに、図１１ｃの図示した実施例で、近位のパート３１０フィート（噴門域１４ｃより上
に位置に固定する）はより大きなボール形の一部または部分から成る。その一方で、末梢
部のものは３１０フィートを分ける』複数の小さい運動規制装置セグメントを成る。この
実施例は、より適合できる末梢部３１０フィートを有する還流を防止するために使用する
安定な近位のパート３１０フィートの効果を結合する』肥満を治療するためのボリューム
・フィリング装置として使われる。通常、近位で遠位一部は、各々から独立している異な
る構成および内容を有することができる。この内容は、固体および流体含有量（例えば流
体を強化しているかまたは減らしている摩擦）の混成でありえる。
【０１５０】
　この種のボリューム・フィリング装置１０が、エレクトロニクスおよび／またはエネル
ギー源および／または作動液を保つために使われることになる。その装置からの作動液は
、胃壁のいかなる可能なより永続的な伸びている効果も回避して時々伸びている領域を変
化させるために、いくつかのより小さい中空装置域に配布されることになる。機械的にさ
え、いくつかの伸びている領域が、使われることになる。
【０１５１】
　別の実施例（図１２に示される）において、膨張可能なボリューム・フィリング装置１
０の量は、一つ以上の好ましくはより小型膨張可能な装置または室５０を有する流体接続
においてあることになる。これらの室は、室との間に移動している流体または空気と通信
するために適応する。
【０１５２】
　このように、大きな室１０は適応する、減少するためのボリューム・フィリング装置で
あるその主要容量については、食品空腔の、そして、逆流症およびものを扱うためのサイ
ズまたはいくつかの小さい室は肥満を治療するために膨張可能な装置として機能するため
に適応する。そこにおいて、主チャンバは更にこのことにより、肥満を治療して胃壁の伸
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びている効果が生じている小さい室に流体または空気と通信するために適応する。
【０１５３】
　図１３－図１６において、本部または胃および伸びている装置の下部に収められるボリ
ューム・フィリング装置の組合せを実施している異なる実施例は、患者の胃の上部または
基底部において入った。このように、図１３で、調節可能なボリューム・フィリング装置
１０は示される。そして、それは患者の胃１２の胃壁に収められる。加えて、先に述べた
機能を有する調節可能なストレッチング装置５０は、患者の胃底部壁に収められる。ボリ
ューム・フィリング装置１０がストレッチング装置５０より実質的に大きいことが好まし
い。
【０１５４】
　ボリューム・フィリング装置１０およびストレッチング装置５０は第１の流体管５２か
ら成っている流体通信デバイスを介して各々を有する流体連通においてある。そこにおい
て、ポンプ５４は設けられている。ポンプ５４はエネルギー変換装置３０から制御中であ
る。そして、それは電力供給第５６行を介してポンプ５４にエネルギーを供給するために
適応する。食物摂取が検出されることができるように、エネルギー変換装置３０は患者の
食道において設けられているセンサ１９にも接続している。
【０１５５】
　ボリューム・フィリング装置１０およびストレッチング装置５０は第２の流体管５８を
介して各々を有する流体連通においてもある。そして、それは好ましくは、第１の流体管
５２より少ない断面積を有する。
【０１５６】
　この装置の動作は、以下の通りである。ボリューム・フィリング装置１０は上記した実
施例のように機能する。すなわち、それが患者の胃１２の食品空腔のサイズを減らすので
ある。加えて、ストレッチング装置５０がボリューム・フィリング装置１０から、そして
、ポンプ５４によるストレッチング装置５０にポンピング流体によって増大されるときに
、壁がそうである胃底部は伸びた。そして、患者のための満腹感の感覚を引き起こした。
このように、例えば、食物摂取がセンサ１９によって検出されるときに、流体は満腹感の
感覚を増加させて、このことにより食物摂取を制限するためにストレッチング装置５０に
自動的にポンプで送りこまれる。
【０１５７】
　流体がストレッチング装置５０に注入されるときに、その中の内圧はボリューム・フィ
リング装置１０の内圧より高い。圧力のこの違いは、ストレッチング装置５０からボリュ
ーム・フィリング装置１０まで第２の、好ましくはより細い管５８の流体の流れを引き起
こす。流れ率は、とりわけ圧力の違いおよび第２の管５８の断面積で測定される。第２の
管がこうして必要な大きさにされることが、流体が満腹感の感覚を引き起こすためにスト
レッチング装置５０に注入されたあと、ボリューム・フィリング装置１０およびストレッ
チング装置５０の圧力が３時間後に平衡に戻ることが、好まれる。
【０１５８】
　本実施例において、第２の管５８の機能は、流体が伸びている手段５０からボリューム
・フィリング装置１０に返ることができることである。この機能も第１の管５２のポンプ
５４によって実行されることができる、そして、第２の管５８がそれから省略されること
ができることはいうまでもない。
【０１５９】
　図１４は、図１３において例示されるものと類似の実施例を例示する。このように、調
節可能なボリューム・フィリング装置１０は設けられている。そして、それは患者の胃１
２の胃壁において収められる。加えて、先に述べた機能を有する調節可能なストレッチン
グ装置５０は、患者の胃底部壁において収められる。ボリューム・フィリング装置１０が
ストレッチング装置５０より実質的に大きいことが好ましい。
【０１６０】
　ボリューム・フィリング装置１０およびストレッチング装置５０は第１の流体管５２お
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よび第２の流体管を介して各々を有する流体連通においてある。そして、それは好ましく
は、第１の管より少ない断面積を有する。しかしながら、ポンプの代わりに、付勢された
ポンプの代わりに第１の流体管５２の一方向性弁６０は、設けられている。この一方向性
弁６０は、ボリューム・フィリング装置１０からの方向の流れに、そして、伸びている装
置１０に悪韻文でなく流体を許容する。これは、この実施例が完全に非付勢されることに
なることを意味する。その代わりにそれは、以下の原理に従って作動する。
【０１６１】
　胃１２の食品空腔が基本的に空のときに、平衡の様相がボリューム・フィリング装置１
０の内圧およびストレッチング装置５０の間にある。この状態で、すなわち、伸びている
装置はｎｏｎ－ｓｔｒｅｔｃｈ状態においてある。そして、それは伸びない胃底部壁の中
で一部、そして、このように満腹感の感覚を作成しない。
【０１６２】
　患者が食べ始めるときに、食品は胃１２の食品空腔に入る。このことによって、ボリュ
ーム・フィリング装置１０が収められる、そして、その中の内圧が増加する胃壁への増加
した圧力をつくる。また、胃壁筋肉は収縮によって食品空腔の食品を加工し始める。そし
て、それはまた、ボリューム・フィリング装置１０の増加した内圧に貢献する。
【０１６３】
　ストレッチング装置５０の内圧が基本的に不変のままであるので、食品が胃壁への圧力
を振るっていない所でそれが胃１２の上部に位置するので、流体の流れはボリューム・フ
ィリング装置１０から、そして、ストレッチング装置５０に方向の第１および第２の流体
管５２、５８によってつくられる。このは次々にストレッチング装置５０量を増加させる
、それ、伸びることによって、胃底部壁は満腹感の感覚を患者に提供する。
【０１６４】
　ストレッチング装置５０から第２の管５８によるボリューム・フィリング装置１０への
流体の流れは、図１３に関して上記の通りに平衡にこれらの装置の圧力を戻す。
【０１６５】
　図１５は実施例を例示する。そして、それは注入ポート１６の追加を有する以外図１４
に示されるものと類似している。そして、それがボリューム・フィリング装置１０および
ストレッチング装置５０から成っている流体系を補充するために、または、あるいは、能
動的にそのサイズを調整するために使われる。
【０１６６】
　同様に、図１６はストレッチング装置５０が手動で患者の皮膚の下で皮下に設けられて
いる調整貯蔵部を押圧することによって能動的に調整されることができる実施例を例示す
る。そして、図９の図示した実施例と同様である。このように、流体のための標準の貯蔵
部１７は、管の形で導管１８によって膨張可能な装置に接続している。ストレッチング装
置５０は、このことにより、非侵襲的に、標準の貯蔵部１７から膨張可能な装置によって
形成される室まで液体または空気を移動することによって調整されるために適応する。す
なわち、ストレッチング装置５０で標準のものは好ましくは逆転するサーボモータから成
る。そして、少ない体積は患者の指によって例えば作用される、そして、この少ない体積
はよりかなりの体積と関連してある。
【０１６７】
　ボリューム・フィリング装置１０の他の配置は図１７ａおよび図１７ｂに示される。そ
こにおいて、図１７ｂは線ＸＶＩＩｂ　―　ＸＶＩＩｂ　―　に沿って図１７ａに示され
る胃による断面図を示す。そこで、例えば胃鏡または類似のｉｎｔｒａｌｕｍｉｎａｒ計
測器を介して、ボリューム・フィリング装置１０は胃１２の壁に置かれるために適応する
、そして、１２ａ．、胃壁の内部に載置される。膨張可能な装置は、縫合または要素１４
（中で図２ａおよび２ｂの実施例のような）によって収めるように保たれることができる
。本実施例において、穴は、胃壁において必要でない。その代わりに、ボリューム・フィ
リング装置１０を提供する方法は次の工程から成ることができる。そして、それは嵌入部
計測器を示している図１８ａ－図１８ｉに関して説明される
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【０１６８】
　通常、６３０と称される嵌入部計測器は、図５ａ－図５ｉ．に関して上記の長形部材６
０７と類似の細長い管部材６３２から成る。このように、それは制御装置６０６に接続し
ていることができる。図５ａ参照。嵌入部計測器６３０は穿孔された吸入部６３４から更
に成る。そして、それは好ましくは延長される。吸入部６３４は複数の小開口６３６を呈
する。そして、それに、空気は管部材６３２の吸入を提供することによって吸引される。
この吸入効果は胃壁の一部の「ポケット」または「ポーチ」をつくるために用いる。そし
て、通常、１２ａ．と称される。
【０１６９】
　換言すれば。そのとき、吸入部６３４の先端は胃壁１２ａに対して押圧される　―　図
１８ａが知る　―　小さい凹部は、そこにおいて、形成される。吸入部６３４が胃壁１２
ａに対して更に押圧されるときに、　―図１８ｂ参照―　より大きな凹部は、形成される
。凹部を形成する胃壁１２ａの部分は、吸入効果のため、嵌入部計測器６３０の吸入部分
６３４に付着する。吸入部６３４が胃壁１２ａに更に押圧されるにつれて、　―図１８ｃ
参照―　全ての吸入部６３４が凹部に埋められるまで、より深い凹部は形成される。図１
８ｄ参照。
【０１７０】
　凹部の端は固定要素６３８および吸入部によって現段階で固定する計測器から取り除く
、図１８ｅを参照。圧縮弾力的なボリューム・フィリング装置１０は凹部にその後嵌入さ
れると、例えば図４ｄに関して上記の方法で、図１８ｆ参照。この圧縮ボリューム・フィ
リング装置はそれからその最終形状に膨張される　―図１８ｇ参照―　ポーチが要素を縫
合するかまたは固着によってステープルで留めることによって封止される所で、図１８ｈ
を参照。
【０１７１】
　図２－図１６に関して上記の全ての変形例は、ボリューム・フィリング装置が胃壁の内
部に収められる実施例に図１７および図１８に関して、すなわち、記載されている実施例
に適用もできる。
【０１７２】
　図１９ａ－図１９ｊは、患者の胃壁１２にボリューム・フィリング装置１０を係合する
方法ために、計測器を示す。計測器は、胃鏡（ｉｎｔｒａｌｕｍｉｎａｒ手順において使
用する）のような狭い管形の物体または腹腔鏡手順において使用する腹腔鏡トロカールで
挿入されるために適応する。計測器は、複数のリング形の部材から成っている構造によっ
て可撓性であるために適応する長形部材６５０から成る、しかしながら、前記長形部材６
５０が可撓性であるか可調材料でできている前記長形部材６５０によって可撓性であるた
めに適応することは、等しく考えられる。外側またはその内部から、長形部材６５０は、
本体に嵌入されて、患者の胃壁１２に近接して配置される。長形部材６５０は、機械式つ
かんでいる部材または真空によって胃を保つために適応する特別な保持装置６５１を備え
ている。特別な保持装置６５１は第１のジョイント６５２および第２のジョイント６５３
から成る、特別な保持装置６５１を使用可能にする長形部材６５０に関して操作可能で、
そして、このことにより、機械式つかんでいる部材から成っている保持装置６５１または
患者の胃壁１２と接触して吸引装置要素の一部を配置する。患者の胃壁１２と接触して配
置されるときに、図１９ｂは特別な保持装置６５１を示す。そして、それの後、胃壁１２
を占拠するために、特別な保持把手６５１は胃壁１２につながる。長形部材６５０から押
しているロッド６５４を前進させるステップが実行されるときに、図１９ｃは計測器を示
す。押しているロッド６５４は、その空腔またはポーチをつくるために、胃壁１２を押す
。図１９ｄは、計測器が図１９ａ－図１９ｃに関して９０を回したことを示す。この図は
長形部材６５０の２つの側に使用可能な状態で取り付けられて、胃壁１２と接触してある
特別な保持把手６５１ａ，ｂを示す。そして、押しているロッド６５４が空腔またはポー
チをつくるために押すにつれて、胃壁１２を占拠する。押しているロッド６５４が胃壁１
２を所望の位置の方に押すときに、特別な保持装置６５１ａ，ｂは押しているロッド６５
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４の方へ進んで、このことにより空腔またはポーチを閉じる。
【０１７３】
　空腔またはポーチがつくられたあと、それは封止されることを必要とする。図１９ｆは
、長形部材６５０から縫合またはステープルで留める装置６５５の発達を示す。縫合また
はステープルで留める装置６５５は、縫合またはステープルで留める装置が胃壁１２を縫
合するかステープルで留め、胃の縫合またはステープル１４の封止を行った後、胃壁との
関連で位置を決められる。計測器は患者の胃壁１２に沿って移動する、そして、このこと
により、図１９ｇおよび図１９ｈに示すように、空腔またはポーチはつくられて、計測器
を使用して封止される。空腔またはポーチまたは所望のサイズがつくられて、封止される
ときに、挿入部材６５６は長形部材６５０から前進する。本出願の初期に記載されている
につれて、挿入部材６５６は膨張可能なボリューム・フィリング装置１０を嵌入するため
に適応する。挿入部材６５６が空腔またはポーチに置かれたあと、ボリューム・フィリン
グ装置１０は挿入部材６５６で、そして、加圧流体またはガスによる空腔またはポーチに
嵌入される、または、機械式前進部材が前記膨張可能なボリューム・フィリング装置１０
を空腔またはポーチに押し込む。挿入部材は、それから胃縫合または要素１４に流体また
はガスを有する膨張可能なボリューム・フィリング装置およびポーチを使用している胃の
最終的な部分の封止をふくらます。記載されている実施例は、膨張可能なボリューム・フ
ィリング装置を嵌入する方法を説明する、しかしながら、ボリューム・フィリング装置１
０が弾性体でできているボリューム・フィリング装置１０によって拡張可能であることは
、等しく考えられる。
【０１７４】
　図２０ａ－図２０ｆは、患者の胃壁１２にボリューム・フィリング装置１０を係合する
方法ために、計測器を示す。計測器は、胃鏡（ｉｎｔｒａｌｕｍｉｎａｒ手順において使
用する）のような狭い管形の物体または腹腔鏡手順において使用する腹腔鏡トロカールで
挿入されるために適応する。計測器は、複数のリング形の部材から成っている構造によっ
て可撓性であるために適応する長形部材６６０から成る、しかしながら、前記長形部材６
６０が可撓性であるか可調材料でできている前記長形部材６６０によって可撓性であるた
めに適応することは、等しく考えられる。外側またはその内部から、長形部材６６０は、
本体に嵌入されて、患者の胃壁１２に近接して配置される。長形部材６６０は、機械式つ
かんでいる部材または真空によって胃を保つために適応する複数の特別な保持装置６６１
を備えている。特別な保持装置６６１は、係合リング６６２によって長形部材６６０と一
緒に位置に閉じ込められる。前記係合リング６６２が取り外されるときに、特別な保持装
置は漏斗形の装置に膨張するために可撓性材料末端前傾向でできている。その煙突の装置
が拡張可能な状態を形づくったと考えている特派員は、図２０ｂに示される。患者の胃壁
１２と接触して配置されるときに、更なる図２０ｂは特別な保持装置６６１を示す。そし
て、それの後、胃壁１２を占拠するために、特別な保持把手６６１は胃壁１２につながる
。長形部材６６０から押しているロッド６６４を前進させるステップが実行されるときに
、図２０ｃは計測器を示す。押しているロッド６６４は、その空腔またはポーチをつくる
ために、胃壁１２を押す。押しているロッド６６４が胃壁１２を所望の位置の方に押すと
きに、装置６６１を保っているスペシャルは押しているロッド６６４の方へ進んで、この
ことにより空腔またはポーチを閉じる。
【０１７５】
　空腔またはポーチがつくられたあと、それは封止されることを必要とする。図２０ｄは
、長形部材６６０から縫合しているかステープルで留めている装置６６５の発達を示す。
縫合しているかステープルで留めている装置６６５は、縫合しているかステープルで留め
ている装置６６５が縫合することで始まる壁１２またはステープルで留めることを胃と関
連して配置される、胃縫合または要素１４に胃の封止を作成して、胃壁１２。その後で、
挿入部材６６６は長形部材６６０から前進する、そして、特別な保持装置６６１は格納さ
れる。本出願の初期に記載されているにつれて、挿入部材６６６は膨張可能なボリューム
・フィリング装置１０を嵌入するために適応する。挿入部材６６６が空腔またはポーチに
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置かれたあと、ボリューム・フィリング装置１０は挿入部材６６６で、そして、加圧流体
またはガスによる空腔またはポーチに嵌入される、または、機械式前進部材が前記膨張可
能なボリューム・フィリング装置１０を空腔またはポーチに押し込む。挿入部材６５６は
、それから胃縫合または要素１４に流体またはガスを有する膨張可能なボリューム・フィ
リング装置およびポーチを使用している胃の最終的な部分の封止をふくらます。記載され
ている実施例は、膨張可能なボリューム・フィリング装置１０を嵌入する方法を説明する
、しかしながら、ボリューム・フィリング装置１０が弾性体でできているボリューム・フ
ィリング装置１０によって拡張可能であることは、等しく考えられる。胃縫合または要素
１４に胃によって封止される空腔またはポーチで、ボリューム・フィリング装置１０が胃
壁１２において収められるにつれて、図２０ｆはボリューム・フィリング装置１０を示す
。
【０１７６】
　図２１ａは、胃壁１２への適用の実施例のいずれかに従ってボリューム・フィリング装
置を係合する方法で使用する計測器を示す。計測器は、複数のリング形の部材から成って
いる構造によって可撓性であるために適応する長形部材６７０から成る、しかしながら、
前記長形部材６７０が可撓性であるか可調材料でできている前記長形部材６７０によって
可撓性であるために適応することは、等しく考えられる。その内部から、長形部材６７０
は、本体に嵌入されて、患者の胃壁１２に近接して配置される。胃穿通部材６７２は長形
部材６７０の末端に置かれる。そして、切削作業が遂行されたあと、ｒｅｔｒａｃｔａｂ
ｌｙに、本体の組織を鋭い穿通部材６７２またはカッター６７２から保護するために適応
する保護スリーブ６７３に固定する。
【０１７７】
　切削作業が遂行されたあ。図２１ｂは長形部材６７０から成っている計測器を示す、そ
して、胃穿通部材またはカッター６７２は保護スリーブ６７３に格納された。案内導線６
７１は腹部によって長形部材６７０で、胃壁１２において作られる穴で、そして、外に押
されて、患者皮膚の内部に配置される。そして、それは案内導線６７１が腹部を出ること
を可能にするために外側から透過される。案内導線６７１はそれから、導管１８を導くた
めに用いることができる、または、導線はその内部から胃に置かれているボリューム・フ
ィリング装置１０に付属した。導管１８を有するボリューム・フィリング装置１０または
本出願の実施例のいずれかによるボリューム・フィリング装置１０である電気的リード。
導管１８または電気的リードを導くことは、腹部の外側から患者の体内に皮下に配置され
る制御装置４２に、導管１８または電気的リードの付属品を使用可能にする。
【０１７８】
　図２２は、患者の腹部に置かれる本発明のボリューム・フィリング装置から成っている
装置１０から成っている疾患を治療するシステムを例示する。植設されたエネルギー変換
装置１００２は、電力供給第１００３行を介して装置のエネルギーを消費している構成要
素にエネルギーを供給するために適応する。非侵襲的に装置１０に付勢する外部エネルギ
ー－トランスミッション装置１００４は、少なくとも一つの無線エネルギー信号によって
エネルギーを伝動する。植設されたエネルギー変換装置１００２は、電力供給第１００３
行を介して供給される電力量に、エネルギーを無線エネルギー信号から変える。
【０１７９】
　例えば、植設されたエネルギー変換装置１００２は、他の構成要素から成ることにもな
る：信号およびエネルギーの受信および／または伝達のためのコイル、受信のためのアン
テナおよび／または信号、マイクロコントローラ、充電制御装置の伝送は任意にエネルギ
ー記憶、例えばコンデンサ、１またはより多くのセンサ（例えば温度センサ、圧力センサ
、位置センサ）から成るセンサその他に合図をする。そして、トランシーバ（モーター）
が任意に、医療インプラントの動作を制御するためのモータコントローラ、ポンプおよび
他のパーツを含む。
【０１８０】
　無線エネルギー信号は、以下から選択される波信号を含むことになる：音波信号、超音
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波信号、電磁波信号、赤外線の光信号、可視光信号、紫外光信号、レーザー光信号、ミク
ロ波信号、電波信号、Ｘ線放射線信号およびガンマ放射線は、信号を送る。あるいは、無
線エネルギー信号は、電気的であるか磁気分野または合わせた電気的で磁気フィールドを
含むことになる。
【０１８１】
　ワイヤレス・エネルギー－トランスミッション装置１００４は、無線エネルギー信号を
運ぶための搬送波信号を送信することになる。この種の搬送波信号は、デジタル、類似体
またはデジタルでアナログの信号の組合せを含むことになる。この場合、無線エネルギー
信号は、アナログであるかデジタル信号または類似体およびデジタル信号の組合せを含む
。
【０１８２】
　一般的に言って、エネルギー変換装置１００２は第２の形のエネルギーにエネルギー－
トランスミッション装置１００４によって送信される第１の形の無線エネルギーを変換し
て提供される。そして、それは概して第１の形のエネルギーと異なる。植設された装置１
０は、第２の形のエネルギーに応答して操作可能である。エネルギー変換装置１００２が
第２の形エネルギーにエネルギー－トランスミッション装置１００４によって伝動される
第１の形エネルギーを変換するにつれて、エネルギー変換装置１００２は第２の形エネル
ギーを有する装置を直接駆動することになる。システムは植込み型アキュムレータを更に
含むことになる。そこにおいて、第２の形エネルギーがアキュムレータに充電するために
部分的に少なくとも使われる。
【０１８３】
　あるいは、無線エネルギーがエネルギー－トランスミッション装置１００４によって伝
動されているにつれて、エネルギー－トランスミッション装置１００４によって伝動され
る無線エネルギーは直接装置を駆動するために用いることになる。システムが装置を作動
する動作装置から成る所で、後述するように、エネルギー－トランスミッション装置１０
０４によって伝動される無線エネルギーは装置の動作のための運動エネルギーをつくるた
めに直接動作装置を駆動するために用いることになる。
【０１８４】
　第１の形の無線エネルギーは音波から成ることになる、そして、エネルギー変換装置１
００２は音波を電力量に変えるための圧電素子を含むことになる。第２の形のエネルギー
は、直接的な現在であるか脈動している直流（または直流および脈動している直流の組合
せ）または交流の形の電力量または直接的で交流電流の組合せから成ることになる。通常
、装置は、電気エネルギ源によって付勢される電気部品から成る。システムの他の移植可
能な電気的な構成要素は、装置の電気的な構成要素と関係がある少なくとも一つの電圧レ
ベル・ガードまたは少なくとも一つの定電流源ガードであることになる。
【０１８５】
　任意には、第１の形のエネルギーのうちの１つおよび第２の形のエネルギーは、磁気エ
ネルギー、運動エネルギー、しっかりしたエネルギー、化学エネルギー、放射エネルギー
、電磁気エネルギ、写真エネルギー、原子力エネルギーまたは熱エネルギーから成ること
になる。エネルギーの第１の形および第２の形のうちの１つは、磁性がなくて、非運動で
、非化学で、非音、非核または非サーマルであることが好ましい。
【０１８６】
　エネルギー－トランスミッション装置は患者の体の外側でから電磁気の無線エネルギー
をリリースするために制御されることになる、そして、リリースされた電磁気の無線エネ
ルギーが装置を作動するために使われる。あるいは、エネルギー－トランスミッション装
置は患者の体の外側でから磁性がない無線エネルギーをリリースするために制御される、
そして、リリースされた磁性がない無線エネルギーが装置を作動するために使われる。
【０１８７】
　外部エネルギー－トランスミッション装置１００４も、非侵襲的に装置を制御するため
の無線制御信号を送信するための外部信号送信機を有するワイヤレス遠隔制御装置を含む
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。制御信号は植設されたエネルギー変換装置１００２に取り入れられることになる植設さ
れた信号受信器によって受け取られる、または、そこの抜刷りである。
【０１８８】
　無線制御信号は、頻度（振幅）を含むことになるかまたは被変調信号またはそれらの組
み合わせを段階的に実行することになる。あるいは、無線制御信号は、アナログであるか
デジタル信号または類似体およびデジタル信号の組合せを含む。あるいは、無線制御信号
は、電気的であるか磁気分野または合わせた電気的で磁気フィールドから成る。
【０１８９】
　ワイヤレス遠隔制御装置は、無線制御信号を担持するための搬送波信号を送信すること
になる。この種の搬送波信号は、デジタル、類似体またはデジタルでアナログの信号の組
合せを含むことになる。制御信号がアナログであるかデジタル信号または類似体およびデ
ジタル信号の組合せを含む所で、ワイヤレス遠隔制御装置は好ましくは、デジタルである
かアナログ制御信号を担持するための電磁気の搬送波信号を送る。
【０１９０】
　図２３は装置１０（電力供給第１００３行を介して装置１０を駆動しているエネルギー
変換装置１００２）を示しているより分化していないブロック図の形で図２２のシステム
を例示する、そして、外部エネルギー－トランスミッション装置１００４（患者の皮膚１
００５）は、通常、垂直線によって示されて、外部からの線の左側への線の右側に患者の
内部を切り離す。
【０１９１】
　図２４は図２３のそれと同一の本発明の実施例を示す。但し、次の場合は除く－例えば
分極化するエネルギーにもよって操作可能な電気スイッチ１００６の形の後退している装
置は装置１０を逆転させるための患者に植設される。スイッチが分極化するエネルギーに
よって作動されるときに、外部エネルギー－トランスミッション装置１００４のワイヤレ
ス遠隔制御装置はキャリーがエネルギーを分極化させたという無線信号を送る、そして、
植設されたエネルギー変換装置１００２は無線分極化するエネルギーを電気スイッチ１０
０６を作動するための分極化する電流に変える。電流の両極性が植設されたエネルギー変
換装置１００２によって移されるときに、電気スイッチ１００６は装置１０によって実行
される機能を逆転させる。
【０１９２】
　図２５は図２３のそれと同一の本発明の実施例を示す。但し、次の場合は除く－装置１
０を作動するための患者に植設される動作装置１００７は植設されたエネルギー変換装置
１００２および装置１０との間に設けられている。この動作装置が、モーター１００７（
例えば電気サーボモータ）の形であることができる。外部エネルギー－トランスミッショ
ン装置１００４の遠隔制御が植設されたエネルギー変換装置１００２のレシーバに無線信
号を送るにつれて、モーター１００７は植設されたエネルギー変換装置１００２からエネ
ルギーによって駆動される。
【０１９３】
　図２６は図２３のそれと同一の本発明の実施例を示す。但し、次の場合は除く－それも
装置がモーター／ポンプユニット１００９を含むアセンブリ１００８の形である、そして
、流体リザーバ１０１０が植設される動作から成る。この場合、装置１０は油圧で作動さ
れる、すなわち、作動液は装置を作動するために導管１０１１による流体リザーバ１０１
０から装置１０までモーター／ポンプユニット１００９によってポンプでくまれる、そし
て、作動液は初期位置に装置を戻すために装置１０から流体リザーバ１０１０まで後ろへ
モーター／ポンプユニット１００９によってポンプ輸送される。植設されたエネルギー変
換装置１００２は、無線エネルギーを電力供給ライン１０１２を介してモーター／ポンプ
ユニット１００９を駆動するための電流（例えば分極化する電流）に変える。
【０１９４】
　油圧で作動された装置１０の代わりに、動作装置が空気動作装置から成るとも想定され
る。この場合、作動液は調節のために使用される圧縮空気でありえる、そして、流体リザ
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ーバは空気室と交換される。
【０１９５】
　これらの実施例の全てにおいて、エネルギー変換装置１００２は、無線エネルギーによ
って託されるために電池またはコンデンサのような再充電可能なアキュムレータを含むこ
とになって、システムの一部を消費しているいかなるエネルギーにも、エネルギーを供給
する。
【０１９６】
　あるいは、上記のワイヤレス遠隔制御装置は、たぶん間接的な患者の手（例えば皮膚の
下に配置される押圧ボタン）によって接触するいかなる植設された一部もの手動制御と置
き換えられることになる。
【０１９７】
　図２７は油圧で作動されるこのケースおよび植設されたエネルギー変換装置１００２の
そのワイヤレス遠隔制御装置（装置１０）を有する外部エネルギー－トランスミッション
装置１００４から成っていて、調水弁シフト装置１０１４の形で油圧流体リザーバ１０１
３、モーター／ポンプユニット１００９および後退している装置から更に成っている本発
明の実施例を示す。そして、全てが患者に植設される。もちろん、液圧動作はちょうどポ
ンプで水を揚げている方向を変えることによって容易に実行されることができる、そして
、調水弁は従って、省略されることになる。遠隔制御は、外部エネルギー－トランスミッ
ション装置から離隔されるかまたは同じことに含まれる装置であることになる。モーター
／ポンプユニット１００９のモーターは、電気モータである。外部エネルギー－トランス
ミッション装置１００４のワイヤレス遠隔制御装置からの制御信号に応答して、植設され
たエネルギー変換装置１００２は制御信号によって担持されるエネルギーからエネルギー
を有するモーター／ポンプユニット１００９を駆動する。それによって、モーター／ポン
プユニット１００９は油圧流体リザーバ１０１３および装置１０の間に作動液を計量分配
する。外部エネルギー－トランスミッション装置１００４の遠隔制御は、調水弁シフト装
置１０１４を流体が装置を作動するために油圧流体リザーバ１０１３から装置１０までモ
ーター／ポンプユニット１００９によってポンプでくまれる一方向および流体が初期位置
に装置を戻すために装置１０から油圧流体リザーバ１０１３まで後ろへモーター／ポンプ
ユニット１００９によってポンプ輸送される他の反対方向の間に作動液流方向を移すため
に制御する。
【０１９８】
　図２８は、そのワイヤレス遠隔制御装置、装置１０、植設されたエネルギー変換装置１
００２、外部エネルギー－トランスミッション装置１００４のワイヤレス遠隔制御装置に
よって制御される植設された内蔵制御装置１０１５、植設されたアキュムレータ１０１６
および植設されたコンデンサ１０１７を有する外部エネルギー－トランスミッション装置
１００４から成っている本発明の実施例を示す。内蔵制御装置１０１５はアキュムレータ
１０１６の植設されたエネルギー変換装置１００２から受け取られる電力量の蓄積を配列
する。そして、それは装置１０にエネルギーを供給する。外部エネルギー－トランスミッ
ション装置１００４のワイヤレス遠隔制御装置からの制御信号に応答して、内蔵制御装置
１０１５も電力量をアキュムレータ１０１６から自由にして、送電線１０２０（コンデン
サ１０１７）を介して送電線１０１８および１０１９を経たリリースされたエネルギーま
たは直接転送電力量を植設されたエネルギー変換装置１００２から移す。そして、それは
、装置１０の動作のために、電流、送電線１０２１および送電線１０１９を安定させる。
【０１９９】
　内蔵制御装置は、患者の体の外側でから好ましくはプログラム可能である。好ましい実
施例において、内蔵制御装置は、予めプログラムされた時間－予定通りに装置１０を制御
するかまたは患者のいかなる可能な物理的なパラメータもまたはシステムのいかなる機能
的なパラメータも検出しているいかなるセンサからも入力するようにプログラムされる。
【０２００】
　変形例によれば、図２８　１０ｍａｙの実施例のコンデンサ１０１７は、省略される。
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他の変形例によれば、本実施例におけるアキュムレータ１０１６は、省略されることにな
る。
【０２０１】
　図２９は図２３のそれと同一の本発明の実施例を示す。但し、次の場合は除く－装置１
０の動作にエネルギーを供給するための電池１０２２および装置１０の動作も切替えるた
めの電気スイッチ１０２３は患者に植設される。電気スイッチ１０２３は、遠隔制御によ
って制御されることになって、オフモード（電池１０２２が使用中でない）から切り替わ
るために植設されたエネルギー変換装置１００２によって供給されるエネルギーによって
作動されることにもなるために上のモード（電池１０２２が装置１０の動作にエネルギー
を供給する）。
【０２０２】
　図３０は図２９のそれと同一の本発明の実施例を示す。但し、次の場合は除く－外部エ
ネルギー－トランスミッション装置１００４のワイヤレス遠隔制御装置にもよって制御可
能な内蔵制御装置１０１５は患者に植設される。この場合、電気スイッチ１０２３はオフ
モード（ワイヤレス遠隔制御装置が内蔵制御装置１０１５を制御するのを防止される、そ
して、電池が使用中でない）からスタンバイ動作モードへ切り替えるために植設されたエ
ネルギー変換装置１００２によって供給されるエネルギーによって作動される。そこにお
いて、遠隔制御は内蔵制御装置１０１５を電力量を装置１０の動作のための電池１０２２
から自由にするために制御することができられる。
【０２０３】
　図３１は図３０のそれと同一の本発明の実施例を示す。但し、次の場合は除く－アキュ
ムレータ１０１６は電池１０２２の代用にされる、そして、植設された構成要素は異なっ
て相互接続する。この場合、アキュムレータ１０１６は、植設されたエネルギー変換装置
１００２からエネルギーを保存する。外部エネルギー－トランスミッション装置１００４
の無線遠隔制御からの制御信号に応答して、内蔵制御装置１０１５が電気スイッチ１０２
３をオフモード（アキュムレータ１０１６が使用中でない）から切り替わるために制御す
ることために上のモード（アキュムレータ１０１６が装置１０の動作にエネルギーを供給
する）。アキュムレータは、組み合わさられることになるかまたはコンデンサと交換され
ることになる。
【０２０４】
　図３２は図３１のそれと同一の本発明の実施例を示す。但し、次の場合は除く－電池１
０２２も患者に植設される、そして、植設された構成要素は異なって相互接続する。外部
エネルギー－トランスミッション装置１００４の無線遠隔制御からの制御信号に応答して
、内蔵制御装置１０１５がアキュムレータ１０１６をオフモード（電池１０２２が使用中
でない）から切り替わるために電気スイッチ１０２３を作動するためのエネルギーを届け
るために制御することために上のモード（電池１０２２が装置１０の動作に電力量を供給
する）。
【０２０５】
　あるいは、電気スイッチ１０２３はオフモード（ワイヤレス遠隔制御装置が電池１０２
２を電力量を供給するために制御するのを防止されて、使用中でない）からスタンバイ動
作モードへ切り替えるためにアキュムレータ１０１６によって供給されるエネルギーによ
って作動されることになる。そこにおいて、ワイヤレス遠隔制御装置は電池１０２２を装
置１０の動作に電力量を供給するために制御することができられる。
【０２０６】
　スイッチ１０２３および本出願の他の全てのスイッチがその最も広い実施例において解
釈されなければならないことを理解すべきである。このはトランジスタ、ＭＣＵ、ＭＣＰ
Ｕ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたはＤＡコンバータを意味する、または、他のいかなる電子構
成部品もまたは回路はオン／オフに力のものを非常に切替えることになる。好ましくは、
スイッチは、本体の外側でから、または、あるいは、植設された内蔵制御装置によって制
御される。
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【０２０７】
　図３３は図２９のそれと同一の本発明の実施例を示す。但し、次の場合は除く－モータ
ー１００７、ギアボックス１０２４の形の機械式後退している装置およびギアボックス１
０２４も制御するための内蔵制御装置１０１５は患者に植設される。内蔵制御装置１０１
５は、ギアボックス１０２４を装置１０（機械的に、操作される）によって実行される機
能を逆転させるために制御する。均一な植物採集者は、電子的にモーターの方向を切替え
ることになっている。その最も広い実施例において解釈されるギアボックスは、行うため
により長いストロークの動作装置のために力を確保しているサーボ装置を表すことになる
。
【０２０８】
　植設された構成要素が異なって相互接続することを除いては、図３４は図４０のそれと
同一の本発明の実施例を示す。このように、この場合、内蔵制御装置１０１５は、アキュ
ムレータ１０１６（最適にコンデンサ）が切り替える電気スイッチ１０２３を起動させる
電池１０２２によって駆動される上のモード。電気スイッチ１０２３は、いつにあるその
モードに内蔵制御装置１０１５が供給または供給（装置１０の動作のためのエネルギー）
以外に電池１０２２を制御することができられること。
【０２０９】
　図３５は、図式的に、さまざまな通信オプションを達成する装置の植設された構成要素
の考えられる組合せを示す。基本的に、装置１０、内蔵制御装置１０１５、モーターまた
はポンプユニット１００９がある、そして、外部エネルギー－トランスミッション装置１
００４が外部ワイヤレス遠隔制御装置を含む。すでに上で記載されているにつれて、ワイ
ヤレス遠隔制御装置は内蔵制御装置１０１５によって受け取られる制御信号を送信する。
そして、それは次々に装置のさまざまな植設された構成要素を制御する。
【０２１０】
　フィードバック装置（好ましくはセンサまたは測定装置１０２５から成ること）は、患
者の物理的なパラメータを検出するための患者に植設されることになる。物理的なパラメ
ータは、圧力、ボリューム、直径、伸びること、伸長、拡張、運動、曲げ、弾力、筋収縮
、神経インパルス、体温、血圧、血流、鼓動および呼吸からなる群から選択される少なく
とも１であることになる。センサは、上記の物理ブロックパラメータのいずれかを検出す
ることになる。例えば、センサは、圧力または運動性センサであることになる。あるいは
、センサ１０２５は、機能的なパラメータを検出するために配置されることになる。機能
的なパラメータは、植設されたエネルギー源に託すためのエネルギーの転送と相関し、そ
して、電気、いかなる電気パラメータも、圧力、ボリューム、直径、範囲、伸長、拡張、
運動、曲げ、弾力、温度および流れから成るパラメータ群の内、少なくとも１つを更に備
えることになる。
【０２１１】
　フィードバックは、内蔵制御装置を介して外部制御装置に、内蔵制御装置に、または、
外に、好ましくは送られることになる。フィードバックは、エネルギー伝達システムまた
はレシーバおよび送信機を有する別々の通信システムを介して本体から発されることにな
る。
【０２１２】
　内蔵制御装置１０１５またはあるいは、外部エネルギー－トランスミッション装置１０
０４の外部ワイヤレス遠隔制御装置は、センサ１０２５から信号に応答して装置１０を制
御することになる。トランシーバは、外部ワイヤレス遠隔制御装置に検出された物理的な
パラメータに関する情報を送るためのセンサ１０２５と結合されることになる。ワイヤレ
ス遠隔制御装置は信号送信機またはトランシーバから成ることになる、そして、内蔵制御
装置１０１５は信号受信器またはトランシーバから成ることになる。あるいは、ワイヤレ
ス遠隔制御装置は信号受信器またはトランシーバから成ることになる、そして、内蔵制御
装置１０１５は信号送信機またはトランシーバから成ることになる。上記のトランシーバ
、送信機およびレシーバが、その外側に患者の体内部でから装置１０に関連した情報また
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はデータを送るために用いられることになる。
【０２１３】
　モーター／ポンプユニット１００９およびモーター／ポンプユニット１００９を駆動す
るための電池１０２２が挿入される所で、電池１０２２を充電することに関連した情報は
フィードバックされることになる。より正確であるために。そのとき、電池またはアキュ
ムレータに前記充電している方法に関連したエネルギー・フィードバック情報を課すこと
は送られ、エネルギー供給はしたがって、変わる。
【０２１４】
　図３６は、装置１０が患者の体の外側でから調整される別の実施例を示す。システム１
０００には、接続される電池１０２２が設けられて、皮下の電気スイッチ１０２６を経た
装置１０ように構成されている。このように、装置１０で標準のものは手動で皮下のスイ
ッチを押すことによって非侵襲的に実行される。それによって、装置１０の動作はオン／
オフに切替えられる。示された実施例が簡略化したものである、そして、本出願において
開示される追加部品、例えば内蔵制御装置または他のいかなる部分もシステムに加えられ
ることができることはいうまでもない。２つの皮下のスイッチが、用いられることにもな
る。植設されたスイッチが特定の予め定められた公演を実行する内蔵制御装置に対する情
報および患者が再びスイッチを押す時に送信する好ましい実施例１において、パフォーマ
ンスは、逆転する。
【０２１５】
　図３７は別の実施例を示す。そこにおいて、システム１０００は油圧で装置に接続して
いる油圧流体リザーバ１０１３から成る。非侵襲性の調節は、手動で装置に接続している
流体貯蔵部を押圧することによって実行される。あるいは、好ましくは作動液の較正のた
めに、油圧流体リザーバ１０１３は、作動液の注入のための注入ポートを有する仕事に適
応する。
【０２１６】
　システムは、外部データ・コミュニケータと通信している外部データ・コミュニケータ
および移植可能な内部データ・コミュニケータを含むことになる。内部コミュニケータは
外部データ・コミュニケータに装置または患者に関連したデータを供給するおよび／また
は、外部データ・コミュニケータは内部データ・コミュニケータにデータを供給する。
【０２１７】
　図３８は、フィードバックに装置またはシステムの少なくとも一つの機能的なパラメー
タに関連した情報を与えるためにその外側に内部からの情報に患者の体を送信することが
できるか、または、装置１０の植設されたエネルギーを消費している構成要素に接続して
いる植設された内部エネルギー・レシーバ１００２に正確なエネルギー量を供給するため
に、患者の物理的なパラメータに関したシステムの配置に関して略図で例示する。この種
のエネルギー・レシーバ１００２は、エネルギー源および／またはエネルギー変換装置を
含むことになる。簡単に説明すると、無線エネルギーは、患者の外側に位置する外部のエ
ネルギー源１００４ａから伝導されて、患者に位置する内部エネルギー・レシーバ１００
２によって受け取られる。内部エネルギー・レシーバは、スイッチ１０２６を介して装置
１０のエネルギーを消費している構成要素に、直接、または、間接的に供給用の受信エネ
ルギに適応する。エネルギー・バランスは内部エネルギー・レシーバ１００２によって受
け取られるエネルギーおよび装置１０のために用いられるエネルギーとの間に決定される
、そして、無線エネルギーの伝達はそれから決定されたエネルギー・バランスに基づいて
制御される。エネルギー・バランスはこのように、必要とされる正しいエネルギー量の正
確な徴候を提供する。そして、それは、過度の体温上昇を引き起こさず以外に、適切に装
置１０を作動するのに十分である。
【０２１８】
　図３８において、患者の皮膚は、垂直線１００５によって示される。ここで、ちょうど
好ましくは患者の皮膚１００５の下で、エネルギー・レシーバは、患者に位置するエネル
ギー変換装置１００２から成る。一般的に言って、皮下に、または、他のいかなる適切な
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場所もで、植設されたエネルギー変換装置１００２は、腹部、胸部、筋肉筋膜（例えば腹
壁において）に置かれることになる。植設されたエネルギー変換装置１００２は、植設さ
れたエネルギー変換装置１００２の近くに患者の皮膚１００５の外側に位置する外部エネ
ルギー－トランスミッション装置１００４において設けられている外部のエネルギー源１
００４ａから送信される無線エネルギーＥを受信するために適応する。
【０２１９】
　周知のように、無線エネルギーＥは、通常、いかなる適切なトランス皮膚エネルギー転
送（ＴＥＴ）装置（例えば外部のエネルギー源１００４ａに配置される一次コイルを含ん
でいる装置および植設されたエネルギー変換装置１００２に配置される隣接する二次コイ
ル）にもよって移されることになる。電流が一次コイルによって供給されるときに、例え
ば入って来るエネルギーを植設されたエネルギー源（例えば再充電可能電池またはコンデ
ンサ）に格納した後に、電圧の形のエネルギーは装置の植設されたエネルギーを消費して
いる構成要素を駆動するために用いられることができる二次コイルにおいて誘導される。
しかしながら、本発明は通常、いかなる特定のエネルギー転送テクニックも、ＴＥＴ装置
またはエネルギー源に限られていない、そして、いかなる種類もの無線エネルギーは用い
られることになる。
【０２２０】
　植設されたエネルギー・レシーバによって受け取られるエネルギー量は、装置の植設さ
れた構成要素により用いられるエネルギーと比較されることになる。「用いられるエネル
ギー」という用語は、それから、また、装置の植設された構成要素によって格納されるエ
ネルギーを含むために理解される。制御デバイスは、決定されたエネルギー・バランスに
基づく外部のエネルギー源１００４ａを転送されたエネルギーの量を調整するために制御
する外部の制御装置１００４ｂを含む。序列において、正しいエネルギー量、エネルギー
・バランスおよび必要なエネルギー量を移すことは、スイッチ１０２６および装置１０の
間に接続される植設された内蔵制御装置１０１５を含んでいる判定装置によって決定され
る。内蔵制御装置１０１５はこのように、適切なセンサ等によって得られたさまざまな測
定値を受信するために配置されることになる。そして、示されない。そして、装置１０の
特定の特性を測定する。そして、装置１０の適当な動作のために必要とされる必要なエネ
ルギー量をどうも反映する。さらに、患者の状態を反映しているパラメータを提供するた
めに、患者の現在の状態は、適切な測定装置またはセンサによって検出されることにもな
る。それ故、この種の特徴および／またはパラメータは、装置１０の、例えば電力消費、
動作モードおよび温度といった現在状態に関連があり、同様に患者の状態は、体温、血圧
、鼓動および呼吸といったパラメータに反映される。患者の他の種類の物理ブロックパラ
メータおよび装置の機能的なパラメータは、他で記載されている。
【０２２１】
　さらにまた、アキュムレータ１０１６の形のエネルギー源は、それ以後のための蓄積し
ている受信エネルギのための１０１５が装置１０によって用いる制御装置を介して、植設
されたエネルギー変換装置１００２に任意に接続していることになる。あるいは、または
、加えて、この種のアキュムレータの特性は、また、必要なエネルギー量を反映して、同
様に測定されることになる。アキュムレータは、再充電可能電池と交換されることになる
、そして、測定された特徴は、電池、エネルギー消費電圧のようないかなる電気パラメー
タも、温度、などの現在状態に関連があることになる。充分な電圧および電流を装置１０
へ供給して、更に過剰な加熱を回避するために序列において、電池が、すなわちあまりに
ほとんど、または、あまりに多く、植設されたエネルギー変換装置１００２から正しいエ
ネルギー量を受け取ることによって最適に充電されなければならないと明らかに理解され
る。アキュムレータは、対応する特徴を有するコンデンサであることにもなる。
【０２２２】
　例えば、電池特徴は電池の現在状態を決定するために定期的に測定されることになる。
そして、それはそれから内蔵制御装置１０１５の適切な格納手段のステート情報として格
納されることになる。このように、新規な測定が作られるときはいつでも、格納された電
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池状態情報はしたがって、更新されることができる。このような方法で、電池の状態は、
最適状態の電池を維持するために、正しいエネルギー量を移すことによって「調整される
ことができる」。
【０２２３】
　このように、判定装置の内蔵制御装置１０１５は、エネルギー・バランスおよび／また
は現在必要なエネルギー量（使用する場合装置１０（または患者）または植設されたエネ
ルギー源の上述のセンサまたは測定装置によって作られる測定値またはいかなるそれらの
組み合わせにも基づく（時間装置または蓄積されたエネルギーにつきいずれのエネルギー
も））を決定するために適応する。内蔵制御装置１０１５は、内部信号送信機１０２７（
外部の制御装置１００４ｂに接続している外部の信号受信器１００４ｃに、決定された必
要なエネルギー量を反映している制御信号を送信するために配列される）に、更に接続し
ている。外部のエネルギー源１００４ａから送信されるエネルギー量は、それから受信制
御信号に応答して調整されることになる。
【０２２４】
　あるいは、判定装置は、外部の制御装置１００４ｂを含むことになる。この選択肢にお
いて、センサ測定値は直接、エネルギー・バランスおよび／または現在必要なエネルギー
量が外部の制御装置１００４ｂで測定されることができる外部の制御装置１００４ｂに発
信されることができる。このように、外部の制御装置１００４ｂの内蔵制御装置１０１５
の上記の機能を集積する。その場合、内蔵制御装置１０１５は省略されることができる、
そして、センサ測定値は直接、外部の信号受信器１００４ｃおよび外部の制御装置１００
４ｂに測定値を放送する内部信号送信機１０２７に供給される。エネルギー・バランスお
よび現在必要なエネルギー量は、それからそれらのセンサ測定値に基づいて外部の制御装
置１００４ｂで測定されることができる。
【０２２５】
　それ故、図３８の配列による現在の溶液は必要なエネルギーを示している情報のフィー
ドバックを使用する、それが実際のものに基づくので、以前の溶液より効率的である受信
エネルギに、例えばエネルギー量に関して比較されるエネルギー、エネルギー差または装
置の植設されたエネルギーを消費している構成要素により用いられるエネルギー率と比較
したエネルギーを受信している率の中で用いる。装置は、消費するための、または、エネ
ルギーを植設されたエネルギー源等に格納するための受信エネルギを用いることになる。
上で述べられる異なるパラメータはこのように、関連して、必要とされる用いられたもし
もである、そうすると、実際のエネルギーを決定するための道具として、均衡を保つ。し
かしながら、この種のパラメータが、特に装置を作動するために内部的にとられるいかな
る措置のためものｓｅにつき必要であることにもなる。
【０２２６】
　内部信号送信機１０２７および外部の信号受信器１００４ｃは、適切な信号移送手段（
例えばラジオ、ＩＲ（赤外線の）または超音波信号）を用いている別々の装置として行う
ことになる。あるいは、内部信号送信機１０２７および外部の信号受信器１００４ｃはエ
ネルギー転送と関連して後進方向の制御信号を伝達するために１００４ａ、それぞれ、植
設されたエネルギー変換装置１００２および外部のエネルギー源において集積されること
になる。そして、基本的に同じ伝送テクニックを用いる。制御信号は、頻度、位相または
振幅に関して調整されることになる。
【０２２７】
　このように、フィードバック情報は、レシーバおよび送信機を含む別々の通信システム
によって移されることにもなるかまたはエネルギー・システムで集積されることにもなる
。本発明によれば、フィードバックおよびエネルギー・システムが無線エネルギーを受信
するための植込み型内部エネルギー・レシーバから成るというこの種の統合した情報、内
部第１のコイルを有するエネルギー・レシーバおよび第１の電子回路は第１のコイルにつ
ながった、そして、無線エネルギーを伝導するための外部エネルギー送信機、外部第２の
コイルを有するエネルギー送信機および第２の電子回路は第２のコイルにつながった。エ
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ネルギー送信機の外部第２のコイルは、エネルギー・レシーバの第１のコイルによって受
け取られる無線エネルギーを伝動する。このシステムには、更に内部第１のコイルの接続
を切替えるための電源スイッチが設けられて、第１の電子回路のオン／オフを切り替える
。第１のコイルに託すことに関連したフィードバック情報が外部第２のコイルの積荷にお
けるインピーダンス変化の形で外部エネルギー送信機によって受け取られるように。その
とき、電源スイッチはオン／オフに内部第１のコイルの接続を第１の電子回路に移す。図
３８の配列のこのシステムを実施することにおいて、スイッチ１０２６は、別々で、内蔵
制御装置によって１０１５を制御したか、または内蔵制御装置１０１５において一体化し
た。スイッチ１０２６がその最も広い実施例において解釈されなければならないことを理
解すべきである。このことはトランジスタ、ＭＣＵ、ＭＣＰＵ、ＡＳＩＣ　ＦＰＧＡまた
はＤＡコンバータを意味する、または、他のいかなる電子構成部品もまたは回路はオン／
オフに力のものを非常に切替えることになる。
【０２２８】
　締めくくりに、図３８において例示されるエネルギー供給装置は、以下の方法で主要部
として作動することになる。エネルギー・バランスは、判定装置の内蔵制御装置１０１５
で、最初に測定される。必要なエネルギー量を反映している制御信号は内蔵制御装置１０
１５にもよって作成される、そして、制御信号は１００４ｃ、内部信号送信機１０２７か
ら外部信号受信器まで送信される。あるいは、上記したように、エネルギー・バランスは
、実施に応じてその代わりに１００４ｂ、外部制御装置で測定されることができる。その
場合、制御信号は、各種センサから測定結果をもたらすことになる。外部のエネルギー源
１００４ａから発されるエネルギー量は、それから受信制御信号に応答して例えば、決定
されたエネルギー・バランスに基づいて、外部の制御装置１００４ｂによって調整される
ことができる。この方法は、進行中のエネルギー転送の間、特定の間隔で断続的に繰り返
されることになるか、またはエネルギー転送の間、多少連続基礎に実行されることになる
。
【０２２９】
　転送されたエネルギーの量は、通常、外部のエネルギー源１００４ａ（例えば電圧、電
流、振幅、波頻度およびパルス特徴）のさまざまな伝送パラメータを調整することによっ
て調整されることができる。
【０２３０】
　このシステムは、内部コイルに関して外部コイルの最適場所を見つけて、エネルギー転
送を最適化するシステムを調整さえする１ＴＥＴシステムのコイルとの間にカップリング
要因に関する情報を得るために用いられることにもなる。単にこの場合エネルギー量を比
較することは、受け取られるエネルギー量とともに移った。例えば、外部コイルが移動す
る場合、カップリング要因は変化することになる、そして、正しく示された運動は外部コ
イルにエネルギー転送の最適場所を捜し出させることがありえた。好ましくは、外部コイ
ルはフィードバック情報を判定装置において成し遂げるために転送されたエネルギーの量
を調整するために適応する。その後に、カップリング要因は最大にされる。
【０２３１】
　このカップリング要因情報は、エネルギー転送の間のフィードバックとして用いられる
ことにもなる。この種の場合、本発明のエネルギー・システムは無線エネルギー、内部第
１のコイルを有するエネルギー・レシーバおよび第１のコイルに接続している第１の電子
回路を受けるための植込み型内部エネルギー・レシーバから成る、そして、無線エネルギ
ーを伝導するための外部エネルギー送信機、外部第２のコイルを有するエネルギー送信機
および第２の電子回路は第２のコイルにつながった。エネルギー送信機の外部第２のコイ
ルは、エネルギー・レシーバの第１のコイルによって受け取られる無線エネルギーを伝動
する。より深いこのシステムは、フィードバック情報として第１のコイルにおいて受け取
られるエネルギー量を外へ伝達するフィードバック装置を有し、第２の電子回路がどこで
フィードバック情報を受信するための、そして、第１および第２のコイルとの間にカップ
リング要因を得るために第１のコイルにおいて受け取られるエネルギー量に関連したフィ



(61) JP 2012-516196 A 2012.7.19

10

20

30

40

50

ードバック情報を有する第２のコイルによって転送されたエネルギーの量を比較するため
の判定装置を含むかを備えている。エネルギー送信機は、得られたカップリング要因に応
答して送信されたエネルギーを制御することになる。
【０２３２】
　図３９に関して、装置を作動するためのエネルギーの無線移転が非侵襲性の動作を可能
にするために上で記載されていたにもかかわらず、装置が同様に導線に結び付いたエネル
ギーによって作動されることができることはいうまでもない。この種の実施例は図３９に
示される。そこにおいて、外部スイッチ１０２６は外部のエネルギー源１００４ａおよび
動作装置（例えば装置１０を作動している電気モータ１００７）との間に相互接続する。
外部の制御装置１００４ｂは、外部スイッチ１０２６の動作を装置１０の適当な動作を遂
行するために制御する。
【０２３３】
　図４０は、受信エネルギが装置１０に、そして、により使用される供給されることがで
きる方法のための異なる実施例を例示する。図３８の実施例と同様で、内部エネルギー・
レシーバ１００２はトランスミッション制御ユニット１００４ｂによって制御される外部
のエネルギー源１００４ａから無線エネルギーＥを受け取る。内部エネルギー・レシーバ
１００２は、定電圧回路（装置１０に定電圧でエネルギーを供給するために、図の点線ボ
ックス「恒常的なＶ」として示される）から成ることになる。内部エネルギー・レシーバ
１００２は、定電流源回路（装置１０に定電流源でエネルギーを供給するために、図の点
線ボックス「恒常的なＣ」として示される）から更に成る。
【０２３４】
　装置１０はエネルギーを消費しているパートから成る。そして、それはモーター、ポン
プ、規制装置またはその電気動作のためのエネルギーを必要とする他のいかなる医療器具
でもあることになる。装置１０は、内部エネルギー・レシーバ１００２から供給されるエ
ネルギーを格納するためのエネルギー記憶装置から更に成ることになる。このように、供
給されたエネルギーは直接エネルギーを消費しているパートによって消費されることにな
るか、またはエネルギー記憶装置によって格納されることになる、または、供給されたエ
ネルギーは部分的に消費されることになって、部分的に格納されることになる。装置１０
は、内部エネルギー・レシーバ１００２から供給されるエネルギーを安定させるためのエ
ネルギーを安定させている装置から更に成ることになる。このように、消費されるかまた
は格納される前にそれがエネルギーを安定させるのに必要であることになるように、エネ
ルギーは変動している方法で供給されることになる。
【０２３５】
　消費されておよび／または装置１０によって格納される前に、内部エネルギー・レシー
バ１００２から供給されるエネルギーは、更に蓄積されることになっておよび／または装
置１０の外側に位置する別々のエネルギーを安定させている装置１０２８によって安定す
ることになる。あるいは、エネルギーを安定させている装置１０２８は、内部エネルギー
・レシーバ１００２において集積されることになる。いずれにせよ、エネルギーを安定さ
せている装置１０２８は、定電圧回路および／または定電流源回路から成ることになる。
【０２３６】
　図３８および図４０がさまざまな示された機能的な構成要素および要素が配置されるこ
とができて、各々に接続していることができる方法に関して若干の考えられるが、非限定
的な実施オプションを例示する点に留意する必要がある。しかしながら、熟練した人は、
多くのバリエーションおよび変更態様が本発明の範囲内で作られることができると直ちに
認める。
【０２３７】
　図４１は、図式的に、無線エネルギーの制御伝達のシステムの提唱されたデザインのう
ちの１つの回路を測定しているエネルギー・バランスまたはエネルギー・バランス制御シ
ステムを示す。回路は、２．５Ｖに集中して、比例してエネルギー・アンバランスに関す
る出力信号を有する。この信号の派生物は、値が上下するかどうか、そして、この種の変
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化がどれくらい急速に起こるか示す。受信エネルギの量が装置の植設された構成要素によ
り用いられるエネルギーより低い場合、より多くのエネルギーは移されて、このようにエ
ネルギー源に託される。回路からの出力信号は、概してＡ／Ｄコンバータに対する供給で
あって、デジタルフォーマットに変わった。デジタル情報は、それから、それが送信され
たエネルギーのレベルを調整することができている外部エネルギー－トランスミッション
装置に送られることができる。他の可能性は、バランスが最大／最小ウインドウから漂う
場合、エネルギー・バランス・レベルを外部エネルギー－トランスミッション装置に情報
を送っている特定の最大および最小閾値と比較しているコンパレータを用いる完全にアナ
ログ・システムを有することである。
【０２３８】
　模式的な図４１は、帰納的なエネルギー転送を用いている患者の体の外側からエネルギ
ーを本発明の装置の植設されたエネルギー構成要素へ移すシステムのための回路実装を示
す。帰納的なエネルギー伝達システムは、概して外部送信コイルおよび内部受信コイルを
用いる。受信コイル（Ｌ１）は、図式的な図２４に含まれる；システムの送信パーツは、
除外される。
【０２３９】
　エネルギー・バランスの一般の概念および情報が外部エネルギー送信機に発信される方
法の実施は、もちろん多数の異なる方法で行うことができる。図式的な図４１および情報
を評価して、送信する上記した方法は、制御システムを実施する方法の実施例と考えられ
ていなければならないだけである。
［回路詳細］
【０２４０】
　図４１において、シンボルＹ１、Ｙ２、Ｙ３その他は、回路の範囲内で試験ポイントを
象徴する。線図およびそれらのそれぞれの値の構成要素は、もちろん無限の数のありうる
設計解釈のうちのわずか１つであるこの特定の実施態様で働く値である。
【０２４１】
　回路を駆動するエネルギーは、エネルギー受信コイルＬ１によって受け取られる。植設
された構成要素に対するエネルギーは、２５ｋＨｚの周波数で、この特定のケースにおい
て伝導される。エネルギー・バランス出力信号は、試験ポイントＹ１に存在する。
【０２４２】
　当業者は、システムの上記の各種実施形態が多くの異なる方法に組み込まれることがで
きると理解する。例えば、図２４の電気スイッチ１００６は図２７－図３３の実施例のい
ずれかに取り入れられることができる、図２７の調水弁シフト装置１０１４は図２６の実
施例に取り入れられることができる、そして、ギアボックス１０２４は図２５の実施例に
取り入れられることができる。スイッチが単にいかなる電子回路または構成要素を意味す
ることができるか注意して見てほしい。
【０２４３】
　図３８、図４０および図４１と関連して記載されている実施例は、電気的に操作可能な
装置の植設されたエネルギーを消費している構成要素に、無線エネルギーの制御伝達のた
めの方法および装置を確認する。
この種の方法およびシステムは、以下の一般用語で定められる。
【０２４４】
　方法は、このように、上記の通りに装置の植設されたエネルギーを消費している構成要
素に供給される無線エネルギーの制御伝達のために提供される。無線エネルギーＥは患者
の外側に位置する外部のエネルギー源から送信されて、患者に位置する内部エネルギー・
レシーバによって受け取られる。そして、内部エネルギー・レシーバがそれに対して直接
、または、間接的に受信エネルギを供給する装置の植設されたエネルギーを消費している
構成要素に接続している。エネルギー・バランスは、内部エネルギー・レシーバによって
受け取られるエネルギーおよび装置のために用いられるエネルギーとの間に決定される。
外部のエネルギー源からの無線エネルギーＥの伝送は、それから決定されたエネルギー・
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バランスに基づいて制御される。
【０２４５】
　無線エネルギーは、外部のエネルギー源の一次コイルから内部エネルギー・レシーバの
二次コイルまで誘導的に伝導されることになる。エネルギー・バランスの変化は、検出エ
ネルギー・バランス変化に基づいて無線エネルギーの伝達を制御するために検出されるこ
とになる。違いは内部エネルギー・レシーバによって受け取られるエネルギーおよび医療
装置のために用いられるエネルギーとの間に検出されることにもなる。そして、検出エネ
ルギー差に基づいて無線エネルギーの伝達を制御する。
【０２４６】
　エネルギー・トランスミッションを制御するときに、検出エネルギー・バランス変化が
エネルギー・バランスが増加することまたはその逆であることを意味する場合、送信され
た無線エネルギーの量は減少することになる。エネルギー伝送の減少／増加は、検出変化
率に更に対応することになる。
【０２４７】
　検出エネルギー差が受信エネルギが用いられたエネルギーまたはその逆より大きいこと
を意味する場合、送信された無線エネルギーの量は更に減少することになる。エネルギー
伝送の減少／増加は、それから検出エネルギー差の大きさに対応することになる。
【０２４８】
　上記のように、医療装置のために用いられるエネルギーは、医療装置を作動するために
消費されることになって、および／または医療装置の少なくとも一つのエネルギー記憶装
置に保存されることになる。
【０２４９】
　医療装置の電気および／または物理的なパラメータおよび／または患者の物理ブロック
パラメータが決定されるときに、エネルギーは前記パラメータに基づいて決定される時間
装置につき転送率に従って消費および記憶のために伝導されることになる。送信されたエ
ネルギーの総量は、前記パラメータに基づいて決定されることにもなる。
【０２５０】
　違いが内部エネルギー・レシーバによって受け取られる総エネルギー量との間に検出さ
れ、消費されたおよび／または格納されたエネルギーおよび検出違いの総量が前記エネル
ギー・バランスに関連した少なくとも一つの測定された電気パラメータの時間にわたる積
分に関連があるときに、積分はエネルギー・バランスに関連したモニタされた電圧および
／または電流のために決定されることになる。
【０２５１】
　誘導剤が消費されたおよび／または格納されたエネルギーの量に関連した測定された電
気パラメータの時間にわたって決定されるときに、誘導剤はエネルギー・バランスに関連
したモニタされた電圧および／または電流のために決定されることになる。外部のエネル
ギー源からの無線エネルギーの伝達は無線エネルギーを伝導するために第１の電気回路か
ら外部のエネルギー源電気的パルスに適用することによって制御されることになる。
【０２５２】
　そして、電気的パルスがリードすることおよび後縁部を有する、電気的パルスの連続し
てリードすることおよび後縁部間の第１の時間間隔および／または連続して引くことおよ
び電気的パルス（そして、送信無線エネルギー）のリーディング・エッジ間の第２の時間
間隔の長さの長さを変化させる、送信されたエネルギーは、電気的パルスから有すること
を生成した多彩な力、第１のおよび／または第２の時間間隔の長さに応じて力のものを変
化させる。
【０２５３】
　その場合、第１のおよび／または第２の時間間隔を変化させるときに、電気的パルスの
頻度は実質的に一定であることになる。電気的パルスを適用するときに、第１のおよび／
または第２の時間間隔を変化させることを除いて、電気的パルスは不変のままであること
になる。第１のおよび／または第２の時間間隔を変化させるときに、電気的パルスの振幅
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は実質的に一定であることになる。更に、電気的パルスは、電気的パルスの連続してリー
ドすることおよび後縁部との間に第１の時間間隔の長さを変化させるだけであることによ
って多様であることになる。
【０２５４】
　一連の二つかそれ以上の電気的パルスは続けて供給されることになる。そこにおいて、
パルスの連続性を適用するときに、パルス列の開始時に第１の電気的パルスを有する、そ
して、パルス列の終わりの第２の電気的パルスを有する電車、二つまたはより多くのパル
ス列は続けて供給されることになる。そこにおいて、第１のパルス列の第２の電気的パル
スの連続した後縁部および第２のパルス列の第１の電気的パルスの主要なふち間の第２の
時間間隔の長さは多彩である。
【０２５５】
　電気的パルスを適用するときに、電気的パルスは実質的に安定した電流および実質的に
恒常的な電圧を有することになる。電気的パルスは、実質的に安定した電流および実質的
に恒常的な電圧を有することにもなる。更に、電気的パルスは、実質的に恒常的な頻度を
有することにもなる。パルス列の中の電気的パルスは、同様に実質的に恒常的な頻度を有
することになる。
【０２５６】
　回路は第１の電気回路によって形をなした、そして、外部のエネルギー源は第１の特性
時間または第１の時定数を有することになる、そして、送信されたエネルギーを事実上変
化させるときに、この種の頻度時間は恒常的であるかより短い第１の特性時間または時間
の範囲であることになる。
【０２５７】
　上記の通りに装置から成っているシステムは、このように装置の植設されたエネルギー
を消費している構成要素に供給される無線エネルギーの制御伝達のためにも提供される。
最も広義に、システムはエネルギー－トランスミッション装置から無線エネルギーの伝達
を制御するための制御デバイスおよび送信された無線エネルギーを受信するための植込み
型内部エネルギー・レシーバから成る。そして、内部エネルギー・レシーバがそれに対し
て直接、または、間接的に供給している受信エネルギのための装置の移植可能なエネルギ
ーを消費している構成要素に接続している。より深いシステムは、内部エネルギー・レシ
ーバによって受け取られるエネルギーの間のエネルギー釣合いを決定するために適応する
判定装置と判定装置で測定されるエネルギー・バランスに基づいて装置（制御デバイスが
外部エネルギー－トランスミッション装置から無線エネルギーの伝達を制御する）の移植
可能なエネルギーを消費している構成要素のために用いられるエネルギーとを具備してい
る。
【０２５８】
　実施例において、少なくとも１つの電池は一部であることになるの、または、電力供給
線の上の装置１０にエネルギーを供給するために、エネルギー変換装置１００２を交換す
る。一実施例において、電池は、再充電可能でない。別の実施例において、電池は、再充
電可能である。電池供給は、もちろん両方の遠隔制御装置を配置されることになって、装
置に取り入れられることになる。
【０２５９】
　更に、システムは、以下の特徴のいずれかから成ることになる：
【０２６０】
　－誘導的に無線エネルギーを内部エネルギー・レシーバの二次コイルに発信するために
適応する外部のエネルギー源の一次コイル。
【０２６１】
　－判定装置はエネルギー・バランスの変化を検出するために適応する、そして、制御デ
バイスは検出エネルギー・バランス変化に基づいて無線エネルギーの伝達を制御する
【０２６２】
　－判定装置は内部エネルギー・レシーバによって受け取られるエネルギーおよび装置の
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移植可能なエネルギーを消費している構成要素のために用いられるエネルギーの違いを検
出するために適応する、そして、制御デバイスは検出エネルギー差に基づいて無線エネル
ギーの伝達を制御する。
【０２６３】
　－検出エネルギー・バランス変化がエネルギー・バランスが増加していることを意味す
る場合、制御デバイスは外部エネルギー－トランスミッション装置を送信された無線エネ
ルギーの量を減少させるために制御する、または、その逆も同じ。そこにおいて、エネル
ギー伝送の減少／増加は検出変化率に対応する。
【０２６４】
　－検出エネルギー差が受信エネルギが用いられたエネルギーまたはその逆より大きいこ
とを意味する場合、制御デバイスは外部エネルギー－トランスミッション装置を送信され
た無線エネルギーの量を減少させるために制御する。そこにおいて、エネルギー伝送の減
少／増加は前記検出エネルギー差の大きさに対応する。
【０２６５】
　－装置のために用いられるエネルギーは、装置を作動するために消費されて、および／
または装置の少なくとも一つのエネルギー記憶装置に保存される。
【０２６６】
　－装置の電気および／または物理的なパラメータおよび／または患者の物理ブロックパ
ラメータが決定される所で、エネルギー－トランスミッション装置は前記パラメータに基
づいて判定装置で測定される時間装置につき転送率に従って消費および記憶のためのエネ
ルギーを伝動する。判定装置も、前記パラメータに基づいて送信されたエネルギーの総量
を決定する。
【０２６７】
　－違いが内部エネルギー・レシーバによって受け取られるエネルギーの総量および消費
されたおよび／または格納されたエネルギーの総量との間に検出されるときに、そして、
検出違いはエネルギー・バランスに関連した少なくとも一つの測定された電気パラメータ
の時間にわたる積分、装置がモニタされた電圧のための積分を決定するという判定および
／またはエネルギー・バランスに関連した電流に関連がある。
【０２６８】
　－誘導剤が消費されたおよび／または格納されたエネルギーの量に関連した測定された
電気パラメータの時間にわたって決定されるときに、判定装置はエネルギー・バランスに
関連したモニタされた電圧および／または電流のための誘導剤を決定する。
【０２６９】
　－エネルギー－トランスミッション装置は人体に外部的に配置されるコイルから成る、
そして、電気回路は無線エネルギーを伝導するために電気的パルスを有する外部コイルを
駆動するために設けられている。電気的パルスはリードすることおよび後縁部を有する、
そして、電気回路は送信された無線エネルギーで力のものを変化させるために連続して引
くことおよび電気的パルスのリーディング・エッジとの間に連続してリードすることおよ
び後縁部間の第１の時間間隔および／または第２の時間間隔を変化させるために適応する
。その結果、送信された無線エネルギーを受信しているエネルギー・レシーバは、様々な
力を有する。
【０２７０】
　－電気回路は、第１のおよび／または第２の時間間隔を変化させることを除いて不変の
ままであるために電気的パルスを分配するために適応する。
【０２７１】
　－電気回路は時定数を有して、第１の時定数だけの範囲の第１および第２の時間間隔を
変化させるために適応する。その結果、第１のおよび／または第２の時間間隔の長さが多
様なときに、コイルの上の送信パワーは多様である。
【０２７２】
　－電気回路は、電気的パルスの連続してリードすることおよび後縁部との間に第１の時
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間間隔の長さを変化させるだけであることによって多様であるために電気的パルスを分配
するために適応する。
【０２７３】
　－電気回路は、続けて一連の二つかそれ以上の電気的パルス（パルス列の開始時に初め
ての電気的パルスを有する、そして、パルス列の終わりの第２の電気的パルスを有する前
記電車）を供給することに適応する、そして、
【０２７４】
　－第１のパルス列の第２の電気的パルスの連続した後縁部および第２のパルス列の第１
の電気的パルスの主要なふち間の第２の時間間隔の長さは、第１の電子回路によって多様
である。
【０２７５】
　－電気回路は、実質的に恒常的な高さおよび／または振幅および／または強度および／
または電圧および／または電流および／または頻度を有するパルスとして電気的パルスを
提供するために適応する。
【０２７６】
　－電気回路は時定数を有して、第１の時定数だけの範囲の第１および第２の時間間隔を
変化させるために適応するので、第１のおよび／または第２の時間間隔の長さが多様なと
きに、送信されたものはすっかり第１のコイルを駆動することは多様である。
【０２７７】
　－電気回路は第１の時定数を含む、または、第１の時定数の近くに相対的に位置する範
囲だけの中の第１のおよび／または第２の時間間隔の長さを変化させている電気的パルス
を提供するために適応する。そして、第１の時定数の大きさと比較される。
【０２７８】
　図４２－図４５は、油圧で、または空気作用により、本発明による植設された装置を駆
動する４つの異なる方法の更に詳細なブロック図を示す。
【０２７９】
　図４２は、上記の通りにシステムを示す。システムは、植設された装置１０および更に
別々の標準の貯蔵部１０１３と、唯一の方法ポンプ１００９と、交互の弁１０１４とを備
える。
【０２８０】
　図４３は、装置１０および流体リザーバ１０１３を示す。標準の貯蔵部の壁を移動する
かまたは他のいかなる異なる方法もの同じことのサイズを変えることによって、装置の調
整は、いかなる弁（ちょうどいつでも貯蔵部壁を移動することによる流体の自由な通行）
なしでも実行されることになる。
【０２８１】
　図４４は、装置１０、二つ方向ポンプ１００９および標準の貯蔵部１０１３を示す。
【０２８２】
　図４５は、第２の閉鎖系を制御している第１の閉鎖系を有する逆転するサーボ装置のブ
ロック図を示す。サーボ装置は、標準の貯蔵部１０１３とサーボ貯蔵部１０５０とを具備
している。サーボ貯蔵部１０５０は、機械の相互接続１０５４を介して機械的に植設され
た装置１０を制御する。装置は、拡張可能な／共機転可能な空腔を有する。この空腔は好
ましくは装置１０を有する流体接続のより大きな調節可能な貯蔵部１０５２からの発泡さ
せたか収縮したそばに供給作動液である。あるいは、空腔は圧縮可能なガスを含む。そし
て、それは圧縮されることができて、サーボ貯蔵部１０５０の制御中で膨張した。
【０２８３】
　サーボ貯蔵部１０５０は、装置自体の一部でもありえる。
【０２８４】
　実施例において、標準の貯蔵部は、患者の皮膚の下で皮下で配置されて、指によってそ
の外面を押すことによって作動される。このシステムは、図４６ａ－図４６ｃにおいて例
示される。図４６ａにおいて、可撓性皮下の標準の貯蔵部１０１３は、導管１０１１によ
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って膨隆形のサーボモータ貯蔵部１０５０に接続して示される。この蛇腹形のサーボモー
タ貯蔵部１０５０は、可撓性装置１０に成られる。図４６ａに示される状態において、サ
ーボ貯蔵部１０５０は流体の最小限を含む、そして、大部分の体液は標準の貯蔵部１０１
３で見つかる。サーボ貯蔵部１０５０および装置１０間の機械の相互接続のため、１０が
そうである装置の外側の形状は、すなわち、それを契約したその最大容量より少なく占め
る。この最大容量は、図の点線によって示される。
【０２８５】
　図４６ｂはその中で含まれる流体が導管１０１１による流れに、そして、サーボ貯蔵部
１０５０に持ってこられるように、ユーザが中で患者のような装置で植設される状態が標
準の貯蔵部１０１３を押圧することを示す。そして、それは、その蛇腹形状のため、長手
方向に膨張する。それがその最大容量を占めるように、この展開は次々に装置１０を膨張
する。それによって、胃壁（図示せず）を伸びる。そして、それをそれは接触させる。
【０２８６】
　標準の貯蔵部１０１３は、圧縮の後、その形状を保つための手段１０１３ａを、好まし
くは備えている。ユーザが標準の貯蔵部を解除するときに、この手段（図に図式的に示さ
れる）はこのように装置１０を伸びられたポジションにも保つ。このような方法で、標準
の貯蔵部は、システムのための断続スイッチとして、主として作動する。
【０２８７】
　液圧であるか空気の動作の別の実施例は、現在図４７および４８ａ－図４８ｃに関して
記載されている。４７が第２の閉鎖系を制御している第１の閉鎖系によって成る図に示さ
れるブロック図。第１のシステムは、標準の貯蔵部１０１３とサーボ貯蔵部１０５０とを
具備している。サーボ貯蔵部１０５０は、機械の相互接続１０５４を介して機械的により
大きな調節可能な貯蔵部１０５２を制御する。拡張可能な／共機転可能な空腔を有する植
設された装置１０は、装置１０を有する流体接続のより大きな調節可能な貯蔵部１０５２
から、作動液の供給によって、より大きな調節可能な貯蔵部１０５２によって、次々に制
御される。
【０２８８】
　この実施例の実施例は、現在図４８ａ－図４８ｃに関して記載されている。前述の実施
例においてような、標準の貯蔵部は、配置される患者の皮膚の下で皮下の、そして、指に
よってその外面を押すことによって作動する。標準の貯蔵部１０１３は、導管１０１１に
よって蛇腹形のサーボモータ貯蔵部１０５０を有する流体接続においてある。図４８ａに
示される第１の閉鎖系１０１３、１０１１、１０５０において、サーボ貯蔵部１０５０は
流体の最小限を含む、そして、大部分の体液は標準の貯蔵部１０１３で見つかる。
【０２８９】
　サーボ貯蔵部１０５０はより大きな調節可能な貯蔵部１０５２に機械的に接続している
。そして、この例で、サーボ貯蔵部１０５０よりかなりの直径を有する以外蛇腹形状も有
する。より大きな調節可能な貯蔵部１０５２は、装置１０を有する流体接続においてある
。ユーザが、このことにより標準の貯蔵部１０１３からサーボ貯蔵部１０５０まで流体を
移して、標準の貯蔵部１０１３を押すときに、これは、サーボ貯蔵部１０５０の展開がよ
り大きな調節可能な貯蔵部１０５２から装置１０までよりかなりの流体量を移すことを意
味する。換言すれば、この逆転するサーボモータで、標準の貯蔵部の少ない体積はより高
い力によって圧縮される、そして、これは領域装置につきより少ない力を有するよりかな
りの総面積の変化を引き起こす。
【０２９０】
　中で前述の実施例が図４６ａ－図４６ｃに関して上記を記載したように、標準の貯蔵部
１０１３は圧縮の後、その形状を保つための手段１０１３ａを好ましくは備えている。ユ
ーザが標準の貯蔵部を解除するときに、この手段（図に図式的に示される）はこのように
装置１０を伸びられたポジションにも保つ。このような方法で、標準の貯蔵部は、システ
ムのための断続スイッチとして、主として作動する。
【０２９１】
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　１つの一つのボリューム・フィリング装置は、胃壁において収められると、言われた。
あるいは、二つかそれ以上のボリューム・フィリング装置１０は、食品空腔の所望の減少
を得るために収められることになる。そのような実施例は図４９において例示される。そ
こにおいて、３つの球形ボリューム・フィリング装置１０は特許の胃１２の壁において収
められる。
【０２９２】
　ボリューム・フィリング装置１０がどのように胃鏡検査の器具によって胃壁において収
められるかは、記述された。腹部動作方法が同様に用いられることができることはいうま
でもない。この種の方法は、現在図５０ａおよび５０ｂに関して詳述する。
【０２９３】
　図５０は、本発明による装置の実施例を示す。図５０は、ボリューム・フィリング装置
の部分が肥満のための処理の必要の患者の移植の前に組み立てられることを示す。ボリュ
ーム・フィリング装置部分は、中心的な第５６０部および外側の４パーツ５６１ａ－５６
１ｄを含む。通常、円筒状、パートが上部５６０フィートによって提供されて、対称的に
分散末端である４切れ込み５６２ａ－５６２ｄによって提供される核は中心的な一部の外
側に周辺機器に沿って伸びて、外側のパーツ５６１ａ－５６１ｓは通常、内と外との表層
を有する球体の一部であるとして示されて、そして、各部は、内面に沿って伸びている突
出しているフランジ５６３ａ－５６３ｄを備えている。５６３ａ－５６３ｄが表された実
施例の切れ込み５６２ａ－５６２ｄに合うものを見つけるフランジ、フランジおよび切れ
込みの間にゆるい発作によって配列されることができるこうして、組み立てられたボリュ
ーム・フィリング装置は、噴門より上にその植設された目標ポジションで十分に組み立て
られる。ボリューム・フィリング装置がこのポジションから胃腔まで不注意に移される場
合、ゆるい適当な装置はその部分をより迅速な分解に貢献させる。中心的な一部は、第１
の外側の第５６１ａ部の突出５６３ａの二つ隣接した開口部との間に対応するチャネル５
６５ａによる中心的な一部の第一チャンネル５６５を通って延びる案内導線５６４に接続
している。第１の外側の第５６１ａ部が中心的な一部の方へ位置がずれてある中心的なパ
ート上側表面５６０フィートから離れてそれを置換することによる案内導線５６４および
フランジ５６３ａに作用することが切り開かれた５６２ａを満たす、こうして、第１の外
側の一部は、中心的な第５６０部に組み立てられる。図５１において示されるように、現
在第２の外側の第５６１ｂ部のフランジ５６３ｂの対応するチャネルに接続している第２
のチャネル５６６による案内導線５６４によって、このパフォーマンスは第２の外側の一
部によって繰り返される。図５２は、再び第３の外側の第５６１ｃ部を組み立てるための
このパフォーマンスおよび案内導線５６４をフランジ５６３ｃに接続している３本目のチ
ャネル５６７を示す。図５３は、５６３ｄフランジおよびチャネル５６８によって組み立
てられている第４および最後の外側の第５６１ｄ部を示す。図５４は、最後に組み立てら
れたボリューム・フィリング装置を示す。図５５ａは、案内導線のためのチャネルのシス
テムを示している中心的な部分のより詳細な図である。それぞれ各々４本のチャネルのた
めのレベルで、図は、５５ｂ～５５ｄ、平面Ｉ～Ｉ、ＩＩ～ＩＩ、ＩＩＩ～ＩＩＩおよび
ＩＶ～ＩＶの断面図である。
【０２９４】
　こうして、案内導線は分解する生物分解可能な素材でできている。そして、ボリューム
・フィリング装置がａｃｃｉｄｅｎｔｌｙにその植設されたポジションから移される場合
、部分は直ちに分解される。こうして、表される部分は生物学的適合性の固体素材から作
られて、各々のサイズおよび形状である。そして、ボリューム・フィリング装置が分解さ
れる場合、それらは直ちに胃腸系を通過する。こうして組み立てられたボリューム・フィ
リング装置を植設するときに、先に述べた方法のいずれか適切である。
【０２９５】
　図５６は、ボリューム・フィリング装置の実施例が組み立てられることを示す。図５０
に示されたように、中心的な一部および部分の輪郭は同一である、部分のフランジ５６３
ａ－ｄが突出に中心的な一部の切れ込み５６２ａ－ｄの５６２’ａ－ｄに合うものを見つ
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ける凹部５６３’ａ－ｄを備えているこうして、組み立てられた運動装置は２つの異なる
平面に沿って後に引かなくなる。本実施例において、これらの平面は、垂直に配置される
。図５７は、いかなる案内導線のないも、そして、部分の案内導線のためのいかなる特徴
のないも図５６に従って、ボリューム・フィリング装置の他の実施例を示す。この実施例
は、ボリューム・フィリング装置が不注意にその植設されたポジションから移される場合
、マッチしている要素ロッキングエレメントが分解によって援助するために適応すること
が必要である。
【０２９６】
　複数のボリューム・フィリング装置部分を胃壁の一部によって形成されるポーチに射出
するかまたは嵌入する方法は、現在図５８ａ－ｄに関して記載されている。この例では、
図５０に関して上記の通りのボリューム・フィリング装置は、用いられる。また、図４ｂ
において表されるもののような、管のような器具（通常、６００と称される）は、中心的
な第５６０部および４外側のパーツ５６１ａ－５６１ｄの通過を許容するために、断面直
径および形状を有するスリーブ６００ａから成る。ピストン６０２は、部分が組み立てら
れることになっているスリーブ６００ａおよび、空間に、そこにおいて、ボリューム・フ
ィリング装置でボリューム・フィリング装置部分を移動させるかまたはボリューム・フィ
リング装置を形成するために設けられている。図５８ａに示すように、この例では、器具
６００は、患者の胃壁部分１２の穴１２ａによるボリューム・フィリング装置部分を嵌入
するかまたは射出するために用いられる。
【０２９７】
　図５８ｂに示すように、案内導線５６４は、外側のパーツ５６１ａ－ｄに中心的な第５
６０部が主として球面ボリューム・フィリング装置１０に組み立てる外側のパーツ５６１
ａ－ｄおよび中心的な第５６０部を許容しているポジションをすることができるために花
弁のようなそれぞれのポジションをすることを強いる。案内導線５６４を引っ張ることに
よって、　―図５８ｃ参照―　外側のパーツ５６１ａ－ｄは中心的な第５６０部を有する
係合に持ち込まれる。そして、連動しているフランジ５６３ａ－ｄによって適所にあるよ
うに保たれる。
【０２９８】
　完全に組み立てられた後に、　―図５８ｄ参照―　主として球面ボリューム・フィリン
グ装置１０は、縫合またはステープル１４によって胃壁１２の中で一つには収められる。
生物分解可能な案内導線５６４が分解した後でさえ、胃壁によって形成されるポーチの限
られた空間はボリューム・フィリング装置１０がばらばらになるのを防止する。しかしな
がら、ボリューム・フィリング装置１０が自由に来る。その結果、例えば、壊れている縫
合またはステープル１４によって、異なる部分が、各々組み立てられたボリューム・フィ
リング装置１０より小さくて、胃腸系を通過することができるように、ボリューム・フィ
リング装置１０は解体する。
【０２９９】
　ボリューム・フィリング装置を設計することがこの概念から逸脱することなく、可能で
あることは、他の方法で非常に多くの一般的説明および添付の請求の範囲から明白である
。そのような方法は複数の比較的小さいボリューム・フィリング装置部分をボリューム・
フィリング装置を形成させることである。そして、それは現在図５９ａ－図５９ｃに関し
て記載されている。
【０３００】
　ポーチが胃壁においてつくられたあと、ボリューム・フィリング装置部分をポーチに射
出するかまたは嵌入するこの方法は図４ａ－図４ｄに関して上記のものと類似している。
このように、図５９ａは、縫合またはステープル１４が胃壁のポーチをつくるために適用
された１２ａ後に、胃壁部分を例示する。ポーチは、図５ａ－ｉに関して上記の方法を用
いることにより設けられていることができる。
【０３０１】
　ボリューム・フィリング装置部分１０は、嵌入されるかまたは手段によってポーチに噴
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射されるの胃鏡検査のまたは腹腔鏡、管のような器具６００（例えばまた、図４ｂにおい
て表されるもの）。器具は外側スリーブおよび内側スリーブから成る。図４ｂ参照。そし
て、それは外側スリーブに相対的に長手方向に位置がずれることができる。内側スリーブ
は、その末端で、最先端６１５の形でカッターを備えている。後述するように以下におい
て詳細で、この最先端は、胃壁に穴をあけるために用いられることができる。
【０３０２】
　器具が胃壁に着くときに、内側スリーブは１２ａ、外側スリーブのそのポジションから
、そして、胃壁と接触して前方に持ってこられる。内側スリーブの最先端６１５はそれか
ら、この穴に、そして、によってボリューム・フィリング装置１０の以降の挿入を許容す
るために胃壁に穴をあける。図５９ｂ参照。穴によるボリューム・フィリング装置を押す
ために、ピストン６０２は、器具において設けられていることになる。このように、器具
は内側スリーブの外に内側スリーブ（図５９ａに示されているこのポジション）のポジシ
ョンからポジションまで複数のボリューム・フィリング装置１０を押し出すために適応す
るピストン６０２から更に成る。そして、これが図５９ｂに示される。
【０３０３】
　収縮するボリューム・フィリング装置１０を内側スリーブの最先端６１５から保護する
ために、より深い保護スリーブ（図示せず）は、ボリューム・フィリング装置周辺で設け
られていることができる。
【０３０４】
　管のような器具６００は、ポーチにポーチをボリューム・フィリング装置部分１０の挿
入の間、適切に保っているカップ形拡張を備えている示された実施例においてある。この
過程の間、段階的に管のような器具６００を引っ込めることによって、　―図５９ｂ参照
―　ポーチは、制御方法のボリューム・フィリング装置部分１０で満たされることができ
る。
【０３０５】
　ポーチが所望の程度にボリューム・フィリング装置部分で満たされたあと、　―図５９
ｃ参照―　胃に切られる穴１２ｂは、６００が縫合するかまたは、例えば、ステープルで
留めることによって永久に閉である管形の器具によって、１２ａを壁で囲う。
【０３０６】
　図５９ａ－図５９ｃの図示した実施例において、管のような器具６００は、押すかまた
はスリーブ６００ｂに沿ってボリューム・フィリング装置部分１０を移動させるために適
応するピストン６０２から成る。あるいは、図５９に示すように、流体によって動作する
圧力は、押すかまたはボリューム・フィリング装置部分１０を移動させるために用いられ
ることができる。
【０３０７】
　ボリューム・フィリング装置部分１０は、多くの異なる形状になることができる。図５
８ａ－図５８ｃおよび図５９の図示した実施例において、それらは、主として球形である
。しかしながら、別の実施例では、それらは、一つまたは複数の平坦であるか主として平
坦な表層を呈する。好ましくは、それらは、それからそれぞれ多面体、例えば四面体、六
面体、八面体、１２面体または二十面体（すなわち４、６、８、１２および２０の平坦表
面を有する正多面体）の形状になる。ボリューム・フィリング装置部分のこれらの実施例
は、図６１ａ－ｅに示される。
【０３０８】
　ボリューム・フィリング装置は、加えて、追加的な処置によってそれらの相互の関係に
保たれることができる。例えば、ボリューム・フィリング装置セグメントの表層は、ボリ
ューム・フィリング装置部分の中ですべることを最小化するために、摩擦を強化している
薬品または素材を備えていることができる。摩擦を強化している薬品は、何らかの接着剤
等でありえる。あるいは、または、加えて、ボリューム・フィリング装置セグメントの表
層または表層は、隣接するボリューム・フィリング装置部分との間に摩擦を増加させるた
めに、頑丈なテクスチャを与えられることができる。
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【０３０９】
　上記のように、ボリューム・フィリング装置１０はボリューム・フィリング装置１０に
よって定義される室に供給されるゲルまたは流体によってふくらまされることになる。図
６２参照。挿入または複数のボリューム・フィリング装置部分１０の胃壁部分１２によっ
て設けられている自然のポーチへの注入は、図５９ａ－ｄに関して上で記載されていた。
しかしながら、肥満を治療する装置の別の実施例で、ボリューム・フィリング装置部分は
二つかそれ以上の他のボリューム・フィリング装置部分を集めるためのボリューム・フィ
リング装置部分から成ることもできる。そして、それは異なる種類である。このように、
装置は第２のボリューム・フィリング装置部分と異なる二つかそれ以上の第１のボリュー
ム・フィリング装置部分１０を集めるための拡張可能な第２のボリューム・フィリング装
置部分１０フィートから成る。そこにおいて、第２のボリューム・フィリング装置部分お
よび第１のボリューム・フィリング装置部分は一緒にボリューム・フィリング装置を形成
する。第２のボリューム・フィリング装置部分が可撓性であるか伸ばすことができること
が好ましい。
【０３１０】
　別の実施例において、ボリューム・フィリング装置の再構築を許容するために、摩擦を
減らしている流体が、隣接するボリューム・フィリング装置部分との間に摩擦を減らすた
めにあることになる。図６４において、複数のボリューム・フィリング装置部分１０がど
のように胃壁１２の一部によってつくられるポーチにおいて設けられているかは示される
、そして、流体はこのポーチ（ボリューム・フィリング装置の形状が胃壁運動に適応させ
るように、隣接する第１のボリューム・フィリング装置部分との間に相互運動を許容する
）に注入された。そのとき、前記ボリューム・フィリング装置は胃壁において収められる
。
【０３１１】
　外側のボリューム・フィリング装置部分１０フィートが異なるものの両方の複数を囲む
ように、図６３および図６４の実施例は球面このケースに組み込まれることになる。そし
て、ボリュームが流体と同様に装置セグメント１０を満たす。そして、それは異なるボリ
ューム・フィリング装置部分との間に摩擦を減らす。
【０３１２】
　上記の流体は、隣接するボリューム・フィリング装置部分との間に摩擦を減らす代わり
に、隣接するボリューム・フィリング装置部分との間に摩擦を強化することになる。この
ように、より安定ボリューム・フィリング装置を作る。摩擦を強化している素材は、接着
剤または接着剤（すなわち凝固している液体）であることにもなる。
【０３１３】
　ボリューム・フィリング装置を形成するために複数において用いられるために適応する
ボリューム・フィリング装置部分は、図５９ａ－図５９ｃおよび図５９ａ－図５９ｅに関
して上で記載されていた。これらのボリューム・フィリング装置部分が素材、特性などに
関して以前に記載されているボリューム・フィリング装置と同じ特性を与えられることが
できることはいうまでもない。
【０３１４】
　第１の別の実施例において、ボリューム・フィリング装置は、上記の腔内の方法の代わ
りに腹腔鏡方法を用いて植設される。この実施例によれば、針または管のような器具は患
者の体の腹部に嵌入される、そして、前記針または管のような器具はそれから、ガスを有
する患者の腹部を満たすために用いられる。その後、少なくとも２つの腹腔鏡トロカール
は、患者の体に嵌入される；そして、カメラは、前記少なくとも２つの腹腔鏡トロカール
のうちの１つで嵌入される。それから、前記少なくとも２つの腹腔鏡トロカールのうちの
１つおよび胃の領域による少なくとも一つの詳細に吟味しているツールは、切り裂かれる
。ボリューム・フィリング装置は、それから腹腔にもたらされて、胃壁の外に配置される
。装置のための胃壁のポーチはつくられる、そして、装置は縫合またはステープルを胃壁
に提供することによって前記ポーチにおいて入った。それによって、食品空腔量が大きさ
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において実質的にボリューム・フィリング装置の量を上回っている体積減少するように、
ボリューム・フィリング装置を配置する。
【０３１５】
　上記の第１の選択肢は、好ましくは、縫合またはステープルを提供することによって装
置を胃壁に添付することを更に含む。
【０３１６】
　前記実施例は、好ましくは、装置を患者の体の外側から肥満治療装置を調整するために
提供すること、そして、肥満治療装置を制御する前記装置を操作することを更に含む。更
に、植設されるときに、肥満治療装置の調節はボリューム・フィリング装置の満たしてい
る本体量を変えることを含む。
【０３１７】
　前記実施例は、好ましくは、植設された満たしている本体への注入のための流体から成
っている注入タイプ・シリンジを提供すること、前記の満たしている本体に流体のボリュ
ームを噴射することを更に含む；
【０３１８】
　実施例によれば、ポーチが左側に少なくとも部分的に開いているという点で、装置はポ
ーチに入れられるかまたは部分的に囲まれる。更に、ポーチは、１つの開口部だけを呈す
るように設計されていることがありえる。あるいは、ポーチは、二つ開口部を呈して、胃
周辺で非円周上に伸びるように設計されている。
【０３１９】
　好ましくは、ポーチは、１５ミリリットル以上量を有する。
【０３２０】
　第２の選択肢において、また、腔内の方法の代わりに腹腔鏡方法を用いて、初期ステッ
プは第１の選択肢にて説明したように、同じものである、しかし、胃の分析後の、穴は腹
腔にもたらされる胃壁およびボリューム・フィリング装置において、そして、胃への前記
穴によってつくられる。装置は胃壁の内部に配置される、そして、ポーチは胃壁の内部に
配置される装置のための胃腔の外側につくられる、そして、装置は縫合またはステープル
を胃壁に提供することによってポーチにおいて収められる。それによって、食品空腔量が
大きさにおいて実質的にボリューム・フィリング装置の量を上回っている体積減少するよ
うに、ボリューム・フィリング装置を配置する。
【０３２１】
　前記実施例は、好ましくは、縫合またはステープルを提供することによって装置を胃壁
に添付することを更に含む。一実施例によれば、胃壁は、縫合またはステープルを提供す
ることによって、患者の食道の下部に添付される。
【０３２２】
　上記の第２の選択肢は、好ましくは、装置を患者の体の外側から肥満治療装置を調整す
るために提供すること、そして、肥満治療装置を制御する前記装置を操作することを更に
含む；更に、植設されるときに、肥満治療装置の調節はボリューム・フィリング装置の満
たしている本体量を変えることを含む。
【０３２３】
　前記実施例は、好ましくは、植設された満たしている本体への注入のための流体から成
っている注入タイプ・シリンジを提供すること、そして、前記満たしている本体に流体の
ボリュームを噴射することを更に含む。
【０３２４】
　実施例によれば、ポーチが左側に少なくとも部分的に開いているという点で、装置はポ
ーチに入れられるかまたは部分的に囲まれる。更に、ポーチは、１つの開口部だけを呈す
るように設計されていることがありえる。あるいは、ポーチは、二つ開口部を呈して、胃
周辺で非円周上に伸びるように設計されている。
【０３２５】
　好ましくは、ポーチは、１５ミリリットル以上量を有する。
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【０３２６】
　第３の選択肢は、腔内であるか腹腔鏡検査の方法のどちらかの代わりに、外科的な切開
を含むものである。ここで、患者の腹壁に外科的な切開で穴が空けられ、患者の胃の領域
は切開される。ボリューム・フィリング装置は前記開腹によって導かれて、胃壁に付属し
た。それによって、食品空腔量が大きさにおいて実質的にボリューム・フィリング装置の
量を上回っている体積減少するように、ボリューム・フィリング装置を配置した。
【０３２７】
　上記の、第３の選択肢の別の実施例において、初期ステップは、胃の領域の切開を含ん
でいるという点で同じである。これに続いて、胃壁のポーチは装置のためにつくられる、
そして、装置は縫合またはステープルを胃壁に提供することによってポーチにおいて入っ
た。それによって、食品空腔量が大きさにおいて実質的にボリューム・フィリング装置の
量を上回っている体積減少するように、ボリューム・フィリング装置を配置する。
【０３２８】
　上記の、第３の選択肢のさらに別の実施例において、初期ステップは、胃の領域の切開
を含んでいるという点で同じである。これに続いて胃壁に穴が空けられ、そして、ボリュ
ーム・フィリング装置が穴へ、そして、胃に導かれる。装置はそれから胃壁の内部に配置
され、そして、胃壁上のポーチが装置のためにつくられる。装置はそれから、縫合または
ステープルを胃壁に提供することによってポーチにおいて収められる。それによって、食
品空腔量が大きさにおいて実質的にボリューム・フィリング装置の量を上回っている体積
減少するように、ボリューム・フィリング装置を配置する。
【０３２９】
　第３の選択肢の前記実施例は、縫合またはステープルを提供することによって装置を胃
壁に添付することを更に含む。
【０３３０】
　前記実施例は、好ましくは、装置を患者の体の外側から肥満治療装置を調整するために
提供すること、そして、肥満治療装置を制御する前記装置を操作することを更に含む。更
に、植設されるときに、肥満治療装置の調節はボリューム・フィリング装置の満たしてい
る本体量を変えることを含む。
【０３３１】
　前記実施例は、好ましくは、植設された満たしている本体への注入のための流体から成
っている注入タイプ・シリンジを提供すること、そして、前記満たしている本体に流体の
ボリュームを噴射することを更に含む。
【０３３２】
　実施例によれば、ポーチが左側に少なくとも部分的に開いているという点で、装置はポ
ーチに入れられるかまたは部分的に囲まれる。更に、ポーチは、１つの開口部だけを呈す
るように設計されていることがありえる。あるいは、ポーチは、二つ開口部を呈して、胃
周辺で非円周上に伸びるように設計されている。
【０３３３】
　好ましくは、ポーチは、１５ミリリットル以上量を有する。
【０３３４】
　第４の別の実施例は、針または管のような器具を患者の体の腹部に嵌入し、
ガスを有する患者の腹部を満たすために前記針または管のような器具を用いるステップと
；
患者の体の少なくとも２つの腹腔鏡トロカールを配置するステップと；
前記少なくとも２つの腹腔鏡トロカールのうちの１つによるカメラを患者の腹部に嵌入す
るステップと；
少なくともひとつの切開用ツールを、少なくとも２つの腹腔鏡トロカールのひとつを通し
て挿入させるステップと；
胃の領域を解剖するステップと；
装置のための胃壁からポーチをつくるステップと；
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縫合およびステープルを提供することによってポーチを閉じるステップと；
素材を満たしている注射可能薬物から成っている射出している部材を導くステップと；
そして、実質的にボリューム・フィリング装置の量を上回っている体積によってサイズの
食品空腔を減らして、このことにより患者の胃の体積を満たす満たしている本体を作製し
て、ポーチに満たしている素材を注入するステップから成る方法である。
【０３３５】
　上記の開示された腹腔鏡方法の代わりに、外科的な切開または開口部が、
解剖される胃の領域へ；
装置のための胃壁からつくられるポーチへ；
そして、縫合およびステープルを提供することによって閉じられた前記ポーチへ入るため
に患者の腹部に開けられる。
そして、注入可能な素材からなる注入素材が導入され、そして、フィリング素材がポーチ
に注入され、このことにより、実質的にボリューム・フィリング装置の量を上回る体積に
よって、食品空腔を減らすフィリングを作り出す。
【０３３６】
　上記の別の実施例によれば、胃壁の内部に対して配置される満たしている本体で、ポー
チは、胃壁の外につくられる。
【０３３７】
　胃壁の外に対して配置される満たしている本体で、２つの前述の実施例のどちらにでも
よる方法は、ポーチが胃壁の内部につくられる胃壁の穴をつくることから成る。
【０３３８】
　２つの前述の実施例のどちらにでもよる方法は、縫合またはステープルを提供するかま
たは胃壁を患者の横隔膜の筋肉または他の筋組織に添付することによって胃壁を患者の食
道の下部に添付することを更に含むことになる。
【０３３９】
　好ましくは、ポーチは、１５ミリリットル以上量を有する。
【０３４０】
　２つの前述の実施例のどちらにでもよる方法において、満たしている素材は、流体状態
から半固体であるか固体の状態まで硬化プロセスを受けることが好ましくはできる。好ま
しくは前記硬化プロセスは、周囲温度から体温までの温度の増加によって誘発される。
【０３４１】
　本発明ではまた、患者に植設されるときに、実質的に、ボリューム・フィリング装置の
量を上回っている体積によってサイズの食品空腔を減らすボリューム・フィリング装置を
植設することによって患者の肥満を治療することを可能にする方法が、
針または管のような器具を患者の体の腹部に嵌入するステップと；
ガスを有する患者の腹部を満たすために前記針または管のような器具を用いるステップと
；
患者の体の少なくとも２つの腹腔鏡トロカールを配置するステップと；
前記少なくとも２つの腹腔鏡トロカールのうちの１つによるカメラを患者の腹部に嵌入す
るステップと；
前記少なくとも２つの腹腔鏡トロカールのうちの１つによるカメラを患者の腹部に嵌入す
るステップと；
胃の領域を解剖するステップと；
胃壁の穴をつくるステップと；
装置を腹腔にもたらすステップと；
穴による、そして、胃への装置を導くステップと；
装置を胃壁の外に配置するステップと；
胃壁の外に配置される装置を固定させて、このことにより実質的にボリューム・フィリン
グ装置の量を上回っている体積によってサイズの食品空腔を減らす満たしている本体を作
製するステップからなる。
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【０３４２】
　上記の方法において、装置は、縫合またはステープルを提供することによって、胃壁に
好ましくは添付される。
【０３４３】
　本発明はまた、上記の腹腔鏡方法のいずれかの用途に適している、肥満を治療するため
にヒト患者の胃壁において収められるボリューム・フィリング装置を提供するための腹腔
鏡器具から成り、器具は、
近端部および末端（腹腔鏡下手術の間、患者腹部にもたらされる腹腔鏡トロカールのそれ
未満の直径を有する長形部材）を有する長形部材；
通常の胃腔（その管のような形づくられた部分の胃壁によって収められるためにボリュー
ム・フィリング装置から成っている前記プッシング装置）に突出している胃壁の管のよう
な形づくられた部分をつくるために胃壁を押す胃をプッシング装置；
を含み、プッシング装置に、器具がプッシング装置と共に胃壁の管のような形づくられた
部分を形成するのを援助するために胃底部を吸い込む真空装置が設けられ、
そして、真空装置は、器具の末端に、そして、器具（プッシング装置を含む）の遠方端で
近位のものから通じている真空通路から成り、前記真空通路は、更に管のような胃壁部分
を形成するためにプッシング装置に付着するようになるために胃壁部分を吸引するために
適応する複数の小さい開口部において分割され；
そして、器具は、ボリューム・フィリング装置を管のような形づくられた胃部にもたらす
ために適応する挿入器具から成る。
【０３４４】
　この器具は好ましくは、一緒に胃を前記開口部の胃に押しつけることによって実質的に
閉じる管のような部分を開くことを保つ少なくとも一つの型締装置から成る。そこにおい
て、器具はそれで後で開口部の中で縫合することが可能になるこの種の方法にできた穴で
少なくとも一つの型締装置を配置するために適応する。
【０３４５】
　更に器具は、好ましくは、縫合することの前か後にボリューム・フィリング装置をふく
らます膨張装置から成る。さらに、器具は好ましくは、部分的に少なくともボリューム・
フィリング装置を囲んでいる閉スペースを作成するための胃縫合に胃を有する管のような
部分を開くことを縫合するために適応する縫合装置から成る。そこにおいて、器具は部分
的に少なくともボリューム・フィリング装置を胃壁において収められるままにしておいて
引き出されるために適応する。
【０３４６】
　前記縫合装置は、第一とその末端で胃に位置している長形部材に設けられている第２の
縫合位置決め部材、とを有するのが好ましい。そして、器具は、ポジションの第１および
第２の縫合している部材を調整するために適応する動作装置から更に成り、それにおいて
第１および第２の縫合位置決め部材が部分のようなカップの開放端の両側上の胃壁を有す
る各々の前にあり、そして、胃縫合に胃の列を有する壁の部分のようなカップの開放端を
縫合するために適応する。
【０３４７】
　好ましくは前記縫合装置は操作可能なｒｅ－ｌｏａｄａｂｌｅなマルチ縫合装置から成
る。そして、それは患者の体の外側から縫合によってｒｅｌｏａｄａｂｌｅで、そして、
それは胃縫合に胃の前記列を有する壁の部分のようなカップの開放端を縫合するために適
応する。そこにおいて、縫合の列は同時に縫合されるために二つかそれ以上の縫合または
ステープルから成る。
【０３４８】
　より好ましくは、前記縫合装置は、同時に二つかそれ以上の縫合を縫合するための複数
の縫合から成る。
【０３４９】
　方法またはいかなる組合せにもおいて用いられて、装置のいかなる装置もまたは一部を
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用いている方法または以下の方法が進むいかなる組合せものいかなる特徴もの一部分は適
用できる。そこにおいて、前記方法は以下の操作上の方法ステップの一つ以上から成るこ
とになる：
　・前記器具をのどにもたらすこと、
　・食道の下に通過すること、
　・噴門および横隔膜の高さの間に食道の部材を固定させることの交付のための砧骨また
は装置を配置すること（胃組織に食道の固定に係わるための）
　・胃に食道およびさらにより深いダウンの下に通過すること、
　・胃を膨張するために、ガスを有する胃を満たすこと、
　・流体を胃から吸うこと、
　・案内視野で、カメラから成っている前記器具がいつかについて確かめていること、
　・器具を胃に係合すること、
　・胃壁の少なくとも一つの袋をつくって、縫合すること、
　・流体および／またはボリューム・フィリング装置または二つかそれ以上のボリューム
・フィリング装置を有する前記少なくとも一つのポーチを満たすこと、
　・筒状部材による胃組織においてつくられる前記ポーチに、複数のボリューム・フィリ
ング装置を分配する、
　・前記器具を有する胃壁を通過すること、
　・胃壁の外上のボリューム・フィリング装置の配置のための前記器具を有する胃壁を通
過すること、
　・皮下の注入ポートの配置を可能にしている管の設置のための前記器具を有する胃壁を
通過すること、
　・皮下の注入ポートを配置すること、
　・その内部から食道まで胃壁を縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・胃壁を胃の内部からの胃壁に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・器具を食道に係合すること、
　・胃組織の１枚の層を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・２枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・３枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・４枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・胃組織の一つ以上の層を食道組織、食道センター軸を有する食道、更に、食道センタ
ー軸に関して放射状に伸びている内と外との実質的に円筒状表層を有している食道および
そこにおいて、胃組織上の二つかそれ以上のポジションに縫合するかまたはホチキスで留
めることは、放射状に、前記第１の食道面長軸から少し離れて、前記食道センター軸と実
質的に平行して、前記食道センター軸と実質的に平行して、そして、第２の食道面長軸に
沿った第２の位置で、第１の食道面長軸に沿って初めての位置に、両方とも食道組織に取
り付けられる、
　・前記器具に配置される装置によって部材を固定させることを分配すること、
　・胃組織の鋭い少なくとも一つの層および前記固定している部材を有する食道組織の１
枚の層、
　・前記接合より上に食道および胃との間にトンネルをつくるための胃食道接合より上に
、前記固定している部材を配置すること、
　・食道との食道関係および胃との胃関係を配置すること、
　・胃および食道パートの間に実質的に固定している部材を配置すること、
　・噴門によるメインの胃腔への前記器具を嵌入していて、前記接合より上に前記装置の
ポジションに着く頭蓋指示の器具を導くのに適している、
　・実質的に無制限の収縮および前記接合（この種のトンネルがつくられた）に置かれる
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噴門を閉じている括約筋の発散をトンネルに与えること。
【０３５０】
　以下の方法ステップが適用できる所で、いかなる装置または装置またはいかなる組合せ
ものいかなる特徴の一部を用い、そこにおいて、前記方法に、以下の操作上の方法ステッ
プの一つ以上が設けられ、いかなる組合せにもおいて用いられる方法または方法の一部。
　・患者の皮膚を切ること
　・患者の腹壁にできた穴をつくること
　・前記器具を腹壁にできた前記穴による腹腔にもたらすこと、
　・器具を胃に係合すること、
　・胃壁の少なくとも一つの予め形のポーチをつくるための胃壁に、ダウンを引っ張るこ
と、
　・胃壁の少なくとも一つの予め形のポーチをつくるための胃壁を固定すること、
　・胃壁の少なくとも一つの袋を縫合するかまたはステープルで留めること、
　・流体および／またはボリューム・フィリング装置または二つかそれ以上のボリューム
・フィリング装置を有する前記少なくとも一つのポーチを満たすこと、
　・筒状部材による胃組織においてつくられる前記ポーチに、複数のボリューム・フィリ
ング装置を分配する、
　・前記器具を有する胃に、胃壁を通過すること、
　・胃壁の内部上のボリューム・フィリング装置の配置のための前記器具を有する胃壁を
通過すること、
　・食道壁に胃壁を縫合するための前記器具を有する胃壁を通過すること、
　・ボリューム・フィリング装置を胃壁の外に配置すること、
　・胃壁の前記ボリューム・フィリング装置を収めること
　・皮下の注入ポートを配置すること、
　・胃壁を胃の外側からの胃壁に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・胃壁を粘膜を透過することのない胃の外側からの胃壁に縫合するかまたはホチキスで
留めること、
　・胃壁の二つ層を１、２の層の胃壁に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・器具を食道に係合すること、
　・固定する行われて両方とも胃組織に１つの層の食道壁を固定させるための食道の中で
側、
　・固定する行われて両方とも食道および１、２の層の胃組織に１つの層の食道壁を固定
させるための胃底部壁の中で側、
　・管または胃鏡検査の器具をアンビル部材から成っている食道または胃に食道の固定を
中で含んでいる固定している配達部材にもたらすこと、
　・食道周辺で型締している前記器具に、食道内部でアンビル部材または固定している配
達部材のポジションを調整すること、
　・胃組織の１枚の層を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・２枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・３枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・４枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・ホッチキス列の異なるポジションで異なるステープルで留めている深さのホッチキス
を用いることをステープルで留めること、
　・胃を１つの第１のホッチキス深さを有する食道にステープルで留めて、胃を１秒より
小ホッチキス深さを有する胃にステープルで留めること、
　・胃を有するポーチを前記ホッチキス列の一部として含まれるよりかなりの深さのホッ
チキスを有する食道をステープルで留めることから更に成っているホッチキス列の胃縫合
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にステープルで留めること、
　・胃組織の一つ以上の層を食道組織、食道センター軸を有する食道、更に、食道センタ
ー軸に関して放射状に伸びている内と外との実質的に円筒状表層を有している食道および
そこにおいて、胃組織上の二つかそれ以上のポジションに縫合するかまたはホチキスで留
めることは、放射状に、前記第１の食道面長軸から少し離れて、前記食道センター軸と実
質的に平行して、前記食道センター軸と実質的に平行して、そして、第２の食道面長軸に
沿った第２の位置で、第１の食道面長軸に沿って初めての位置に、両方とも食道組織に取
り付けられる、
　・前記器具に配置される装置によって部材を固定させることを分配すること、
　・胃組織の鋭い少なくとも一つの層および前記固定している部材を有する食道組織の１
枚の層、
　・前記接合より上に食道および胃との間にトンネルをつくるための胃食道接合より上に
、前記固定している部材を配置すること、
　・実質的に無制限の収縮および前記接合（この種のトンネルがつくられた）に置かれる
噴門を閉じている括約筋の発散をトンネルに与えること、
　・胃腔にはじめにを介して食道との食道関係および胃との胃関係を配置すること、
　・胃および食道パートの間に実質的に固定している部材を配置すること、
　・前記接合の下のメインの胃腔への前記器具を嵌入していて、前記接合より上に前記装
置のポジションに着く頭蓋指示の器具を導くのに適している、
　・前記器具に成られるジョイントを作動すること（前記器具が前記接合より上に食道の
装置の前記部分のポジションに着く指示の前記ジョイントを曲げているメインの胃腔に嵌
入されることを可能にするための）。
【０３５１】
　以下の方法ステップが適用できる所で、いかなる装置または装置またはいかなる組合せ
ものいかなる特徴の一部を用い、そこにおいて、前記方法に、以下の腹腔鏡操作上の方法
ステップの一つ以上が設けられ、いかなる組合せにもおいて用いられる方法または方法の
一部。
　・患者の皮膚を切ること
　・腹壁による管を導くこと、
　・腹腔に流体またはガスを満たすこと、
　・二つかそれ以上のトロカールを腹腔にもたらすこと、
　・カメラをトロカールのうちの１つによる腹腔にもたらすこと、
　・前記器具をトロカールによる腹腔にもたらすこと、
　・器具を胃に係合すること、
　・胃壁の少なくとも一つの予め形のポーチをつくるための胃壁に、ダウンを引っ張るこ
と、
　・胃壁の少なくとも一つの予め形のポーチをつくるための胃壁を固定すること、
　・胃壁の少なくとも一つの袋を縫合するかまたはステープルで留めること、
　・流体および／またはボリューム・フィリング装置を有する前記少なくとも一つのポー
チまたは二つかそれ以上のボリューム・フィリング装置を満たすこと、
　・筒状部材による胃組織においてつくられる前記ポーチに、複数のボリューム・フィリ
ング装置を分配する、
　・前記器具を有する胃に、胃壁を通過すること、
　・胃壁の内部上のボリューム・フィリング装置の配置のための前記器具を有する胃壁を
通過すること、
　・食道壁に胃壁を縫合するための前記器具を有する胃壁を通過すること、
　・ボリューム・フィリング装置を胃壁の外に配置すること、
　・胃壁の前記ボリューム・フィリング装置を収めること
　・皮下の注入ポートを配置すること、
　・胃壁を胃の外側からの胃壁に縫合するかまたはホチキスで留めること、
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　・胃壁の二つ層を１、２の層の胃壁に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・胃壁を粘膜を透過することのない胃の外側からの胃壁に縫合するかまたはホチキスで
留めること、
　・器具を食道に係合すること、
　・固定する行われて両方とも胃組織に１つの層の食道壁を固定させるための食道の中で
側、
　・固定する行われて両方とも食道および１、２の層の胃組織に１つの層の食道壁を固定
させるための胃底部壁の中で側、
　・管または胃鏡検査の器具をアンビル部材から成っている食道または胃に食道の固定を
中で含んでいる固定している配達部材にもたらすこと、
　・食道周辺で型締している前記器具に、食道内部でアンビル部材または固定している配
達部材のポジションを調整すること、
　・胃組織の１枚の層を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはホチキスで留めること、
　・２枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・３枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・４枚の層の胃組織を食道組織の１枚の層に縫合するかまたはステープルで留めること
、
　・ホッチキス列の異なるポジションで異なるステープルで留めている深さのホッチキス
を用いることをステープルで留めること、
　・胃を１つの第１のホッチキス深さを有する食道にステープルで留めて、胃を１秒より
小ホッチキス深さを有する胃にステープルで留めること、
　・胃を有するポーチを前記ホッチキス列の一部として含まれるよりかなりの深さのホッ
チキスを有する食道をステープルで留めることから更に成っているホッチキス列の胃縫合
にステープルで留めること、
　・胃組織の一つ以上の層を食道組織、食道センター軸を有する食道、更に、食道センタ
ー軸に関して放射状に伸びている内と外との実質的に円筒状表層を有している食道および
そこにおいて、胃組織上の二つかそれ以上のポジションに縫合するかまたはホチキスで留
めることは、放射状に、前記第１の食道面長軸から少し離れて、前記食道センター軸と実
質的に平行して、前記食道センター軸と実質的に平行して、そして、第２の食道面長軸に
沿った第２の位置で、第１の食道面長軸に沿って初めての位置に、両方とも食道組織に取
り付けられる、
　・前記器具に配置される装置によって部材を固定させることを分配すること、
　・胃組織の鋭い少なくとも一つの層および前記固定している部材を有する食道組織の１
枚の層、
　・前記接合より上に食道および胃との間にトンネルをつくるための胃食道接合より上に
、前記固定している部材を配置すること、
　・実質的に無制限の収縮および前記接合（この種のトンネルがつくられた）に置かれる
噴門を閉じている括約筋の発散をトンネルに与えること、
　・胃腔にはじめにを介して食道との食道関係および胃との胃関係を配置すること、
　・胃および食道パートの間に実質的に固定している部材を配置すること、
　・前記接合の下のメインの胃腔への前記器具を嵌入していて、前記接合より上に前記装
置のポジションに着く頭蓋指示の器具を導くのに適している、
　・前記器具に成られるジョイントを作動すること（前記器具が前記接合より上に食道の
装置の前記部分のポジションに着く指示の前記ジョイントを曲げているメインの胃腔に嵌
入されることを可能にするための）。
【０３５２】
　いかなる実施例またはいかなる方法もまたは方法またはいかなる装置もまたは特徴の装
置またはいかなる特徴もまたは一部分の一部の一部と同様に実施例またはいかなるシステ
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る点に留意して欲しい。本願明細書において全ての実施例は、一般にいかなる形であれ組
み合わさる一般的説明、したがって候補者の一部として見られなければならない。
【０３５３】
　熟練した人がステップを結合して、ステップの序列を変えて、発明の努力の成果のない
、そして、説明および請求項に記載の本発明の範囲内において、本発明の異なる実施例の
要素を結合するポジションにおいてあるものと理解される。
【０３５４】
　この種の組合せが明らかに両立しなくない場合、実施例の全ての実施例または特徴がい
かなる形であれいかなる方法または方法のステップと同様に結合されることができる点に
留意して欲しい。また、一般の説明がそれ自体におけるこの方法と同様に方法を実行する
ために適応する装置および装置を記載するとみなされなければならない点に留意して欲し
い。
本発明の特定実施例が例示されて、本願明細書において記載されると共に、多数の他の実
施例が想定されることになる、そして、多数の付加的な効果、変更態様および変化が本発
明の精神と範囲から逸脱することなく、当業者に直ちに発生すると理解される。
従って、そのより広い態様の本発明は、本願明細書において図と共に記載される具体的な
詳細、代表的な装置および図示の例に限られていない。したがって、さまざまな変更態様
は、元気または添付の請求の範囲に記載の一般の発明の概念およびそれらの等価物の範囲
から逸脱することなく、作られることになる。添付の請求の範囲が本当の本発明の精神と
範囲の中の秋として全てのこの種の変更態様と改変を包摂することを目的とすると従って
、理解される。多数の他の実施例は、本発明の精神と範囲から逸脱することなく、想定さ
れることになる。
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